
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　アルスタイン平原の戦い






　その戦争は『王国』が大陸を統一し、ようやく平和が訪おとずれた頃ころに唐とう突とつに始まった。

　海の向こうからやってきた『鋼国』と呼ばれる勢力が、未知の巨きよ大だい兵器、『第五元素兵器』と共に大陸へ上陸したのである。

　宣戦布告などあろうはずもなく、鋼国の第五元素兵器は問答無用で大陸を駆かけ、毒をまき散らしながら王国領土を踏ふみ荒あらした。

　銃じゆうと魔ま法ほうに依い存ぞんしていた王国に、鋼国の超ちよう兵器に対たい抗こうしうる戦力は一つしか無かった。

　それは規格外の魔法を扱あつかう、【星】と呼ばれる英えい雄ゆう達だった。




　──死ぬな。生きてくれ。

　少年はそう願いながら、必死に彼女の流れ出ていく命を留とどめようとしていた。

　止血剤ざいはもうとっくに尽つきている。巻き付けた外傷包帯は一いつ瞬しゆんにして真っ赤に染まり、いくら手で押さえても泉のようにあふれ出す。

　強く押すと咳せきと共に彼女の口から血が噴ふき出した。

　その度たびに、少年の目に涙なみだが溜たまっていく。

　意識せずとも目で彼女に訴うつたえかけてしまう。

　──どうすればいい？　どうすれば君を助けられる？

　少年は弱すぎる自分を恥はじた。こういう時は、勇気づけて安心させてあげるべきなのに、そうできない自分が情けなくて仕方が無かった。

　彼女は少年に微笑ほほえみかけていた。

「だいじょうぶ……君のことは、私が守るから」

　──違ちがう、そうじゃない。

「泣かないで……ね？」

　──違う。俺が君を助ける。君を助けたいんだ。

　いくらそう思っても声が出なかった。戦場での経験のせいで少年の心は疲ひ弊へいし、心的外傷によって言葉を失ってしまっていたからだ。

　──情けない。

　衛生兵である少年にまともな医学の知識などあるはずもない。できることは応急処置、救護所へ運ぶまでの間生きながらえさせるためのその場凌しのぎだけだ。

　──情けない。情けない。情けない、情けない……！

「ねえ……お願い……空を見て？」

　不意に少女が微笑みながら言った。

「……星は出ているかしら……私の星は、まだ空にあるかしら……」

　問いかけてくる彼女の瞳ひとみには光が宿っていなかった。

　彼女はもう目が見えていないのだ。だから少年は言われるがままに、彼女の代わりに空を見上げた。沈しずみ切った夕ゆう陽ひが残り火のように地平線を燃やしている。その上に、消えかけの蠟ろう燭そくのように瞬またたく小さな星々が見えた。そしてそれらを覆おおい尽くすような海色の巨大な惑わく星せいの星ほし影かげが、まだうっすらと空に映っていた。

　少年は星影を見上げながら、強く彼女の手を握にぎりしめ、それを答えにした。

「ありがとう。君が生きてくれていてよかった」

　冷え切った手が離はなれて、少年は彼女を見た。

「君が生きているなら、私はまだ闘たたかえる」

　彼女は血を吐きながらも歯を食いしばって、震ふるえる足を大地につけていた。

　よろめいたのは一度だけ。彼女はすぐに背筋を伸ばして、聳そびえ立つ山を見上げた。

　──それは山ではなかった。山のようなモノが大地を擦こすり上げるような音を立てて、その巨体を起き上がらせる。あまりの大きさに戦場は影に覆われ、巨体は雲を突つき抜ぬけていく。視界に収まり切らないその体たい軀くは未知の鋼はがねで出来ていた。頂上にある頭と思おぼしき部分に、赤い二つの瞳が輝かがやいている。

　第五元素兵器。神話に語られる巨人に等しきその姿は、常人は見ただけで足が竦すくみ、戦意を削そがれ、生物としての本能が降こう伏ふくを促うながしてしまう。蛮ばん勇ゆうを抱いだき刃は向むかおうものなら、この大陸の未熟な科学技術では実現不可能な破は壊かいによって迎むかえられるだろう。

　多くの別大陸の国々は即そく時じ降伏し、鋼国はただひたすらに世界を侵しん略りやくしていた。王国がいまだ持ちこたえられているのは、彼女のような【星】のおかげだった。

「この空に私の星影がある限り、君を死なせはしないから」

　第五元素兵器を前にしながら、彼女が右手を空へ掲かかげる。

　彼女を見つめる少年の視界にノイズが走り、次の瞬しゆん間かん、海色の粒りゆう子しが空気中に出現し、彼女の右手に集束していった。

　右手には蒼あおい槍やりが握られている。槍は彼女の『魔力』を吸収し、切っ先に渦うずを巻かせながら集束させて刃やいばを形成した。

　──『グリューエル』、鋼国からの侵しん攻こうを防ぐための最後の砦とりでを守る、海かい淵えんノ星。

　それが彼女だ。

「さあ、走って……決して振ふり返らないで」

　少年は第五元素兵器と対たい峙じするグリューエルの背中を見つめながら、一歩後ずさる。

　少年は彼女を守るためにこの戦場にいたはずなのに、結局こうして守られてしまっている。けれど、自分が生きているからこそ彼女もまた戦えるのだというならば、ここで死ぬわけにはいかなかった。

　振り返り、敵の超兵器により荒こう野やと化してしまった平原を走り出す。

　少年は泣いていた。必死に息をして、一目散に荒野を走りながら泣いていた。

　背後で轟ごう音おんが響いている。彼女は今も自分を守りながら戦ってくれている。

　だから少年は、空を見上げながら走った。

『私の星は、まだ空にあるかしら』

　空に映る星影を見つめながら、消えないでくれと願いながら少年は走る。

　躓つまずきながら、地平線の向こうまで広がる死体の数々に足をとられながら、それでも空を見つめたまま、少年は──

　少年は星影が消えた瞬間、足を止めた。

「あ……あ……」

　空に溶とけるように、グリューエルの星影は消失した。空の下、少年は呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　走らなくちゃ。彼女は俺が生きていることを望んでくれた。

「あ……ああ……ッ！」

　何が何でも生き延びなくてはならない。

　彼女のためにも絶対に、犬死にだけは──！

　けれど足は動かなかった。自分のすべきことがこのまま逃にげることだというのは嫌いやというほどわかっているのに、少年は気づけば振り返っていた。

　そして目の前に広がる光景を見た。

　半壊した第五元素兵器が彼女の亡なき骸がらを握りつぶす瞬間を見てしまった。

　視界が破は裂れつする。今まで意味のわからなかった網もう膜まくに映る意味不明な文字列が、ノイズに覆われ幾き何か学がく模様のように変形する。少年はグリューエルが事切れる瞬間を見ることで正気を失い、第五元素兵器に向かって走り出した。

「──あああああああああああああああああああああああああッッッ！」

　この怒いかりが敵に対してなのか、弱い自分自身に対してなのかすらわからない。

　ただわかるのは、彼女がもう消えてしまったということ。

　彼女の星影が空に昇のぼることは、もう二度と無いということ。彼女を守るためにこの戦場にいたのに、結局守られるだけ守られて、何一つ返せなかった。

　──俺は君を守りたかった。

　──俺は君を救いたかった。

　ノイズが走り、まるで嵐あらしのように視界が歪ゆがむ。

　──いや、違う。

　山のように巨大な敵を見上げながら、少年は右手を伸ばす。

　敵が少年の姿を捕ほ捉そくし、赤いレンズを向ける。

　レンズに周囲の光が集束し、溜め込まれる。

　少年もまた、相対するように右手を振りかぶる。

　──俺は君を、これから救うんだ！

　次の瞬間、放たれた光線によって少年は吹ふき飛ばされた。

　宙を舞まう。千切れた自分の右腕うでが遠くに飛ばされ、熱により消し飛ばされるのが見えた。

　しかし、

　彼の失われたはずの右手は──未いまだに拳こぶしを握りしめていた。

















第一章　星ほし守もり






　鋼国の侵略から六年。反はん抗こうを続ける王国軍は、大陸を二分する大山脈と【星】達のおかげで今もなお国を維い持じし続けていた。

　鋼国は大陸の三分の一を掌しよう握あくしつつも、現在は一進一退を繰くり返している。

　かの国は依い然ぜんとして別大陸の強国というだけの事実しかわからず、正体不明のまま大陸に居座り続けていた。




　──砲ほう線せん飛び交かう闇やみの空を、一筋の流星が駆かけている。

　闇夜の中にあっても目の覚めるような蒼い髪かみは煌きらめいて、彼女の瞳は眼下の炎ほのおをそのまま映していた。敵国の砲の合間をかいくぐり、蒼そう天てんノ星『リリス』は魔ま法ほうで発生させた翼つばさで飛行しながら地上に目をやる。

　瞬間、リリスの胸中に途と方ほうも無い喪そう失しつ感と怖おぞ気けが走った。

　火の海としか形容できない光景が眼下に広がっていたのだ。

「どうなっているのですか……！　蒼ノ大隊は!?」

　リリスの後ろに光輪を足に発生させた軍服を着た女性が飛んできて報告を行う。

「奇き襲しゆうによる波状攻こう撃げきを受けています……！　これ以上は防衛線を維持できません！」

　リリスの直属にある大隊、蒼ノ大隊の指揮官、フレイ・ノストラーダの報告を耳にして絶句する。北部戦線、第七防衛線の拠きよ点てんとして利用していた街には、大隊の兵士一〇〇〇名及および、戦車、砲、魔法士小隊が数多く配備されていた。常に警けい戒かいは怠おこたらず、【星】の不在を守るだけの戦力は十分だったはずだ。

　全すべて、リリスが離はなれていた間に壊かい滅めつしていた。燃えさかる建造物と、仲間の死体。そしてそれらを無む慈じ悲ひに踏ふみならしながら前進する、鋼国武装兵と脚きやく式しき蒸気戦車。

　そして小型なれど異質さを纏まとう人型。

　環かん境きようの全てを汚お染せんする緑色の粒子、エーテルをその纏う姿は紛まぎれもなく──

「第五元素兵器……！」

　このような惨さん状じようを招くことができる存在はそれだけだ。第五元素エーテルを動力源とし、王国軍の攻撃を意に介かいさない絶対の防ぼう御ぎよと、たった一機で師団を手玉に取れるだけの圧あつ倒とう的破壊力を持つ鋼の要よう塞さい。対する王国はと言えば、自動小しよう銃じゆうや重戦車、ジェット推進機や無線通信機がギリギリ開発された程度の軍事力だ。

【星】の存在なくして太た刀ち打うちできない超ちよう兵器、それが第五元素兵器だ。

　しかしあそこまで小型のものが確かく認にんされたという報告は今まで無かった。大きさは人間の成人男性程度で、とても大陸北西部を七日で制圧した第五元素兵器には見えない。

　だが事実として、目の前には蹂じゆう躙りんされた同どう胞ほう達の亡骸が山のように積まれている。

　リリスは空中で両腕を広げ、歯を食いしばった。

【星】は唯ゆい一いつ第五元素兵器に太刀打ちできる戦力だ。人間の体内に息づく『魔力』の力を限定的にではなく全開で発揮できる唯一の存在。王国が大陸を統一するまでは、各国は【星】の所有数が力の証明になっていた。それ故ゆえに王からは寵ちよう愛あいを受け、兵からは羨せん望ぼうされ、魔法士達からは憧どう憬けいされ、民たみからは崇すう拝はいされてきた。

【星】であるならば、その全てに応こたえなければならない。

【星】の責務は王国民の矛ほことなり盾たてとなること。

　その宿命を定められた日から、人であることを捨てなければならない。

「蒼ノ大隊、近この衛え分隊は戦線から離り脱だつしてください！」

「リリス様！　しかしそれではあなたが──！」

「司令部に新たな第五元素兵器の出現を伝えてください！　ここは私が命に代えても抑おさえてみせます！」

　リリスの視界に幾何学模様のような文字列が凄すさまじい勢いで流れていく。

　それらの古代語を読み解き、体内の魔力に命令と実行を下すと、蒼あおく輝かがやく粒りゆう子しがリリスの周りに漂ただよい始めた。

　同時に空に異常が発生し、地平線から巨きよ大だいな蒼い星の幻げん影えいが昇ってくる。【星】がその力をフルに発揮した時に現れる、星ほし影かげと呼ばれる現象だった。星影は【星】の出現、周辺被ひ害がいが及ぶ可能性を知らせることだけでなく、その力の解放を意味している。

　地上に残っている蒼ノ大隊の兵士達が声を上げた。

　──【星】がきてくれた！　我らのリリス様が戻もどってこられた！

　敵鋼国兵達もまた同様に空を見上げ戦慄おののき、銃口を空へ向ける。

　──【星】だ……【星】が現れた……。

　圧倒的な技術力を持ち、鋼鉄のアーマーに包まれた鋼国の兵士であろうとも、【星】を前にすればたちまち竦すくみ上がる。人の域を超こえ、この世界に存在する魔法の概がい念ねんを統すべる【星】を相手にできるのはただ一つだ。

「全軍後退。お前達の仕事は終わった。下がれ」

　ガチャリと、重い足音が前へ出る。つなぎ目の少ない鎧よろいと、機械でできた白銀の翼。両の肘ひじから槍やりのようなものが突つき出ており、その姿はどこか古いにしえの騎き士しに似ていた。

　されど、纏まとう緑色の瘴しよう気きはこの世界にとって忌いむべき粒子だった。

　鎧を纏った男は兵士達を下がらせ、リリスを見上げながら拳を前に突き出した。

「──我が名は第五元素兵器『オフィクス』。そちらは蒼天ノ星と見たが、如い何かに」

　問われて、リリスは僅わずかに怯ひるんだ。第五元素兵器の操者が話しかけ、まして名乗りをあげたことに困こん惑わくしたのだ。

　同時に怒いかりがわき起こる。大切な仲間を奪うばっておいて、兵を下がらせて名乗るだと？

「どういうつもりですか……鋼国の傀かい儡らい人形風ふ情ぜいが、騎士の真ま似ね事ごとですか！」

「いかにもオレは騎士だ。此こ度たびの奇襲はオレとしても不本意ではあったが、とかく戦いくさとはそういうものだろう？」

　理路整然とした態度で、オフィクスと名乗る第五元素兵器の操者は突き出した拳を振ふり払はらった。

「求めるのは【星】の首だけだ。兵達を早々に退かせよ」

「……ッ！」

「抵てい抗こうすれば残らず駆く逐ちくする。雑兵は退どけ、用はない」

　こんな鋼国の人間と相対したのは初めてだった。

　リリスは【星】として戦場に出てからまだ半年しか経たっておらず、第五元素兵器との戦せん闘とう記録も無い。【星】として未熟なのは重々承知している。本来であれば、第五元素兵器の出現が確認された場合は、一いつ旦たん退いて他の【星】の増ぞう援えんを待つべきだった。
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　それだけ第五元素兵器という代しろ物ものは驚きよう異いなのだ。

　しかし、このまま自分が退いてしまえば仲間達は追撃され、多くの者が命を落とす。

【星】としての矜きよう持じを果たさなければならない。

「──星屑魔法スターダストを使用します！　急ぎ退たい避ひを！」

「リリス様、しかし！」

「時間がありません、早く！」

　星影を背にしながら、リリスは魔力を身に纏う。

　合わせられたリリスの手の中に、蒼き粒子が拡散することなく集結する。同時に、リリスの姿形も異形へと変化する。体内に宿る魔力が血管内を駆け巡めぐり、皮ひ膚ふを透とう過かして発光し始めた。背中に魔力の余波があふれ出し、木の根のような歪いびつな軌き跡せきを描えがいて翼のように広がっていく。

　星屑魔法スターダスト。森しん羅ら万ばん象しようの理ことわりを覆くつがえし、人に内在する魔力を一〇〇％発揮することで初めて実現する魔法。肉体は神々に近づき、その御み手てより放たれる魔法はあらゆる奇き跡せきを凌りよう駕がする。

【星】が【星】たる所以ゆえんは、此これにある。

「──私は蒼天ノ星、『リリス』……！　【七星】ならざれど、星天秘譚アカシツクレコードに記された逸いつ話わに不足はありません！」

「……笑しよう止し。星天秘譚アカシツクレコード？　逸話だと？　そんなお伽とぎ噺ばなしを個々の性能の基準にしているがために、貴様ら【星】は我らの侵しん略りやくを許すのだ」

　対するオフィクスは両手を広げ、胸部のコアを輝かせた。その光の尋じん常じようならざる威い圧あつ感に、リリスは戦せん慄りつした。

「エーテルの波に溺おぼれるがいい、蒼天ノ星よ」

　過集束エーテル砲。第五元素兵器のみが使用可能とする大量殺さつ戮りく兵器。この砲によって王国北方領土は焦しよう土どと化し、占せん領りようされた。エーテルのもたらすものは破壊だけでなく、汚染という形で人を蝕むしばむ。魔力により肉体の強度や耐たい性せいが向上している魔法士や【星】であれば汚染の影えい響きようを受けづらいが、普ふ通つうの人間であればエーテルが拡散しただけで汚染に耐たえられない。

　リリスの星屑魔法スターダストは、対軍に特化した魔法だ。氷結と燃ねん焼しようという特性を持った相反する魔力の渦うずが瞬しゆん時じに物質の崩ほう壊かいをもたらし、広範はん囲いに亘わたって破壊をもたらす。

　だがリリスは星屑魔法スターダストを扱あつかうのはこれが初めてだった。

　まだ蒼ノ大隊は撤てつ退たいが完かん了りようしていない。威力が強すぎれば着ちやく弾だん時の衝しよう撃げきで味方を巻き込み、弱すぎれば自分はエーテル砲に搔かき消され、拡散したエーテルで兵士達も毒をもらう。

　威力を抑えなければ。なおかつ押し負けぬように──！

「この場所は王国の盾……山さん麓ろくへの道はなんとしても守らないと……私が必ず守ってみせます！」

　込こめられた魔力が頂点に達し、リリスの星屑魔法スターダストが発動する。

「────くッ！」

《蒼き咆哮エンシエントブルー》。身体からだ中じゆうに迸ほとばしっていた魔力が蒼き流星の如ごとくオフィクスへ向けて放たれた。

　対するオフィクスがエーテル砲を放ったのはまったくの同時だった。過か剰じようなまでに濃のう縮しゆくされたエーテルは豪ごう雷らいそのものだった。

　蒼き流星と稲いな妻ずまが衝しよう突とつし、空が閃せん光こうに包まれる。

　リリスは歯を食いしばり、押し負けぬように魔力を振り絞しぼる。時間にして三秒にも満たないその攻防は、リリスにはまるで永遠のように感じられた。

　やがて光が収まり、魔力とエーテルの渦が萎い縮しゆくし、爆ばく煙えんを伴ともなう衝撃波となって周囲一帯の建造物をなぎ倒たおした。

　エーテルの拡散は無く、魔力の余波も広がらなかったことにリリスは安あん堵どした。

　しかし勝利したわけでもないのに安堵などするべきではなかった。

「守護とは、強者にのみ与あたえられた特権だ──」

　煙けむりを突き破りながら、白銀の人ひと影かげが目の前に躍おどり出た。リリスは絶句したまま、反射的に後ろへ下がろうとした。

　間に合わない。大きく右腕うでを振りかぶるオフィクスが目の前にいた。

「──身の程ほどを弁わきまえろ、弱き【星】よ」

　放たれた拳こぶしと共に、肘から突き出した渦を巻いた槍がスライドし、前ぜん腕わん部の射突機き巧こうから放たれる。

　リリスの意識が途と切ぎれたのは、身体がくの字に折れたのと同時だった。







　魔ま法ほう士と呼ばれる人間は王国にとって【星】に次ぐ戦力だ。

　肉体に宿った魔力を『魔法』へと変へん換かんできる数少ない人々の総そう称しようが魔法士である。【星】のように全開ではなく限定的ではあるが、魔力の扱い方を「理解できる」のが魔法士だ。古来この大陸で生まれた人間は、時折網もう膜まくに古代文字が浮うかび上がることがある。これは体内に宿る魔力が、魔法を扱うための実行式を人間に知らせようとしているのだと、古文書には書かれている。この実行式を読み解くことができることが魔法士と呼ばれるための第一条件だ。魔力が生み出す魔法は、人じん智ちや常識、物理法則すらも超えて様々な事象をもたらし、王国では古くより武力として用いられてきた。それは近代兵器の銃じゆうや砲ほうが出現した後も変わらない。

　ただし、【星】という絶対的な存在がある以上、魔法士と呼ばれる人々は一いつ般ぱん兵と同じく戦場の脇わき役やくに過ぎなかった。

《──ファットマンよりガルガンチュア！　応答しろ、夜逃げ部隊！》

　赤ランプ下のスピーカーから輸送機パイロットの声が響ひびいたのは、窓の外に戦火の光が見え始めた時だった。

　救援要よう請せいが出てからまだ二〇分も経っていないのに、その輸送機は第七防衛線へと向かっている最中だった。しかし編隊は組んでおらず、単機での飛行な上に、乗員はパイロット二名と他四名のみだ。

　増援と呼ぶにはあまりに人数が少なかった。

「……はぁ、今回はしんどそうだなぁ」

　軍服を着た黒くろ髪かみの青年が、輸送機の格納庫で眠ねむたげな瞳ひとみを細めて欠伸あくびをしている。

　青年はまるで週初めの朝に仕事にいかなければならないことを憂ゆう鬱うつに思っているような顔をしていた。しかしだらしない顔はともかく、身体は実戦により苦労してきたことを物語る軍人特有の筋肉の付き方をしている。

　右腕が炭のように漆黒という点以外は、軍人として特とく徴ちようの無い男だった。

　膝ひざのあたりにぶらさげていた通信機を持ち上げて耳に当てる。

「はい～、こちらガルガンチュア～。どうしました～？」

《そろそろ降下ポイント付近だが、これ以上近づけば撃うち落とされる！　予定よりも手前でお前達を降ろすぞ！》

　輸送機パイロットの声を聞いて、青年は顔をしかめた。

「さすがにそれじゃ仕事できねーでしょ……手前で降ろされたら目標にたどり着く前にやられちまう。【星】を回収し、王都へ帰き還かんするのが俺達の仕事なんだぜ？」

《こっちはあんたらと心中するつもりはねぇんだよ！　何が星ほし守もり部隊だ！　問答無用で戦場から【星】を下げられちゃ、直属大隊の連中も拠きよ点てん防衛部隊の連中も迷めい惑わくだろうさ！》

　パイロットの声は完全に怯おびえきっていた。

　熟練のパイロットであることは間ま違ちがいないが、空域が空域だ。王国と鋼国が小こ競ぜり合いしている場所を飛ぶのならここまで怯えたりはしない。この輸送機が向かっているのは、第五元素兵器が出現したという報告を受けた場所なのだ。

　そんなところへたった一機で突入するなんて、誰だれも好き好んでやりたがらない。

《【星】は王国の盾たてであり矛ほこなんだ！　戦場にいてなんぼのもんを引き下げてなんの意味があんだってんだ！　お前らも魔法士なんだったら、【星】と一いつ緒しよに戦ったらどうなんだよ！　そうすりゃ快く地上の地じ獄ごくに送り届けてやらぁ！》

　余よ裕ゆうがないこともあり、輸送機のパイロットは酷ひどくつっけんどんだった。

　青年は深くため息を吐ついた。

　彼の名は、メディックという。王立陸軍衛生部の魔法士独立派は遣けん部隊、星守部隊『ガルガンチュア』の隊長だ。格付けは五等魔法士で、魔法士としての能力は決して優ゆう秀しゆうとはいえないが、歴れつきとした一個分隊の隊長である。

　此この度たび、蒼そう天てんノ星『リリス』及および直属大隊である蒼ノ大隊が守る第七防衛線を敵に突破されたという報告が入ったため出撃と相成った。

　星守部隊の任務内容はシンプルだ。

　危機に瀕ひんしていると判断された【星】を守り、無事に王都へ帰還させることである。

　それだけを耳にすれば聞こえはいいが、本来【星】を守護する役目は直属大隊近衛分隊の魔法士達の仕事であり、星守部隊の役目はあくまで「星の生存と救出を最優先」することである。

　つまり、戦闘に勝利することが目的ではないのだ。

　そのため、前線で戦う兵士達からは酷く嫌きらわれている。輸送機パイロットが言うように、【星】を強制的に退かせてしまうからだ。たとえどれだけ優勢であろうと、どれだけ勝利まであと一歩であろうと、その戦場にとってどれだけ【星】が必要不可欠であろうとも、星守部隊は【星】を強制回収し、本国へ帰還する。

　その理り不ふ尽じんな仕事ぶりから、揶や揄ゆを込めて彼らは『夜よ逃にげ部隊』と呼ばれていた。

　メディックは顎あごに手を当てて任務について考えた。

（ウザがられるのはいつものことか……しかしこのままだと救出が間に合わねぇ）

　奇き襲しゆうの報が入ったのは二〇分前、メディックが乗る輸送機が北方司令部から出発したのは一五分前。敵は第七防衛線を突破し、直属大隊はほぼ壊かい滅めつ。下には救出目標以外の【星】はいない。

　救出目標、蒼天ノ星『リリス』の安否は不明。混こん沌とんとした状じよう況きよう下で探し当てるのは通常ならば至難の業わざだが、【星】の捜そう索さくに関してだけはメディックはスペシャリストだった。

　問題はたどり着くまでの所要時間なのだが……。

　メディックが思案していると、もの凄すごい勢いで突然横から少女が突つっ込んできた。

　それはもうほぼタックルで、メディックは輸送機の壁かべに頭を強打した。

　ブロンドの髪に、翡ひ翠すいのような瞳。白い肌はだはまるでリンゴのように赤みを帯びて、怒いかり心頭に発して頰ほおは膨ふくれていた。美しい少女ではあるが、背はかなり低く、身につけている星守部隊の軍服はぶかぶかだ。およそ戦場には似つかわしくない、これからの成長が楽しみな感じのお嬢じようさんがそこにいた。

　少女はこめかみに血管を浮き上がらせながらメディックから通信機を奪うばうと、息を大きく吸い込んで思い切り叫さけんだ。

「【星】が王国の盾なら、あんたら兵士はなんなのよッ！　つーか輸送機のパイロット風ふ情ぜいが戦場語ってんじゃないわよ！　一いつ端ぱしの運び屋なら黙だまって仕事しなさいこのチキン野や郎ろう！」

　見た目に反する荒あら々あらしい口調で、ブロンドの髪を逆立てながら、少女はぴょこんぴょこんと飛び跳はねた。メディックは少女が跳ねる度たびに頭突きをくらい、頭突きをくらった反動でまた輸送機の壁にガンガンと頭をぶつける。まるでボールのようだ。

《な、なんだてめぇは！　俺の仕事は兵や物資を送り届けることであって、地上で戦ってる連中にとって迷惑でしかないお前らみたいな夜逃げ部隊なんか──》

「逃げ腰ごしの理由をあたしらのせいにするのね、根こん性じよう無し！　対空砲が怖こわくて近づけませ～んって潔いさぎよく言ったらどうなの!?　王立空くう挺てい師団が聞いて呆あきれるわよ！」

《て、てめぇ、ガキの分際で知った風な口を……！》

　キェーと憤ふん慨がいしながらジャンプする少女にバウンドさせられていたメディックだったが、鼻血が出たところで少女の頭をがしりと両手で摑つかんだ。

　飛び跳ねられなくなった少女が、ぐぎぎぎと奥歯を嚙かみしめながら睨にらんでくる。

「あのねラビィさん……こうも毎度毎度他所よその兵士さん達といざこざしてくれると、隊長の俺もフォローのしようがないんだが……」

「なによメディック！　止めるんじゃないわよー！」

「ええい、は、跳ねるなっ！　煽あおられたからっていちいち突っかかってたらますます俺らの評判が悪くなるだけでしょーが……！」

「隊長のくせにあんだけ酷いこと言われて黙ってる方がどうかしてるわよー！」

「いてっ、いてぇよ！　顎を執しつ拗ように狙ねらうんじゃねぇ！　お前に中間管理職の何がわかる～！」

　ヤケクソ気味にキレ始めたメディックに頭を押さえつけられて、少女がムキーッと地じ団だん駄だを踏ふむ。

　彼女の名前はラビエッタ・エクセリオス。星守部隊『ガルガンチュア』の隊員で、彼女もまたメディック同様に魔法士だった。年の頃ころは一〇歳かそこらにしか見えないが、これでも歴とした王国兵であり、魔法士としての格付けは三等魔法士だ。

　格付けはメディックよりも上である。魔法士にとって格付けは一般兵でいうところの階級とは別物だが、本来格付けが低い魔法士が格付けの高い魔法士の上官になることはまずあり得ないことだった。

　星守部隊では特例としてメディックの方が地位は高い。

　……のだが、そのせいで完全に舐なめられてしまっているのは明らかだった。頭を押さえつけられてもなお、ラビィはメディックに両手を伸のばしてポカポカと身体を叩たたいてくる。

　輸送機パイロットに侮ぶ辱じよくされたことがよほど悔くやしかったのだろう。

「はいはい痛い痛い……いい加減学べよ。悔しいのはわかるけど、一いつ介かいの兵士や魔法士達には星守部隊は理解されねぇ。一般に【星】は英えい雄ゆう様だが、俺達にとっちゃ救出対象だ。世間様じゃその認にん識しき事態が『烏お滸こがましい』ってことになるんだよ」

　諭さとすようにしゃべっている間も、ラビィはポカポカとメディックを叩いている。

「国の英雄、【星】を救うための部隊なんざ、聞いただけでも失しつ笑しようモノなのさ。しかもやってることは救うっつーよりは【星】を連れて逃げるだけ。自分で言うのもなんだが、評判悪くなるのも納なつ得とくってもんだ」

　シリアスに、達観したように話すメディックだったが、ラビィは聞かずにポカポカを続けている。ポカポカ、ポカポカ。

「だがそれでも、これは俺達にしかできない、俺達だけの仕事だ。この仕事をつ──ぢゅげ！」

　──ボカッ！　メディックの腕うでをすり抜ぬけて、イイのが一発顎に炸さく裂れつした。

「イエス！」

　頭を押さえつけられながらもガッツポーズを取るラビィ。

「やーいやーいこのポンコツぅ～！　甲か斐い性しよう無し～！　唐とう変へん木ぼく～！　お前の前世～糞ふんころが───あぎ、いぎゃぎゃぎゃぎゃ！」

　メディックは跳ね上がった顎を押しとどめ、そのままラビィにアイアンクローをお見み舞まいしていた。さっきまでニヒルを気取っていたのに、今はもう小物臭しゆう漂ただよう小悪党のような顔に成り下がっていた。

「うわはははは悔しいかこのドチビが！　悔しかったらそのダックスフントの如ごとく短い前足でもう一度俺の顎をひでぶぅー！」

「うわはははは！　あたしの成・長・過程という可能性の前にひれ伏ふしなさい！　一分一秒前のあたしを今までのあたしと思わないでいただけますぅ？　オホホホホホあぎぎぎぎ頭ず蓋がい骨こつが割れ、割れるぅぅぅ！」

　一分近く似たようなやりとりを繰くり広げ、そろそろ収しゆう拾しゆうがつかなくなってきた頃、

「同じ穴の狢むじな。目くそ鼻くそ。五十歩百歩。どっこいどっこい。ドングリの背比べ」

　今まで黙って輸送機の端はしに座っていた誰かが、ぼそりと呟つぶやいた。

　飛行中の輸送機の中はそれなりにうるさいのに、不思議とよく響ひびく声だった。

　眠たそうな顔で拳けん銃じゆうのような形をした注射器の整備を行う、黒くろ髪かみの少女がいた。

　同じ穴の狢と言われ、メディックとラビィは互たがいに手を引っ込めた。そして二人して少女を睨む。清せい廉れんそうな、令嬢という言葉が似合いそうな少女だ。顔つきも大人びてはいるが少女らしさも残し、動かなければよくできた精せい巧こうな人形に見えなくもないが、顔を上げた彼女の目だけは人間のそれだった。

　睨みつけているというよりは、ジト目、というのが正しいだろう。

　彼女は人を見る時、誰であろうと常にこの目で見つめてくる。

「仲良しよね二人とも。結けつ婚こんして引退したら？　そうすれば夜よ逃にげ部隊も解体されて晴れて私は無職になれる」

　小さく首を傾かしげながら髪を梳すくその仕草には、絶ぜつ妙みような色気があった。

　彼女の名前はフローライト・ミラージュミスト。ラビィと同じく星守部隊の隊員だ。

　格付けは二等魔ま法ほう士。二人よりもさらに上である。

　結婚すればと言われて、ラビィはあからさまに顔を赤くして動どう揺ようし、メディックは眉まゆ根ねを寄せてラビィを指さした。

「いや、こいつと結婚すんのはさすがに犯罪だろ」

「真顔かよ！　動揺しろよ！　つーか誰が幼女よ！」

「そこまでは言ってねぇ」

　また言い争いが始まりそうになると、フローラがベルトを外して立ち上がり、輸送機の窓の外を見た。

「ところでこの輸送機、勝手に迂う回かいしてるよ。このままじゃ永遠に目的地にたどり着かないけど、いいの？」

「マジか。マジだ。今に始まったことじゃねーけど、嫌いやがらせここに極きわまれりだな」

　メディックもフローラに近づいて窓の外を見る。いつの間にか輸送機が目的地から逸それていた。通信機で抗こう議ぎしようとしてもスイッチが切られている。操縦席に続く窓を勢いよく叩いても、パイロットは振ふり返らずに中指を立てただけだった。

「ったく、軍人がこういうことするかね……」

「どうせ責任取らされるのは私達。私としてはこのまま帰き還かんしたいところだわ。【星】なんて個人的にはどうでもいいし」

「仕事だ。そういうわけにもいかねーよ」

　フローラがジト目を向けてくる。メディックは窓の外を見つめたままだった。

「よく言うわよ。仕事で【星】を救ったことなんか一度も無いくせに」

　フローラは呆れたように視線を外してため息を吐ついた。

　彼女はメディックとは一番古い仲だ。軍人になる前からメディックとは顔見知りで、彼が軍に入隊した後、その後を追ってきたのである。いわゆる幼おさな馴な染じみというやつだが、もちろんフローラがメディックに対して懸け想そうしているというわけではない。

　二人が今こうして星ほし守もりという仕事をしているのには理由があった。

「リリスの詳しよう細さいな居場所はまだわからないのかしら？」

　フローラが横目でメディックを見る。メディックは窓の外を眺ながめながら目を細めた。

「【星】が心から助けを求めないと察知できねぇのは、お前も知ってるだろ」

　地上は暗く、散発的に遠くから砲ほう声せいが響いている。激戦が繰り広げられているのだろうが、もしも報告通りに【星】と第五元素兵器が戦っているとすれば、この程度の戦火で済むはずがない。

「案外、もう死んでるかもね。過集束エーテル砲と星屑魔法スターダストの衝しよう突とつが確認されたのはかなり前だし、さっきから戦ってるのは王国兵と鋼国兵でしょ。魔力の飛沫しぶきが少しも見えないから魔法士もいない……たぶんリリスの直属大隊は全滅してる」

　直属大隊が全滅しているとなれば、リリスも死亡している可能性が高い、とフローラは言いたいのだろう。

「……もしそうだったとしても、遺体を確認し、回収するのも俺達の仕事だ」

　フローラはメディックの横顔をじっと見つめていたが、やがて注射器の整備を終えてホルスターに差し込んだ。

　その時、さっきから座席の横に置かれていた盛り上がった毛布が蠢うごめいた。

　そして、毛布の中から欠伸あくびをする背の高い女が、大きく伸びをしながら現れた。

「ふぁ～あ……あらあら、おはようございます、皆みなさんお揃そろいで」

　目を細めてにっこり笑い、女は眠ねむりながら抱だいていた狙そ撃げき銃を膝ひざに置いた。

　メディックは目を覚ました女に呆れ顔を向ける。

「よくこんな状じよう況きようで眠れるな、レイディ」

　名を呼ぶと、女はくすりと笑って薄うす目めを開いた。

　彼女の名は、レイディ・コナー。魔法士の格付けは特等魔法士。

　特等といっても、格付けの最上位は一等である。特等の格が与あたえられるのは、極きわめて特とく殊しゆな力を持つ魔法士だけだ。魔法士の優ゆう劣れつを表す格ではないが、彼女の持つ魔法士としての力は唯ゆい一いつ無二だった。

　メンバーの中では一番軍歴が長く、軍属となる前も少々特殊な経歴を持っている。

　星守部隊『ガルガンチュア』はここにいる四名、そして今は姿が見えないが、もう一人を入れた五名で構成されている。全員例外なく魔法士だが歳としは若い。魔法士が減少傾けい向こうにあり、戦時下にある現在の王国においては珍めずらしいことではなかった。

　魔法士として目覚めた人間は、たとえ子供であろうと国軍から即そく入隊を打だ診しんされる。子供の魔法士が戦場へ出ることはよくあることだ。

「まあ、軍人ですので眠ることに関しては場所と状況を選んだりしませんわ。ラビィさんのようにパジャマに着き替がえて専用の枕まくらが無いと眠れないからといって、戦場にまで持ってくるような愚ぐ挙きよを冒おかしたりはいたしません」

　おほほ、と笑うレイディに、ラビィはむすっとした顔でそっぽを向いた。

「この女、起き抜けでも煽ってくるわね……別にいいでしょ迷めい惑わくかけてないんだから」

「ここにも持ってきているんですか？　クマさんパンツ」

「ちょっとなんでパンツまで知ってんの!?」

「え、本当に穿はいているんですの？　わたくし、冗じよう談だんで言っただけなのですけれど。一七にもなって？」

「ち、ちがっ、謀はかったわねレイディー！」

「ただの自じ爆ばくですわ～」

　顔を真っ赤にしながら殴なぐりかかろうとするラビィを、レイディはメディックがしたのと同じように手で押しとどめた。ラビィが短い手を振り回すのを、レイディは加か虐ぎやく的な瞳ひとみで見下ろし、悦えつに浸ひたっていた。

　真ま面じ目めに任務遂すい行こうをどうするか考えていたら、また妙な空気になってきたことにメディックはうなだれる。

「この緊きん張ちよう感の無さ……いつも通りだな、ちくしょうめ」

「あら、緊張などしたところで無む駄だですよ。身構えたところで人間死ぬ時は死ぬのです。ならば今この時をリラックスして過ごすことは、精神安定によろしいと思いますわ」

「必要だろ、緊張感。土ど壇たん場ばで腑ふ抜ぬけて死んじまったら元も子もねぇし」

「あら、わたくしに対して死について語るのですか？　メディック」

　レイディはラビィの相手をしながら流し目でメディックを見た。実に含ふくみのありそうな目だったが、実際に含みしかない。メディックは早々に話を逸らすことにした。

「レイディの目で【星】を発見できないか？」

「輸送機からでは難しいですわ。魔法士や第五元素兵器の戦せん闘とうが確認できない以上は、フローラさんの言う通り死亡している可能性は極めて高い。しかし、【星】と元素兵器の衝突が確認されてから時間が経たっています。もし【星】が撤てつ退たいしている最中ならば……」

　レイディの言葉を聞いて、メディックは小さく頷うなずいた。

「……なるほど、案外このあたりにいるかもしれない、と」

「可能性として考えられるだけです。【星】が撤退、第五元素兵器が追撃を行っているのであれば、あるいはこのあたりの森の中にいるかもしれませんわ」

「しかし、第五元素兵器ってのはデカいもんだろ。図ずう体たいデカけりゃ上空からでも容易たやすく確認できそうなもんだが」

　レイディがくすりと笑って座席からメディックを見上げた。

「確かに確認はされていませんけれど、小型の第五元素兵器がいないと想定するのはいささか浅せん慮りよが過ぎるかと」

　レイディが言うと、メディックは輸送機から窓の外を見ながら目を見開いた。

「……メディック？」

　まるで時が止まってしまったかのように硬こう直ちよくしているその姿を見て、フローラは眉み間けんに皺しわを寄せた。そして、神妙な顔つきで彼の肩かたに手を置く。

「聞こえたの？」

　フローラのその問いかけに答えず、メディックは無言で輸送機の壁かべに備え付けられた降下ハッチの手動開閉レバーを押し下げた。
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　輸送機後部のハッチがゆっくりと開き、強風が流れ込んでくる。

《お、おいお前ら！　なんで勝手にハッチ開けてやがる!?》

　輸送機パイロットが機内のスピーカーからがなりつけてくるが、メディックは問答無用でハッチの前に立った。

「お望み通りここで降りてやる。礼を言うぜパイロット、どうやらあんたのチキンぶりが功を奏したらしい」

　メディックは風に煽あおられながらも肩越ごしから隊員達を見た。隊員達もメディックの纏まとう空気が変わったのを察し、緩ゆるんでいた空気を一気に引き締しめた。

「──【星】の声が聞こえた。お前達は降下準備をして、後から追いつけ」

「メディック、パラシュートと装備」

　フローラがパラシュートパックを摑つかもうとしたが、メディックはすでに外へ向かって走っていた。

「時間がねぇ。先に行く」

　そしてそのまま、一〇〇〇メートル上空から勢いよく飛び出した。

　慌あわてているのはパイロットだけだ。ラビィとレイディは呆あきれ顔で装備とパラシュートを背負っており、フローラは髪かみを手で押さえながら苛いら立だちに眉まゆを顰ひそめていた。

「……あの馬ば鹿か、また……」

　そして彼女もメディックに続いてパラシュート無しで輸送機から飛び降りるのだった。







　蒼そう天てんノ星『リリス』の意識を覚かく醒せいさせたのは痛みと揺ゆれだった。

　痛みの根源は自分の右胸だ。

　戦闘中に敵の接近を許し、胸を貫つらぬかれたことを思い出す。

（……私、負けてしまったのですね）

　さきほどから感じている揺れは、誰だれかに背負われているからだ。

　自分を背負っているのは部下の魔法士で、リリスが最も信しん頼らいを置いている大隊長のフレイだった。

「リリス様……お目覚めになりましたか」

　安あん堵どしたフレイの声に、リリスは痛みに耐たえながら周囲を見回した。

　ここは第七防衛線よりも手前、鬱うつ蒼そうと広がる森の中だ。

「現在、司令部へ急行中です。申し訳ありません、リリス様抜きで戦闘を続行することは不可能と判断し、勝手ながら撤退を決断致いたしました」

「皆さんは……蒼ノ大隊は……どうなりました？」

　リリスが問うと、フレイは魔ま法ほうにより強化した肉体で森の中を疾しつ走そうしながら、優やさしい声で答えた。

「大だい丈じよう夫ぶです。生き残った兵は皆逃にげました」

「近この衛え分隊は……カターシャ……ドロレス……」

「はい、あなたが戦ってくれたおかげで、みんな無事です」

　胸の奥が締め付けられる。付き合いの長いフレイが気を遣つかってくれていることをリリスは見抜いていた。恐おそらく、もう蒼ノ大隊は生き残ってはいないだろう。

　彼らが何をしたのかなどわかりきっている。リリスを守るために第五元素兵器に立ち向かったのだ。隊長であるフレイにリリスを託たくし、時間を稼かせぐために散っていったのだろう。

　近衛分隊のカターシャも、ドロレスも、自分を慕したってくれた大隊の皆も、全部……。

「……っ……」

　第五元素兵器に対して手も足も出せず、仲間を全員失ってしまったという事実に胸が押しつぶされそうになる。戦闘経験が無いといっても、【星】であるならば互ご角かく以上に戦えなければならなかった。あの場での最適解は、近きん隣りんの基地から【星】の増ぞう援えんがくるまでの間戦闘を続行し、犠ぎ牲せいを払はらってでも敵の足止めをすることだった。

　それはリリスもわかっていた。防衛線を突破されるというのは最悪の結末だ。部下達を第五元素兵器との戦闘で失いたくないがために、単身での戦闘に踏ふみ切ってしまった。あまつさえ星屑魔法スターダストの威い力りよくを抑おさえ、敗北した。

『守護とは、強者にのみ与えられた特権だ』

　第五元素兵器『オフィクス』の言葉が脳のう裏りを過よぎる。奴やつの言う通りだった。自分には仲間を守れるだけの力がないのに、どっちつかずの判断で最悪の結末を招いてしまった。

「フレイ、敵は……」

「宣言通り我々のみを標的とし、現在追つい跡せきされています」

　フレイの足は森の中であってもかなりのスピードだが、リリスを背負った状態ではすぐに追いつかれてしまう。

　リリスはフレイの肩を摑んだ。

「戦います……降ろしてください。あなたは逃げてください」

　フレイが足を止める。その後、彼女は五秒ほど逡しゆん巡じゆんした。

　しかしやがてフレイはリリスを背から下ろし、その肩を抱くように自分の方へ引き寄せた。フレイの胸に顔を埋うずめる形になり、リリスは彼女を見上げた。

「……フレイ？」

「逃げるのはあなたです、リリス様。直属大隊は、あなたを守るために在るのですから」

　いつも優しい笑え顔がおが特とく徴ちよう的だったフレイの顔は、かつてないほど真しん剣けんそのものだった。その表情と言葉に、リリスは瞳を揺らして下した唇くちびるを嚙かんだ。

「私は【星】です。王国民を守るのが、私の役目です！　それ以上は私への侮ぶ辱じよく──」

「──だからこそ、あなたは生き残らなければならない！」

　フレイの気き迫はくにリリスは怯ひるんだ。

　彼女の鬼き気き迫せまる表情にリリスは押し黙だまる。フレイが手を放し、リリスの横を通り過ぎていく。今まで進んでいた方向と反対へ歩いて行く。

「フレイ！」

　リリスが振ふり返ると、フレイの進む先にソレはいた。

　傾けい斜しやになった森の稜りよう線せんに、小さくではあるが影かげが立っている。

　機械でできた身体からだに、機械でできた翼つばさ。両腕うでに生えた杭くいには二名の遺体が突つき刺ささっている。

　遺体は蒼ノ大隊近衛分隊、二等魔法士であるカターシャとドロレスだった。

　一番歳としの近かった二人の遺体を見て、怒いかりや恐きよう怖ふよりも喪そう失しつ感だけが胸にあふれ出す。

　赤く光る双そう眸ぼうがこちらを見ている。無機質でいて殺意に満ちたその姿は、まるで終末の天使のようだった。

「抵てい抗こうを受けた以上、応戦するのは致し方なし。不本意だが、処分させてもらった」

　杭が蒸気を上げてスライドし、熱を発して赤く輝かがやきながら肘ひじに戻もどる。突き刺さっていた遺体がどしゃりと落ちて転がった。

　徐じよ々じよにリリスに怒りがわき起こる。仇かたきを取らなければならない。部下に命を懸かけて守ってもらって、このまま逃げるわけには──！

「──行きなさい、リリス！　生き残り、【星】の物語を紡つむぎ続けなさい……！　それが蒼天ノ星、『リリス』の使命なのですから！」

　瞬しゆん間かん、リリスの身体は勢いよく吹ふき飛ばされた。《強制後退ノツクバツク》の魔法により、リリスはフレイから五〇メートル近く引き離はなされた。樹木に身体をぶつけながら無様に地面を転がり、辛かろうじて身体を起こしてフレイの方を見る。

　フレイは背を向けたまま、両手に魔力を纏わせている。

　木々の向こうで、第五元素兵器が小首を傾かしげたのが見えた。

「王国の人間の価値観は不可解だ。何な故ぜ弱者が強者を守るのか……理解できん」

　フレイは第五元素兵器を殺意を込こめて睨にらんだ。

「蒼ノ大隊、近衛分隊隊長……フレイ・ノストラーダ。鉄くずが、【星】の盾たてである我らを舐なめるな……！」

　第五元素兵器は板状の物質が連結してできた翼を分ぶん離りさせ、空中に浮ふ遊ゆうさせた。

「児じ戯ぎに興じるつもりはない。俺の獲え物ものは【星】だけだ」

　浮遊した物体は液体のようにうねると槍やりのような鋭するどい物質に変形した。

　槍の切っ先が、一いつ斉せいにリリスのいる方へ向く。

　追つい尾び型の兵器だ。逃げなければやられてしまう。

「走ってリリス！　生きなさい……！」

　フレイが背をむけたまま叫さけぶ。フレイの背筋が大きく脈動し、両手にため込まれた魔力が剣のような形に変化する。

　彼女の背中を見て、リリスは──

「……っ！」

　リリスは勢いよく立ち上がり、残された力を振り絞しぼって地を蹴けった。

　フレイがいる方向とは逆方向へ。

　生きるために、リリスは逃げた。







　星明かりすら届かない闇やみの中を駆かけ抜ぬけながら、リリスは今にも泣き出しそうなのを必死に堪こらえていた。

　何も救えなかった。誰も守れなかった。守るべき人々に守られて、守る側であるはずの自分が惨みじめに逃げていることが、どうしようもなく情けなかった。

　リリスが【星】となったのは今から三年前。まだ彼女は一二歳だった。

【星】は体内の魔力が覚醒し、ある日突とつ然ぜん通常の魔法士では考えられないほどの力を扱あつかえるようになる。軍人であろうが平民であろうが、大人であろうが子供であろうが関係ない。ただの人間だった少女は、まるで実感が無いまま王国に迎むかえられ、期待され、国の礎いしずえになるために【星】となった。

　リリスは、ある日突然に国の行く末を担になう兵器となったのだ。

「……みんな……っ」

　どれだけ耐えようが、リリスの瞳ひとみからは涙なみだが溢あふれてしまう。

　直属大隊の仲間達はリリスにとっては家族も同然だった。若すぎる彼女に親しみを抱いだき、皆みなが我が子のように彼女を守り、可愛かわいがってくれていた。この半年間、第七防衛線を維い持じできたのは彼らのおかげだった。

　リリスは足を止め、膝ひざをついてうなだれながら両手で顔を覆おおう。

「……フレイを……誰か……助けて」

　誰ともなしに小さく呟つぶやく。

　助けてなどという言葉を口にしたのは生まれて初めてのことだった。【星】になる前も、【星】になった後も、この言葉だけは言うまいと心に決めて生きてきた。

　フレイは自分に残された最後の仲間であり家族だ。リリスにとって母親のような存在だった。失いたくないという想おもいだけが胸に木霊こだまして、悲鳴を上げて泣き出しそうになる。

「……たす……け……！」

　けれどリリスは言葉を飲み込み、首を強く横に振った。

「私はいったい……何のために……！」

　誰一人守れなかった弱すぎる自分自身に、何のために【星】に選ばれたのかを問う。

　遠くから巨きよ木ぼくが倒たおれるような轟ごう音おんが近づいてくる。第五元素兵器が射出した追尾槍が森の木々をなぎ倒しながら真っ直すぐにリリスの方へ向かっているのだ。

　その音を聞いて、リリスはふらつきながらも立ち上がった。

「戦わなくちゃ……守らなくちゃ……」

　命を懸けて守ってもらったのだから、自分も命を懸けなければならない。

　これ以上逃げたところで何にもならない。

　せめて、命を賭として特とつ攻こうを──！

　第五元素兵器との戦いのおかげで魔力はもう残りわずか。少しでも本気で動けば出血多量で死ぬのは間ま違ちがいない。

　だがそれでも、フレイを守りに戻るべきだ。

　振り返り、左手を前に出す。高速で迫り来る数十本の槍をなぎ払うべく、リリスは最後の力を振り絞ろうとした。

　その時だった。

　突然槍の進行方向に魔力で構築された《防御壁シールド》が出現した。

　リリスの魔法ではない。《防御壁シールド》は全すべての槍の進行方向に幾いく十も折り重なって出現し、槍の威力に砕くだかれながらも威力を殺した。

　だが、この程度では第五元素兵器の扱う兵器には通用しない。

《防御壁シールド》が全て砕かれ、リリスへ四方から槍が襲おそいかかる。

　次の瞬間、

「え？」

　──大地を砕き、男が空から降ってきた。




　　　　※　※　※




　リリスの目の前に着地したメディックは、着地と同時に勢いよく漆しつ黒こくの右腕を振りかぶった。

　四方から襲い来る槍を叩たたき落とすように、漆黒の右腕を振り払う。

　刹せつ那な、肉を突き刺すような不快な音だけは響ひびいたが、槍は一本も右腕には刺さらず、右腕に砕かれて消えていった。

　メディックは腕を下げて周囲を見回してから、背後で呆ぼう然ぜんとしているリリスを他所よそに膝をつき、静かに左手で右腕を押さえた。

　よく見るとプルプルと震ふるえている。

　傍はたからみるとその姿は、右腕が痛くてうずくまっているようだった。

「……あ、あなたは……」

　突然空から降ってきて、突然敵の攻こう撃げきを防いで目の前でうずくまっている男に驚おどろきながら、リリスはメディックの肩かたに触ふれようとした。

　が、メディックは左手を後ろへ突き出して、リリスに待てと合図した。

「しーっ……ちょっと待て……もちょい……もうちょい待ってね」

「……？」

「お、おにーさんもね、か、かっこよく決めたかったし、助けてやった君に格好つけてやりたいところなんだけど……想定してたよりもわりとしゃれにならない痛さでね？　今、一いつ生しよう懸けん命めい痛みに堪たえ忍しのんでいるところなんだわ」

「…………」

「だからステイ……具体的には、あと五秒ステイ」

　戸と惑まどうリリスは、律りち儀ぎにしっかり五秒間待った。

　するとメディックはふぅぅぅぅぅと深く息を吐はいて立ち上がった。

　そして、腰こしに手を当てて仁に王おう立ちしながら、涙の跡あとがくっきりとついちゃっている顔でドヤ顔を炸さく裂れつさせた。

「君が蒼そう天てんノ星『リリス』だな？──助けにきたぜ、お星様」

　まるで決め台詞ぜりふだと言わんばかりに格好つけているが、顔が完全に泣きはらした子供のようで、リリスはますます困こん惑わくしていた。

「……誰だれ、ですか？」

「……？　君は……」

　格好つけたメディックも、リリスの姿を見て驚いていた。

　年とし端はもいかない少女だということに驚いたというよりは、まるで出会えるはずのない知人と久方ぶりに出会ってしまったかのような複雑な表情をしている。

　だが、メディックはすぐに首を横に振ふって頭を搔かいた。

「……悪い、人違いだ。知人に少し似ていてな」

「？？？」

　メディックは気を取り直し、リリスが走ってきた方向を一度だけ見た。

　遠くで第五元素兵器とフレイが戦せん闘とうをしている爆ばく音おんが響いている。

「音を聞いた感じ、部下を囮おとりにして君は逃にげてる最中だな？」

　そう問われ、リリスは肩を震わせた。そんな風に言われたことはショックなのに、事実としてそうなってしまっているため反論できない、というような顔だ。

　しかしメディックは、そんなリリスにニカッと笑い、頭をくしゃくしゃと撫なで回した。

「よーしよしよし！　英断だ！　若いって聞いてたけど、君やるじゃん！　でかした！　いいよいいよ、おにーさんそういう子大好き！」

　まるで親しん戚せきの子供にするみたいに撫でられて、リリスは困惑の極地に立たされていた。

　直属大隊の兵士達もリリスには気安かったが、初対面でここまであけすけに馴なれ馴れしい男は初めてだった。

「ぶ、無礼な！　私を【星】と知りながら……！　どこの部隊の者ですか!?」

「王立陸軍衛生部星ほし守もり部隊『ガルガンチュア』、隊長のメディックだ。君を助けにきた」

「……ほ、星守……？」

　星守部隊について、リリスは前に聞いたことがあった。

　直属大隊や近この衛え分隊とは違ちがう独立派は遣けん部隊であり、【星】を守ることに特化した特とく殊しゆ部隊だと聞いている。無論、夜逃げ部隊と揶や揄ゆされていることもリリスは知っていた。

　星守が派遣されてくる理由は様々だ。星の危機以外にも、王都でパレードが開かれるため星に参加してほしいからだとか、【星】の親族が危き篤とくだからとか、王族の誰かが某なにがしの【星】のファンだから会いにこさせてほしいとか、上層部の勝手な判断で休養が必要と判断されたからだとか、言うなれば平和ボケして前線の状じよう況きようをまるでわかっていないお偉えら方がたの無茶な要求を強制的に完かん遂すいさせるための部隊である。

　星守部隊がここにいるということは、軍から撤てつ退たいせよという命令が下されたということになる。星守に手厚く守られながら、自分だけ安全な場所へ避ひ難なんしろということだ。

【星】が兵を置いて安置へ逃げるわけにはいかなかった。

「私は逃げません……フレイを助けに戻もどります……！」

「？　大隊の生き残りがいるのか？」

「はい……彼女を見捨てるわけには……！」

　真しん剣けんな表情で見上げてくるリリスに、メディックは真顔になった。

　すぐに苦く笑しようを浮うかべて頰ほおを指で搔く。

「残念だが諦あきらめな。君の仲間はもう死んでる」

　あっけらかんと慈じ悲ひの欠片かけらも無いことをメディックが言う。リリスは眉み間けんに皺しわをよせてくってかかろうとした。

「この音が聞こえないのですか!?　今も彼女は戦っています！　急いで戻れば、彼女だけでも救えるはずです！」

「いや、死んでるよ。今から急いだって間に合いやしねぇ」

「っ！　そんなの、あなたなんかにどうしてわかるというのですか！　だいいちあなた方は──」

　反論しようとした時、メディックが眼前に顔を寄せた。長く伸のびた前まえ髪がみの間から、メディックが感情が削そぎ落とされたような瞳で見つめてくる。

「俺達の仕事は【星】を守ることだ。その他は二の次なんだよ」

「……っ」

「今回の任務は第五元素兵器に敗北した【星】、つまりお前を王都に生きて帰き還かんさせることだ」

　リリスの表情が強こわ張ばる。メディックが目を細めた時、戦闘音が止やんだ。

　森に静せい寂じやくがやってきて、リリスは絶句した。

　音が止んだということは、今この瞬しゆん間かんに、フレイが──

「言ったろ、間に合わないって」

「あ……あぁ……っ」

「今すべきことは、仲間の死を無む駄だにしないために生き延びることだ」

　瞳ひとみからポロポロと涙なみだを流しながら、リリスがメディックに縋すがり付くように服を摑つかんでくる。メディックは酷ひどく冷たい目でリリスを見下ろしながら、淡たん々たんと答える。

「──お前を守るためにリスクは冒おかせねぇ」

　あふれ出ていた涙が止まり、一筋だけリリスの頰を流れた。

　メディックはまだ辛かろうじて【星】としての気き丈じようさを保っていたリリスの心が潰つぶれたのを感じた。それでも彼の心は動かない。こんなことで罪悪感を抱いだいてしまう程度の覚かく悟ごで星守部隊を率いているわけではなかった。

　ここで戦意を削がなければリリスは敵へ特攻を仕し掛かけるだろう。

　それは避さけなければならない事態だ。

　メディックは視線を外して、彼女の背後に忍び寄らせていた部下に頷うなずいてみせた。

「っ!?」

　リリスの首に銃じゆう口こうのようなものが押し当てられて、空気が抜ぬけるような音が響く。リリスは絶句したままメディックの顔を見つめて、そのまま気を失った。倒たおれそうになるリリスを支えながら、メディックは彼女の背後にいるフローラに親指を立てた。

「さすが、【星】すらも昏こん睡すいさせる麻ま酔すい兵だな」

「褒ほめたって独断専行したクソバカヤロウを許すつもりないから」

「…………え～」

「右腕まで使って……痛いくせに、バカなの？」

　フローラは不ふ機き嫌げんそうにメディックを見つめながら、ホルスターから新しい拳けん銃じゆう型の注射器を取り出して放ほうり投げた。注射器をキャッチして、自分の首元に打ち込む。

「間かん一いつ髪ぱつだったんだからしょうがねぇだろ。それにお前が来てくれることを……俺、信じてたからよ」

「キモい」

「キモい!?」

「似合わないことしないで」

「似合わないって独断専行がか？　自分で言うのもなんだが、いつものことだろ？」

　スッスッス──バキッ！

「無言で近づいて殴なぐるのやめようぜ!?」

「寝ねてるのかと思って」

「自分だってパラシュート無しでおっかけてきたじゃねーか！」

「何か文句でもあるわけ？　私がこなかったらどうやってこの子を止めたのかしら？」

　痛いところを突つかれてメディックは唸うなった。フローラはジト目で彼を睨にらんでから、しゃがみ込んでリリスの状態をチェックする。

「似合わないって言ったのは【星】への物言いよ。いくら私の接近が気づかれないようにこの子を動どう揺ようさせるためとはいえ、冷れい酷こく非道の職業軍人ぶるのもいい加減にしなさい。超ちよう似合わないから」

「何を言うんだいフローラさん。俺は元々クール＆クレバーですよ」

　ふぅやれやれと両手を上げて首を横に振る。

　フローラは無表情のまま、ハンと鼻で笑った。

「何言ってるの。メディックはその子に似て感情的でしょう」

　フローラがリリスを肩に担かついで背を向ける。

　メディックは頰の肉をわずかに引きつらせた。

「う、うるせーやい。もういいから状況報告！」

「アーサリーが街かい道どうに車を用意して待機中。ラビィとレイディもとっくに逃げる準備ができているわ」

「おお、さすが夜逃げ部隊！　逃げ腰ごしだけは様になってるな！」

「自じ虐ぎやくはいいから、行くよ」

　フローラがリリスを担いだまま地を蹴けり、勢いよく跳ちよう躍やくする。さらに森の木々を足場にして蹴ることで、まるでピンボールのように森の中を疾しつ走そうした。

　メディックはフローラが飛んでいった方とは逆に、後ろを見た。暗い木々の間に赤い双そう眸ぼうが光っている。槍やりを空中に展開させるその姿を見て、メディックは鋭するどく目を細める。

「小型化か……厄やつ介かいの極きわみだな」

　敵がこちらを認にん識しきしているのを確信しながら、スモークグレネードを三つばらまいてその場から退避した。







　一気に森を駆かけ抜けたメディックは、肩かた越ごしから迫せまり来る第五元素兵器を睨んだ。

　敵は木々をなぎ倒しながら真っ直すぐに追いかけてきていた。森の出口まで差し掛かり、メディックは木の枝にジャンプして一気に距きよ離りを開こうと試みる。

「くそ、小型のくせにずいぶんとマッチョなようで……！」

　悪態を吐つきながら滑すべるように平原の地面に着地。

　目の前には輸送のために整備された旧街道が横に延びており、この道を辿たどっていけば北方司令部へとたどり着くが、このままだと金魚の糞ふんのように第五元素兵器を連れて戻ることになりそうだった。

　丁度そこへ、急ブレーキをかけながら目の前に輸送車両が滑り込んできた。

　衝しよう突とつする寸前に止まった車の窓から、ぬっと毛むくじゃらの顔が出てくる。

　毛むくじゃら、というか顔面が縮れた葉で覆おおわれている人間だ。迷めい彩さいのためのギリースーツに身体からだを包んでいるのだ。

「乗れ、メディック」

　運転席のギリースーツ野や郎ろうが手招きをする。彼は星守部隊の一人であるアーサリー・マスケトン。部隊では『工兵』を担当しており、いつでもどこでもギリースーツを着込んでいる変人だった。車の荷台にはすでにフローラと気絶したリリスが乗っており、ラビィが治ち癒ゆ魔ま法ほうで応急処置をしている最中だった。

　メディックは荷台に飛び乗り、運転席の窓を叩たたく。

「ゴーゴーゴー！　もうすぐそこまで迫ってる！　逃にげろ逃げろ逃げろ！」

「即そく席せきで作った車両だ。馬力と速度は期待するな。魔法士なら正直走った方が速い」

「なんでもいいから行け行け！」

　アーサリーがギアをチェンジし、アクセルを踏ふみ込むと勢いよくタイヤが回転して急発進した。風を切りながら、車は旧街道を走る。

「アーサリー、北方司令部の迎げい撃げき準備はどうなってるって!?」

「戦車隊と砲ほう隊たいは配置完かん了りようとの報は受けた。兵力は十分だが、【星】がいないそうだ」

「そうか、よし──いやよくねーな!?　なんで本部に【星】がいねーんだよ!?」

「知らん。恐おそらく【星】が留守になるから第七防衛線担当のリリスを本部へ下がらせたのだろう。その間に第七防衛線を攻せめられてこの有様なのだ」

「相変わらず上の連中は本末転てん倒とうな指示を出しやがる……！　つーかこのまま逃げたら本部壊かい滅めつ必至じゃねぇか！」

「そうなるな」

「俺らはどこに逃げればいいんだぁ!?」

　ヤケクソになりながら頭をかきむしるメディックを見て、荷台の端はしで水すい筒とうの水を飲んでいたフローラが肩かたを竦すくめる。

「どうする？　この子、起こそうか？」

「冗じよう談だん……！　この子はとても戦える状況じゃないっての……！」

　治ち癒ゆ魔法をリリスに施ほどこしていたラビィが口を挟はさむ。額には汗あせが浮かび、空中にメディカルチェックのための《損傷ダメージ分析スキヤニング》と呼ばれる、半はん透とう明めいのプレート状の魔法が浮ふ遊ゆうしていた。治癒を施すだけでは十分ではないらしく、精密な施せ術じゆつ魔法を行っているらしい。

「細さい胞ぼうの結合が強制的に分離されちゃってる。ほんっと、エーテル兵器は治癒兵泣かせにもほどがあるわよ。こんちくしょう、見た目より重じゆう症しようよ！」

　負傷した【星】の治癒は普ふ通つうの人間や魔法士と違ちがって非常に難しい。体内の魔力により細胞の構造が強きよう靭じんに作り替かえられているため、頑がん丈じような分治すことが困難なのだ。

　メディックは横目でリリスの顔色を見た。

　幼い顔が苦痛に歪ゆがみ、うわごとのように「お父さん、お母さん……」と呟つぶやいている。

　その姿はやはりかつて守ろうとした人に似ていて、メディックは奥歯を嚙かみしめた。

「元よりその子に戦わせるつもりはねぇよ……レイディ！」

　荷台の一番後ろへ行き、狙そ撃げき銃を抱だいて座っているレイディのそばにいく。

　レイディはにっこりと微笑ほほえんだ。

「なんでございましょ？」

「お前の狙撃で車を守れるか？」

「善処いたしますが、わたくしの狙撃では第五元素兵器はとても仕留められませんわ」

「倒せとは言ってねぇ。敵を挑ちよう発はつしろ」

「挑発……はて？」

「適当におちょくって敵に大おお技わざを使用させろ。あとは俺がやる」

　言って、メディックは立ち上がると右肩の服をつかんで一気に破いた。

　闇やみに溶とけそうなほどの漆しつ黒こくをした右みぎ腕うでが露あらわになる。

「メディック」

　今まで涼すずしい顔をしていたフローラが眉み間けんに皺しわを寄せてメディックを見上げる。

　メディックはフローラに背を向けたまま、丁度森を抜けてきたオフィクスの姿を確認した。翼つばさを広げて飛行しながら急接近してくる敵を睨む。

　そして静かに口元に笑みを浮うかべた。

「フローラ、とびきり強きよう烈れつな麻酔を用意してくれ。痛いの嫌きらいなんだよ。だから頼たのむわ」

「……言われなくても、そんなの知ってるから」

　フローラは聞こえないほど小さな声でつぶやいて、不機嫌そうにそっぽを向いた。

　レイディが銃じゆう身しんを持ち上げて、メディックの前で銃を構える。

「挑発ですか。守るのは苦手ですけれど……そういうのはわたくし大好きでしてよ」

　レイディの瞳ひとみが不気味に弧こを描えがく。第五元素兵器は機械でできた翼を一部分離させて、再び槍状に変化させて射出した。

　無む秩ちつ序じよな軌き道どうを描きながら、槍が馬の嘶いななきのような音を立てて迫ってくる。

　そのすべてを、

「あらあら……まぁまぁ……！」

　──信じられないほど正確に、信じられないほどのスピードで装そう弾だんを行いながら、レイディは狙撃ですべて撃うち落とした。

　第五元素兵器がほんのわずかに動揺する。

　その瞬しゆん間かん────バゴンッ！

　第五元素兵器の顔面に、レイディは続けて弾丸をお見み舞まいした。

「いかがです？　超過密弾頭は重いでしょう？」

　直撃の反動で大きくのけ反り、速度が落ちた敵をレイディはあざ笑う。

　敵が飛行姿勢を立て直し、再び槍を展開する。

「纏まとう鎧よろいが強靭だろうと、操縦は所しよ詮せん人間──さあ、さあさあさあ怒いかりなさいなッ！」

　しかしそれを上回るスピードでレイディはすべて槍を撃ち落としていく。さらには適度に敵の身体に弾たまを直撃させることで怒りを煽あおっていく。レイディが撃つ度たびに、わけあって車の重量が減ってスピードが上がっていく。

「お前どんだけ重かったんだよ！」

「レディに対してそれは失礼ではなくて？　そろそろきますわよ、メディック」

　メディックの怒ど鳴なり声に返すとレイディが射撃を止やめて銃を引く。

「煽り耐たい性せい、無さすぎですわ～ん♪」

　彼女がそう言って快感に身を捩よじらせた瞬間、第五元素兵器が空中で停止して右腕を突き出した。瞬間、胸部のコアにエネルギーが収束し始めた。周囲一帯の空気が振しん動どうし、気候すらも変化するほどのパワーが集まっていく。

　過集束エーテル砲だ。

　メディックはレイディと入れ替わるように前に出た。

「いいぜ、それだ」

　右腕を勢いよく前方へ向け、拳こぶしを開く。

　そして、

「魔力展開、形状《膜まく》──蓄ちく積せき許容限界開放──」

　その言こと霊だまに応じるように、メディックの漆黒の右腕の形が変化した。まるで黒いヴェールのように薄うすく伸のび広がり、輸送車の前面を覆った。

「形状固定──倍率等倍、痛覚軽減解除──」

　車両を覆う膜の表面、つまりメディックの右腕の表面に血管のような青白い模様が浮かび上がる。

　メディックは右腕を固定したまま、歯を食いしばり第五元素兵器を睨にらんだ。

　第五元素兵器もまた、メディックを赤き双眸で睨みつけている。

　二人の視線が重なった瞬間、過集束エーテル砲は放たれた。

　落らく雷らいを幾いく十にも重ねたような轟ごう音おん。凝ぎよう縮しゆくされた破壊の粒りゆう子しは、空間を歪ませながらメディックの展開する右腕に着弾した。

　夥おびただしいエーテル粒子が拡散し、周囲一帯を壊滅させる。

　そんな破滅の中を、メディックと彼を乗せた車両はいまだ存在していた。

「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■！」

　獣けものの悲鳴のような咆ほう哮こうを上げて、メディックはエーテル砲を防いでいた。

　彼は魔法士としては三流だ。体内魔力量も少なく、リリスを助けた時の《防御壁シールド》は防ぼう御ぎよ兵の基本魔法であるにもかかわらず、彼の魔力は実のところあれだけでほとんど枯こ渇かつしてしまうほどだった。

　彼を特異たらしめているのは、この右腕だ。

「──あああああああクッッッソが！　どちくしょうクソ痛ぇ！　上等だバカヤロウ今からてめぇの顔面に俺がくらったもん全部倍返しにしてぶち込んでやるから覚かく悟ごしやがれ！」

　こめかみの血管が破は裂れつし、身体からだ中じゆうから血を噴ふき出させ、嚙み締しめた奥歯を粉ふん砕さいさせながら、メディックは嘲あざけるように笑う。

　何な故ぜならばこの右腕がある限り、防ぐことにのみに関して──

「ハァーッハッハッハッハッ！　鉄てつ屑くずになっちまいなアァァァァ──！」

　──彼の右に出る者はいないからだ。




　麻ま酔すいにより意識を朦もう朧ろうとさせながら、それでもリリスは確かに見ていた。

　自分を守るように前に立ち、黒き右腕で破滅を防ぎ切り、第五元素兵器へ向かって拳を振ふり上げながら跳ちよう躍やくする、彼の姿を。
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第二章　汝なんじ死にたもうことなかれ






　王国の首都たる王都は大陸南東に存在し、海と山に囲まれた煌きらびやかな都市だ。

　貧ひん富ぷの差こそあれ、大陸統一後の王国の経済はそれなりに安定していた。鋼国の侵しん略りやくが始まった今でも、戦地から遠く離はなれた王都の栄えは揺ゆるぎようがなかった。

　今鋼国が占せん領りようしている大陸北西部は王国の支配に反発する反乱軍が多く潜せん伏ぷくしていた土地であり、元から内戦が起こっていた。元々仮の支配圏けんでしかなかった場所が鋼国に占領されただけであり、山脈という盾たてがあるため国内では戦せん闘とうが起こることはまずあり得ない。

　つまり、王国内は表面上はとても平和だった。

　二日後に星せい譚たん祭が控ひかえている王都では、街の飾かざり付けやら出店の準備やらで賑にぎわっている。星譚祭は三ヶ月に一度行われるのだが、特に何かの祝いというわけでもなく、ただの国民への平和アピールだった。

「よくもまあ、毎回飽あきもせずにやるもんだよなぁ」

　病室の椅い子すに座り、街の活気を窓から眺ながめながらメディックはため息と共にぼやいた。

　リリスを戦線離り脱だつをさせた後、星ほし守もり部隊は北方司令部からそのまま輸送機に乗って王都に帰き還かんしていた。

　今いる場所は王立軍病院の一室だ。敵第五元素兵器の撤てつ退たい後、王国軍は防衛線を下げ、占領された陣じん地ちの奪だつ還かんの機を覗うかがっている。依い然ぜんとして緊きん張ちよう状態にあるが、ひとまず敵に容易たやすく攻せめ込まれるようなことは避さけられている。

　もしあの時第五元素兵器の侵しん攻こうが本部にまで及およんでいた場合、司令部と山さん麓ろく全体を占領された可能性もあるため、ある意味メディック達は王国を救ったと言ってもよかった。

　……のだが、彼らは褒ほう賞しようなどこれっぽっちも期待していなかった。

　そもそも、メディック達星守部隊に軍ぐん曹そうだの少しよう尉いだのという階級は存在しない。魔ま法ほう士の格は扱あつかえる魔法の性能で決まるものであり、階級とは別物で功績には左右されないのだ。星守部隊の存在はあくまで特とく殊しゆ部隊。昇しよう進しんなど見み込こめないのである。

「アピールしたいんでしょ。ようはプロパガンダの一いつ環かん。王国は優勢だ～、王国が鋼国を打だ倒とうする日も近い～、とかそういうノリで」

　ベッドの脇わきでラビィが眉まゆをひそめながらリンゴの皮を剝むいている。残念ながら不器用なのかほとんど芯しんだけになってしまっていた。

　レイディがナイフとリンゴをラビィから奪うばい取り、慣れた手つきで剝いていく。

「さすがに辟へき易えきしてしまいますわね。パレードで流れる国歌はもう聞き飽きましたし……この際ですし、わたくしの祖国である帝てい国こくの行進曲でも流してくれたらいいですのに」

「いや、滅ほろぼした国の軍歌なんか流したら誤解されるでしょ……ただでさえあんたの祖国は物ぶつ騒そうだったし、反乱軍が放送局を乗っ取ったのかと思われて国民が動どう揺ようするわ」

「あら、でもいい曲なんですのよ？　戦場に行ってしまった恋こい人びとに思いを馳はせる少女の歌で～、タイトルはなんだったかしら……ヘアバンド？」

「覚えてないのかよっ、愛国者が聞いて呆あきれるわね！」

「愛国者を自じ称しようした覚えはありません。わたくしは聖職者です。元ですけれど」

　この二人はメディックから見ても仲が良いのか悪いのかよくわからなかった。悪態を吐つき合っているのに険悪とは違ちがう独特の空気があった。

　メディックが欠伸あくびをすると、ドアを開けてフローラがやってくる。フローラはいつも通りの不ふ機き嫌げんそうな顔で病室を見回すと、最後にメディックを見た。

「……もういいの？　目が覚めてまだ半日でしょう。安静にしてなさい」

　大だい丈じよう夫ぶ、とメディックが言う前に近づいてきて、フローラは彼の顔を両手で包むように引き寄せた。首を引っ張られるような形になり、椅子から半立ちになりながらメディックは「痛い痛い」と喚わめく。

「瞳どう孔こうは問題無し、血行良し。麻酔も抜ぬけてる。破裂した血管も大丈夫よね、ラビィ？」

　ラビィが肩かたを竦すくめて「当然でしょ」と返す。フローラはメディックから手を離した。

「いてて……お前はいつもいつも心配しすぎなんだよ……」

「だったら心配させないで？　二日も眠ねむっていたのよ」

「それもいつものことっていうか……」

「あ？」

「と、ところで、アーサリーはどうした？　顔合わせもしておきたいんだが」

「彼が人里苦手なの知ってるでしょ。どうせ街の外の森に引きこもってるわよ」

　呆れたように言ってフローラは窓まど際ぎわに寄った。

　アーサリーは不在だが、今病室にいるのは星守部隊の四人だけではなかった。

「……これはどういうことです？」

　病室のベッドには、青い髪かみの少女が居い心ごこ地ち悪そうに座っていた。

　蒼そう天てんノ星『リリス』だ。彼女は所在なさそうに視線を泳がせている。

「……目が覚めたら王都にいて、今こうしてあなた達といることがよくわかりません。あなた方の任務はもう終わったはずでは？」

　リリスが疑問を口にする。メンバーは話を聞いているのかいないのか、リンゴを剝いたり欠伸をしたり、窓の外を眺めたりしていた。

　メディックだけがリリスの話を聞いている。

「すぐに戦線に戻もどれると思っていた、と言いたいんだな？」

「はい。【星】の本ほん懐かいは戦うことであり、こんな場所で休息をする必要はありません。あなた方魔法士よりもずっと身体は頑がん丈じようにできていますから」

　リリスが言うことは誇こ張ちようでもなんでもなくその通りだ。【星】は人間とは違うし、魔法士とも違う。そもそも元人間というだけで、肉体の構造すらも人間とは異なるのだ。戦車砲ほうや、空くう爆ばくであろうとも、【星】を機能停止させるには事足りない。

　彼らを傷つけうるのは同じ【星】、そして第五元素兵器だけだ。

【星】は自らを人間扱いなどしないし、人間もまた【星】を同類としては扱わない。

　人間にとって【星】は、崇すう拝はいと畏い怖ふの対象なのだ。

「他の【星】よろしく、お高くとまっていることで……」

　肩を竦めながらリリスに向き直り、胸ポケットからシガレットケースを取り出し、緑色の巻紙を取り出すと口に咥くわえて火をつけた。

　リリスはあからさまに不服そうにメディックを睨みつけた。【星】に対してこのような態度を取る人間は、少なくとも軍人にはいない。他の兵や魔法士達は常に敬語で話しかけるし、向かい合うときは必ず姿勢を正し敬礼をする。

　それなのにこの男は、まるで自分と【星】は対等だと言わんばかりの態度だった。

　火をつけても煙けむりは出なかったが、メディックは幾分心地よさげに息を吐く。

　ラビィがしかめっ面つらを彼に向ける。

「メディック、病院は禁きん煙えん……」

「未成年じゃねーし、タバコじゃねーんだから別にいいだろ。これお薬なの、お薬」

　早口で言って、メディックはリリスを見た。

「まず第一に、お前は直属大隊を失った。お前が一人で戦闘に参加したところで場が混乱するだけだ。【星】と連れん携けいを取るために存在する直属大隊の重要性は知ってるだろ？」

「……当然です。あなたに言われるまでもない」

「補ほ充じゆう兵で固めるわけにもいかねぇし、大隊の再編制には訓練期間も含ふくめかなりの時間がかかる。大隊長や近この衛え分隊候補の優ゆう秀しゆうな魔法士も見つけなくちゃならねぇからな」

「…………」

「これでお前が王都に引き下げられた理由はわかったか？」

　問いかけに返事は無かった。大隊を失った己おのれの不ふ甲が斐いなさを改めて感じているであろうことはメディックもわかっている。

　しかし構わず続ける。こういう手合いは、口に出して聞かせる方がいいのだ。

「そして俺達がお前のそばにいるのは、まだ任務が継けい続ぞく中だからだ。王都での【星】の護衛は近衛分隊が行うが、お前にはもう近衛分隊すら存在しない。この国は鋼国の侵略以外にも反乱軍の問題を抱かかえている。王都で【星】への攻こう撃げきが行われる可能性は低くねぇ」

「だからあなた方が近衛分隊の代わりをしている……ということですか？」

「そういうことだな。邪じや剣けんにしないでそばにいさせてくれ」

　リリスはメディックから顔を背そむけた。

「不要です。護衛はいりません。たとえ街中で襲おそわれても、自分で対処できますので」

「【星】だからか？　ま、暗殺者なんざお前一人でも返り討うちにできるだろうな」

「ええ、戦闘において、あなた方に後おくれを取るようなことはありません」

　当たり前なことを言わせるなというような態度でリリスは言った。

　メディックは右手の平に巻紙の灰を落としながら、肩を竦める。

「大軍を単たん騎きで相手できるような【星】が暗殺者相手に戦闘を行って、国民に被ひ害がいがでないとでも思ってるのか？」

「それは……巻き込まないように、力を抑おさえて戦えばいいだけです」

「往来で仕し掛かけてくるような連中はそこまで想定してるはずだぜ。そういう連中は爆ばく弾だん使ったり、あえて一いつ般ぱん人を巻き込むように仕掛けてくる。お前はいざという時に、それすらも想定して動けるのか？　誰だれも巻き込まずに戦える確信はあるか？」

　言い返せず、リリスはベッドの上で肩を落とした。メディックは巻紙を握にぎりつぶして吸い殻がらをポケットに仕し舞まう。

「お前はもう少し、弱者にとって自分が厄やつ介かいだということを自覚しろ。いつまでもただの町まち娘むすめ気分でお星様をやられちゃ困るんだよ」

「な、なんですって……!?」

「戦うことが【星】の役目だが、平時と戦闘時のメリハリはつけろって言ってんだ。【星】が戦わないことで救える命もある」

「──ッ！」

　身を乗り出そうとして、リリスは胸の傷が疼うずいたために顔を顰しかめた。

　傷は治っても痛みが残っている。【星】にはよくある現象だ。傷の治りが早くても、肉体の痛みの記き憶おくは残ってしまうことが多かった。

　心の痛みもまた同様だ。

　態度や表情に出やすい性格なためか、メディックはリリスの心の内を見み透すかした。

「仲間の復ふく讐しゆうをしたいのはわかるが、まずは英気を養え。俺達は戦争をやっていて、お前は【星】だ。個人的感情よりも立場を優先してくれ」

　正論を並べ立てられても、リリスは納なつ得とくがいっていないようだった。口を一文字に結んで眉み間けんに皺しわを寄せている。

　平静を装よそおっているメディックだったが、内心ではやきもきしていた。

（どうもやりづらいな……なんでこうも挑ちよう発はつ的な物言いになっちまうんだ？）

　本来ならもう少しオブラートに包めたはずだし、他の【星】に対してはここまで威い圧あつ的にはならない。毛布をぎゅっと握り締しめながら悔くやしそうにするリリスを横目で見ながら、メディックは頭を搔かく。

（なまじ見た目が似ているからか……どう感情表現したらいいかわからねぇ。性格は全然違うんだがなぁ）

「──メディーーーーック！」

　思考中にいきなり、ゴヅン、とメディックの頰ほおに拳こぶしが炸さく裂れつした。

　ラビィだった。神しん妙みような顔つきだったところにいきなり拳を叩たたき込まれて、メディックは立ち上がってラビィに摑つかみかかろうとした。

「いってーなちくしょう！　突とつ然ぜん何しやがる！」

　ラビィは摑つかまえようとしてくる腕うでを躱かわし、小さいくせにふんぞり返りながらメディックを指さす。

「リリスちゃんは女の子なんだよ！　それにまだ一五歳だよ!?　大人ぶってあーだこーだ偉えらそうに正論たれながしくさって！　仮にもこの子は【星】なんだからもうちょっと敬意を払はらったらどうなのさー！」

「せ、正論なんだからいいじゃねーか！」

「傷心の女の子に正論ぶつけるとかモテない男の特とく徴ちよう押さえてんじゃないわよ！　責めるならこの子じゃなくてこんな女の子を戦場に出しやがっている王国軍にもの申すぐらいの気き概がいをみせてみたらどうなのよ！」

「お、お、俺、モ、モモモモテるし、モテモテだし！」

「問題はそこじゃねーでしょー！」

　今度は脳天にチョップをもらい、ついにメディックは地面を転げ回った。ラビィはメディックを放置して、目をキラキラさせながらリリスに近づき、彼女の手を取った。

「大丈夫だからねリリスちゃん！　お姉さんもまだ一七だけど、戦場にはリリスちゃんと同じ一五の頃ころ……か…………ら……？」

　そこで、ラビィはリリスの顔と身体からだをまじまじと見つめた。

　リリスは身体中を見つめられて、どこかこそばゆそうに身を捩よじらせる。

「……リリスちゃん、一五歳？」

「ええ……まあ……そうです、けど……」

　警けい戒かいして自分の身体を抱だくリリス。ラビィはますますなめ回すような視線でリリスを見て、そして自分の身体と比ひ較かくする。ラビィの身長は一四五センチなのに対し、リリスは一六〇センチ近くある。おまけにリリスは顔つきも大人びており、ラビィはよく子供と間ま違ちがわれるぐらいの童顔だ。

　さらに驚おどろくべき点は胸囲である。一五歳と言われても信じられない程ほどに、リリスの胸は豊満だった。胸が目立たない服なのに、大きいことがはっきりとわかるほどに大きい。

　ラビィは自分の胸に両手を置いて、ふにふにとしてみせた。

　悲しみを具現化したような感かん触しよくに、ラビィは今にも泣きそうな顔を上げた。

「世の中間違ってるわよねぇ!?」

　叫さけび声をあげるラビィに、レイディが真顔を向ける。

「ラビィさん、病院にいるのですから防弾チョッキぐらい脱ぬいだらどうです？」

「着てねーよ！　ぶっ飛ばすわよ爆乳スナイパー！」

　窓際のフローラも、自分の胸に手を当てながら揉もみ揉みと動かした。

「私も結構あるわ」

「普ふ段だん絡からみにこないくせにこんな時だけ会話入ってこないでよ……！」
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「【星】は魔ま力りよくが理想の状態に肉体を作り替かえるって言われてるしね。ほとんど老いもしないから張り合うだけ無む駄だよ。まあ、ラビィが貧ひん乳にゆうなのはラビィのせいなのだけど」

「おっぱいが戦いにどう関係するのかわかんないしどう考えても貧乳なのはあたしのせいじゃね～～！」

　ラビィが胸や身長についていじられるのはいつものことだった。ラビィは泣きながら窓のカーテンにくるくる巻きになって恨めしそうにリリスを見つめ始めた。星ほし守もり部隊のことをよく知らないリリスからしてみれば、「何だこいつら？」という印象だ。

　困り果てているリリスを見ながら、床ゆかをのたうち回っていたメディックが起き上がる。

「とにかくだ……これからしばらくは、近衛分隊の代わりは俺達が請うけ負うことになっている。言っとくが拒きよ否ひ権は無いぞ。上の命令だから納得してくれ。っつーか納得しろ」

「……横暴で高圧的な方ですね。【星】に対してこのような態度を取る人は初めてです」

「なんとでも言ってくれ。ひとまずメンバーの紹しよう介かいをしておく。顔と名前、何より能力を知っておいてもらった方が守りやすいからな」

　メディックはリンゴを剝むき終わって大人しく座っているレイディを指さした。

「このいろいろデカい女はレイディ・コナー。特等魔法士の『狙そ撃げき兵』だ。狙撃の腕は折り紙付きで、視野が広い。戦せん闘とうではいろいろと頼たよりになる。魔法士としての能力は──」

「──リンゴが剝けましたわ。はい、どうぞ。栄養満点ですわよ」

　話の途と中ちゆうで、レイディが切り分けたリンゴを一ひと房ふさリリスに差し出す。

　リリスは戸と惑まどっていたが、レイディが聖女ばりの微笑ほほえみを浮うかべてやると、おずおずとリンゴを受け取った。

「？」

　だが、何な故ぜか受け取ったリンゴを布ふ団とんの上に落としてしまう。

　手が滑すべったのではない。リンゴが想像していたよりも重かったのだ。落ちたリンゴは布団を押しつぶし、ベッドに深く沈しずみ込んでいた。

「わたくしの扱あつかえる魔法は《過密クロウデツド》というものでして、質量の法則を無視して物質の密度を増やすことができるのです。これを弾頭や薬やつ莢きよう内の火薬などに作用させることで、通常より重く破は壊かい力のある弾丸を作り出すことができますの」

「質量増ぞう幅ふく系の魔法を扱える魔法士……貴重な人材だと聞いたことがあります」

「うふふ、ありがとう。残念ながら特等とは名ばかりで、わたくしはこの魔法しか扱うことができませんの。遠くから重い弾丸を撃うつしか能が無い女だと思ってくださいましな」

　柔やわらかく微笑むレイディの胸むな元もとを見て、ロザリオのネックレスがかけられていることにリリスは気づいた。

「あなたは軍人であり、シスターなのですか？」

　尋たずねると、レイディが微笑んだまま薄うす目めを開けた。その表情には絶妙な色気と、そして何か悪意のようなものを感じ、リリスは若じやつ干かんの寒気を覚えた。よく見ると、胸元のロザリオは十字の形ではあるのだが、何故か万力で捻ひねったかのように少し捩れている。

「正確には元シスター、ですわ。幼い頃に今は無き帝てい国こくの教会に属していたことがあって、国が滅ほろんだ後も続けていたのですけれど、いろいろあって……ねぇ？　メディック？」

　薄目をメディックへ向けて、口元に弧こを描えがかせるレイディ。

　メディックは頰を引きつらせながら視線を逸そらした。

「……なんでそこで俺に振ふるんだよ」

「あら、わたくしとあなたの馴なれ初そめを聞かせてあげるのなら、あなたから聞いた方が幾いく分ぶん口当たりがよいと思っただけですのよ？」

「聞かせんでいい」

「あら、残念ですわ」

　うふふふふふ、と笑いながら頰に手を当てるレイディ。

　メディックは、次にフローラに顎あご先を向けた。

「フローラはうちの『麻ま酔すい兵』だ。二等魔法士で、あらゆる効果を持つ麻酔を魔力で生成できる。痛み止めはもちろん、動体視力を強化したり、筋力を増幅させたり、精神的負担を打ち消したり、精神的負担を増やしたり、効果は他にも様々だ」

　能力を説明してやっても、フローラはいつも通りの不ふ機き嫌げん顔のまま冷たい眼まな差ざしをリリスへ向けていた。

「便利だなんて勘かん違ちがいしないほうがいい。効果と副作用は等価交こう換かん。薬くすり漬づけの廃はい人じんになりたくなかったら、私には頼らないことをオススメするわ」

「…………」

「今後のあなたの処しよ遇ぐうが決まるまで街にいるわけだし、私の魔法を使う機会はないだろうけれど、一応言っておく。私はメディックと違ちがって、あなたを説き伏ふせようとは思わない。必要ならまた昏こん倒とうさせて、無理矢理にでも従わせるから、覚えておいてね」

　突つき放すかのような物言いに、リリスは目を細めた。

「……前線で私を気絶させたのはあなたでしたか。【星】を昏倒させられる魔法士がいるとは、驚きです」

「そう？　私はただあなたを殺すつもりの濃のう度どで麻酔を作っただけよ」

　フローラの冷ややかな態度に、リリスはあからさまに不快感を露あらわにする。

　メディックは肩かたを竦すくめて、「こいつも悪気はないんだ」と一応フォローしておいた。

「次にこのちっこいのは──」

「ちっこいのってゆーな！」

「……この小さな女性はラビエッタ・エクセリオス。三等魔法士で、いわゆる『治ち癒ゆ兵』だな。回復系の魔法全ぜん般ぱんと、魔法によるものだが簡単な外げ科か手術もできる」

「お医者様には敵かなわないけど、命を延ばすことに関してはお任せくださいな！　それとあたしは狙撃しか能が無い巨きよ乳にゆうとか、ジャンキー製造器の麻酔兵と違って、回復以外の魔法も扱えるから、他のことでもじゃんじゃん頼ってくれていいよ！」

　へへーんと胸を張るラビィだったが、残念ながらそれらしい張る胸が無かった。

「今回、お前の命を救ったのはこのラビィだ。放ほうっておけば司令部から輸送機に乗る前におだぶつだったんだ……ま、一言礼ぐらいはあってもいいと俺は思うぞ」

　リリスは戸惑いつつ、ぎこちなくラビィに礼を言った。

　ラビィは心底照れくさそうに頰を染めて頭を搔いた。

「そんなそんなぁ、年下とはいえお星様にお礼とか言わせちゃダメっしょ！　当然のことをしたまでです！」

「あんま誉ほめすぎるとすぐ調子に乗るから注意な」

「それ、メディックだけには言われたくないわね！」

　メディックが頭をくしゃくしゃと撫なでてやると、ラビィは手足をジタバタと振り乱した。

　ラビィをいじりながら、メディックは思い出したように「そうだ」と付け足す。

「本当はもう一人、『工兵』のアーサリー・マスケトンっつーのがいるんだが、人見知りが激しくてな。常にギリースーツを着ているからひと目見ればわかるはずだ。会う機会があったらびっくりしないでやってくれ」

　メディックはリリスに向き直り、自分に親指を向ける。

「んで、俺はメディック。隊長だってことは前に話したよな。一応『防ぼう御ぎよ兵』だが、五等魔法士。基本的な防御魔法しか使用できない上に、魔力の量も貧弱で頼りねぇかもしれないが、まあよろしく頼たのむわ」

　軽けい薄はくそうな声と台詞せりふを吐はきながら、メディックが右手を差し出す。

　リリスは彼の右手をじっと見つめた。炭のように黒く、一いつ切さいの光を反射せず、まるで光こう沢たくが無い右腕うでを見つめる。

「その右腕は、義手なのですか？」

「これか？　義手っちゃ義手だな。魔法で作ってもらった代しろ物ものだ」

「魔法……具現化魔法の産物は大変高価だと聞いたことがあります」

「ああ、いいだろ？　かっこいいだろ？」

　ニカッ、と子供っぽくメディックは笑って、右腕で力こぶを作ってみせた。リリスはどう反応したらいいのかわからなかったのか、気味悪そうに小さく首を傾かしげるだけだ。

　一通り自己紹介を済ませたメディックは満足そうにしていたが、リリスはいまだにこの状じよう況きように納なつ得とくがいっていなかった。

「あの……それで、私は何をすればいいのですか？」

「俺達からは、別に何も要望はねぇけど？」

「何も……何もするなということでしょうか？」

　若干やりづらそうに頭を搔かき、メディックは腕うでを組む。

「二日後の星せい譚たん祭には王都にいる他の【星】と一いつ緒しよに参列しろと言われているが、それ以外は命令を受けてない。俺達は直属大隊が再編制されるまでの間、護衛をしろと言われているだけなんだよ。だから自由にしていいぞ。何か要望があれば言ってくれていい」

「そうですか。わかりました。では、一つお願いがあります」

「おう、なんだ。とりあえず言うだけ言ってみろ」

　メディックが尋ねると、リリスが顔を上げてじっと彼を見つめた。

　美しく大きな瞳ひとみだった。

「──私の名前はリリスです。お前と呼ぶのはやめてください」

　ムスッとした顔でそう言われて、メディックは眉まゆ根ねを寄せた。

　他の隊員達は肩を竦めたり、ジト目でメディックを見つめるばかりで助け船を出したりはしなかった。メディックは頭を搔きながら「育ちが悪いから……悪気は無いんだ。ごめんなさい」と素す直なおに謝罪するのだった。




　　　　※　※　※




『リリスは大隊の再編制、再配備先が決定するまでの間、療りよう養よう期間とする。貴様ら星守も蒼そう天てんノ星に同行し、護衛に努めよ』

　リリスが目を覚ます前、メディックが受けた命令は事実上の任務継けい続ぞくだった。でっぷりと太った身体を汗あせばませ、窓から差し込む陽光を脂あぶらぎった頭頂部で反射させているオッカム・ハルベム星属軍医部長から命令を受けた時、メディックは憮ぶ然ぜんたる面おも持もちでオッカムと向き合っていた。

　オッカムは主に星付の直属大隊に配属される魔法士衛生兵達の管理を任されている。理由は他にも様々あるが、星守部隊が衛生兵の部隊になっているのは、彼の管理下に置かれているからだった。

　本来なら気をつけをして敬礼の一つでもして退室すべきところだったが、話はまだ終わっていないと言わんばかりの態度でメディックは前に出た。

『お言葉ですが、自分達は独立派は遣けん部隊ですよね？　【星】の安全が確保できたわけですから、次の任務のために準備をしておいたほうがよろしいのでは？』

『【星】を守ることが貴様らの仕事だ。何もおかしいことはない』

『護衛部隊ぐらい用意できるはずでしょう。これは星ほし守もりの仕事じゃない』

『貴様らは私の管理下にあるのだから、便べん宜ぎ上は衛生兵だ。リリスは軽度のＰＴＳＤの傾けい向こうがあると診しん断だんされた。療養期間中に彼女の心を癒いやすという名目ならば、話が通じるか？』

　ＰＴＳＤと聞いてメディックは黙だまり込んだ。

　心的外傷後ストレス障害。戦せん闘とう時に味わった精神的衝しよう撃げきにより、戦闘復帰や社会復帰が困難になってしまう、いわゆるトラウマのことだ。戦場に出ている兵士達には馴な染じみ深い病名だが、鬱うつ状態に陥おちいることもあれば、錯さく乱らんにより仲間を敵と間ま違ちがえて誤射してしまうこともある。この障害のせいで違い法ほう薬物に手を出す兵士が多くおり、かなり問題になっている。メディックも、過去にこの障害のせいで一時的な失語症しようになったことがあった。

『であれば、然しかるべき機関に頼たよるのがよろしいのでは？』

『【星】が精神病院に入院したとマスコミにでも知られれば問題になる。兵士達や他の【星】達の士気も下がろう』

『上の判断でしょうか？』

『いいや、私の判断だ。上には納得させるつもりだ』

『自分達を使って、あえてリリスの戦闘復帰を遅おくらせるつもりですね？』

　メディックが言うと、オッカムは深く鼻息を吐いて、どっしりと椅い子すに背を預けた。

『……リリスはまだ子供だ。この半年間休むことなく北部戦線で戦い続けてきた。最近は【星】の再臨が遅れていることは知っているな？』

『噂うわさ程度には聞いております』

【星】の再臨とは、【星】が死亡した場合に、同じ能力を有した【星】が復活することだ。復活といっても同一人物というわけではなく、大陸中に存在する人間の中の誰だれかが、【星】として新たに覚かく醒せいするのである。

　魔ま力りよくは意思を持った粒りゆう子しと呼ばれ、その全ぜん貌ぼうは解明されていない。研究者の中には、魔力は微び小しようの生物だと仮説を立てる者もいる。網もう膜まくに映し出される謎なぞの文字列や何かの数値を表す図は、全すべてその生物が映し出しているのだとか。

　研究者の仮説によれば、【星】と呼ばれる個体をシステムと捉とらえ、個体が死亡した場合、自動的に別の個体の魔力が【星】として覚醒するようにできている……とのことだった。

　しかし昨今、その再臨が遅れているという噂があった。

　死んだ【星】が新たな【星】として生まれ変わらず、不在のまま席が空いているのだ。

『現在喪そう失しつしているのはケートゥ、イドゥル、グリューエルなど……鋼国との戦いで戦力の要かなめとなっていた者達が多い。彼らはいまだに再臨が確かく認にんされていない。故ゆえに現存している【星】達、特に前線に配備されている者達にその分のしわ寄せがいっているのだ』

『…………』

『王都や主要都市の防衛にばかり優ゆう秀しゆうな【星】を配備し、前線には最小限……これ以上優秀な【星】を失いたくないという上の考えもわからなくはないが、敵の動きが少ないのをいいことに日ひ和より見みを始めた。無む駄だに消費する可能性があるにもかかわらず、年若い力の弱い【星】ばかりを前線に出すという愚ぐ行こうを重ねている……』

　オッカムは低く唸うなり、太って丸くなった手を伸のばして、デスクの上の写真立てを手に取った。白黒の写真に写っているのは、直属大隊の兵士達と共に笑え顔がおでピースサインをしている少年だった。

　オッカムは五年前に子息を失っている。彼の息子むすこは【星】だった。

『貴様らの【星】達を救いに行きたいという意思は尊重しよう。だが、命を救うことだけが貴様ら星守の仕事ではないと私は考える』

『…………』

『軽度の心的外傷を負っているのは事実だ。少しでもいい、再編制が行われるまでの間、あの少女に羽を伸ばさせてやりたい』

　オッカムが個人的な感傷で判断することは今に始まったことではなかった。見た目はいかにも軍上層部の悪人面づらをしており、以前は見た目相応の悪あく辣らつとした人物だったが、息子の死を境に人が変わってしまった。星守部隊に関かかわるのはそういう人間がほとんどだ。

　軍人として誉められたものではないのだろうが、メディックもまた、彼と通ずる過去があった。

『事情はわかりました。しかし、何な故ぜ彼女にそこまで肩かた入いれを？』

『……貴様は、彼女を見てどう思った？　何か思うところがあるはずだ』

　探さぐるような目で見られたことをメディックは正直不快に感じた。

　わかっているくせに聞かれる質問ほど不ふ愉ゆ快かいなものはないからだ。

『似ていますね、グリューエルに。外見もですが、魔力や纏まとう雰ふん囲い気きが、でしょうか。しかしそれが何か？』

『貴様は、蒼天ノ星の逸いつ話わを知らんな？』

『すみません、星天秘譚アカシツクレコードにはとんと疎うといので』

　姿勢を正し、若じやつ干かん据すわった目をしながら窓の外に視線を外す。

　星天秘譚アカシツクレコードとは、有史以前から存在する【星】の記録だ。天体の名を授さずかった原初の【星】達の活かつ躍やくを記した叙じよ事じ詩であり、【星】それぞれの逸話が存在する。【星】達はその逸話を誇ほこりとして、『逸話の如ごとくあれかし』という行動理念を持っている者が多い。

　大陸の人間にとっての聖書バイブルだが、庶しよ民みんが読むことができるのは簡易化されたものだけだ。簡易化の理由は、原典には【星】の弱点に繫つながる情報も記されているからだった。

『原典にしか記されていない逸話だ。閲えつ覧らんする権限の無い貴様が知らぬのは当然だろう』

　オッカムが写真立てを元に戻もどし、腕を組む。

『蒼天ノ星は、星天秘譚アカシツクレコードでは海かい淵えんノ星『グリューエル』と姉し妹まいだったと記されている』

『……初耳です。血けつ縁えん関係は無いはずですが』

『この二〇〇〇年の間、海淵ノ星と蒼天ノ星が同時に出現したことは一度もない。逸話では、姉妹はお互たがいに、死んだ片割れの力おもいを引き継つぐのだそうだ』

『……だから何だというのです。彼女がグリューエルの生まれ変わりだとでも？　くだらないと言わざるを得ません』

『意地を張るな、貴様がグリューエルのことを引きずっているのは明らかだ。繫がりの深いリリスを守ることで過去と決着をつけるのは、そう悪いことではあるまい』

　メディックの表情に明確な怒いかりがこもる。

　顎あごを上げ、見下すようにオッカムを睨にらむ。

『俺の過去を動機に利用するのはやめていただきたい』

『…………』

『あなたがリリスに肩入れする理由は他にあるはずだ。【星】を救うという信念が本物なのは知っていますが、あなたが生なま易やさしい軍人ではないというのも事実です』

　本当の理由を言え、とメディックが目で訴うつたえかける。

　オッカムは表情を消してデスクに両肘ひじをつき、組み合わせた手の上に顎を置いた。

『リリスには、槍との互換性がある』

　槍やりと聞いて、メディックの目元がわずかに痙けい攣れんした。

『【星】は兵器ですか？　彼女もグリューエルのように使い潰つぶすおつもりですか……！』

『では、このまま最前線で命を落としてもらったほうがいいと貴様は言うのか？　王族や上の人間はリリスの重要性をわかっていない。彼女は【七星】に匹ひつ敵てきする器うつわなのだ。いずれ昇しよう華かする可能性もある』

『…………』

『価値があればリリスを守れるのは事実……何よりこれはある尊き方からの要よう請せいでもある。拒きよ否ひ権は無いのだ、メディックよ』

　そう、初めからメディックに拒否権など無かったのだ。

　というか、実のところ断るつもりもなかった。オッカムの言う通り、価値があればリリスを守れるのは事実だったからだ。腑ふに落ちないが、オッカムは間違ったことは言っていなかった。

　王都にいる間リリスを守る。仕事自体はそれだけだ。

　ただし任期がどれだけ続くのかは不明。

「……くそ、あのハゲめ……【星】に過保護なくせして時々軍人になりやがる」

　メディックはポケットに両手を突つっ込みながら、猫ねこのように背を丸めて王立軍病院の受付前でため息を吐ついた。

　頭を切り換かえる。

　請うけ負ったからには護衛をするつもりだったが、問題はリリスの精神ケアだ。

　今まで星守部隊がやってきたことといえば、【星】を連れて安全圏けんへの戦線離り脱だつを手伝うことや、ダメージを負った【星】を戦闘続行させるためのサポートだった。

　心的外傷を解消させてあげてほしいだとかは専門外。ましてリリスは一五歳の少女……はっきり言ってどう接したらいいのかまるでわからない。

「【星】のプライベートなんざ知るわけねぇし、精神的なケアなんて専門外だぜ……」

「ほんと、何で受けたのよ。断ればよかったでしょう」

　軍病院の受付で手続きを終えてやってきたフローラが独り言に割り込んでくる。メディックはいじけたような顔をフローラに向けた。

「うるせぇやい。オッカムさんも俺が断らねーの知ってるからああいう言い方したんだ」

「あの人、表向きは感情的に動きながら、裏でえげつなく現実的なことするわよね。表向き現実的なメディックとは真逆で面おも白しろいわ」

「ほんとお前、一言多いな」

　合流した二人は病院出口まで並んで歩き始める。

「まあ、私達にとっても休きゆう暇かだと思えばいいんじゃないかしら？　こっちの方が有意義よ。誰かさんが無駄に傷ついたりしなくて済むわけだし」

　右みぎ隣どなりを静かについてくるフローラをジト目で見つめる。

「お前は俺のオカンか何かか？」

「冗じよう談だん。メディックみたいな子供がいたら山に捨てるわ」

「這はってでも生せい還かんしてやるからな……」

「で、今後の方針は？　直属大隊の準備は少なくとも一ヶ月はかかるし、再編制完かん了りようまでは少なく見積もっても三ヶ月かかるわよ」

「星せい譚たん祭の護衛プランはアーサリーに練ってもらうとして、俺達はリリスにひっついとくしかねぇな」

「そうじゃなくて、リリス、ＰＴＳＤなんでしょう？　カウンセリングの知識がある人員はいないし、病院にも連れて行けない。どうするの？」

　問い詰つめられて、メディックは困ったように頭をガシガシと搔かいた。

　フローラがジト目で彼を見つめる。

「精神安定剤ざい、生成しましょうか？　たぶんそれで誤ご魔ま化かせると思うけれど」

　ボソリと言ったフローラに、メディックは即そく座ざに首を横に振ふった。

　彼の恨うらめしそうな視線にフローラはため息を返した。

「はいはい、嫌いやなのね。わかってる、やらないわよ」

「自分で副作用について話してただろーが……【星】を廃はい人じんにするわけにはいかねぇよ」

「私は【星】がどうなろうと知ったこっちゃないわ。でも……メディックが嫌がることはやらないわよ」

「ならもうちょい星ほし守もりって仕事に意い欲よくをだな……」

「私はメディックのこと以外は心底どうでもいいから」

　そんな、下手をすれば告白に聞こえてしまうようなことを言って、フローラは前を向いて平然と歩いていた。メディックは力が抜ぬけたように肩を落とす。

「お前のスタンスはガキの頃ころから変わらねぇのな」

「その言葉、そのままそっちに返すわ」

　二人は幼おさな馴な染じみといっても仲がよかったわけではなかった。今でこそこうして同じ部隊で任務をこなし、お互いを一番の理解者と認めているが、この二人の関係は生易しいものではない。簡単に言えば、憎にくしみと愛情は紙かみ一ひと重え、を地で行くようなものだった。

　ジト目がデフォルトなフローラの横顔を見ながら、メディックは苦く笑しようする。

　生易しいものではないし、心温まるような関係ではない。

　しかしそれでも、メディックにとってフローラはとても大切な存在だった。

「実際お前の介かい護ごが無いと俺は何もできねぇからな。頼たよりにしてますよ、副隊長さん」

「そ。じゃあもっと頼れる人になってよ、隊長さん」

　皮肉と嫌味を込こめた一言にメディックが顔を引きつらせていると、頭の中にピリッと電気のようなものが走るのを感じた。

　魔力による念話通信だ。

《メディック、病院の入口でちょっと問題発生……今すぐこられる？》

　手続きを終えるまでの間、リリスの護衛を任せていたラビィからだった。

《……めんどくさいのが来てる。こいつを捌さばくのはあんたが適任だと思う》

　真しん剣けんというよりはうんざりしたような声だった。

　メディックとフローラは少しだけ足を速めて病院の入口を目指した。

　入口付近には異様な空気が漂ただよっていた。看護師や医師、病院を訪おとずれた兵士や松まつ葉ば杖づえをつく負傷兵までもが、道を空けるようにして跪ひざまずいている。

　入口の前にはラビィとリリス、そして五名の魔法士がいた。

　五名が魔法士とわかるのは、彼らが魔法士専用の軍服を着込み、なおかつその軍服の色調が赤に黒のラインの入ったものだからだ。

　あれは【星】の直属大隊の魔法士を示す軍服だ。

　赤に黒のラインは緋夜ひよりノ大隊だ。

「──へぇ、君が蒼そう天てんノ星なのかい？　一人で逃にげ帰ってきたっていうから顔を見に来たけど、そっかそっか～。冴さえない功績のわりに男受けしそうな顔してんじゃん」

　俯うつむいて立つリリスの目の前に、顔をのぞき込むように腰こしを曲げる少女がいた。

　造形は人間に近いが、彼女が纏う空気と威い圧あつ感は人ではない。純白に近い肌はだに、猫のような大きな瞳ひとみ。普ふ通つうの人間よりも少し腕うでが長く、腰が細い。そして最も目を引くのは、夜よ闇やみの中で燻くすぶる炎ほのおのような赤い色をした髪かみと、獣けものの耳を思わせる触しよつ角かくだった。

　少女は品定めをするような視線をリリスに向けている。【星】として再臨された人間は大なり小なり彼女のように人間から遠のくケースがあった。

　彼女の名は、緋夜ノ星『ベルシオーネ』。

【星】の中でも階位が与あたえられている【七星】の一人であり、王都付きの【星】だ。ベルシオーネはリリスを見下すような態度を示していた。

「ところで君、第五元素兵器を相手に単身で挑いどんだんだって？　【七星】でもないのにやるじゃない。その勇気だけは誉ほめてやりたいところだけど、ボロ負けしてたんじゃ恰かつ好こうつかないよねぇ」

「……弁解するつもりはありません。全すべて私の実力が足りなかったせいです」

　挑ちよう発はつ的な物言いをされても、リリスは下を向いたまま大人しくしていた。

【七星】と呼ばれる【星】は、【星】の中でも特別に強力な力を持つ者達だ。

　その多くは王都防衛を任されており前線に出しゆつ撃げきすることはほとんどないが、彼らは例外なく過去に第五元素兵器と戦って勝利した経験者達だった。

　ベルシオーネは【七星】七位であり、経験こそ少ないが実力は極きわめて高い。【星】にも序列があり、リリス達のような前線で戦う【星】からすれば【七星】はエリート中のエリートだった。

「あーそうだそうだ、君の直属大隊、全ぜん滅めつしたっていうのも聞いたよ」

「……っ！」

　リリスの表情が凍こおりついたのを、メディックは見み逃のがさなかった。

「大隊長は確かフレイ・ノストラーダ。彼女のことはボクでも知ってるよ。先代藍あい眼がんノ星に仕えていた一等魔法士で、とても強かったんだよね。他の隊員達も古参兵がたーくさんいた優ゆう秀しゆうな大隊だったはずだけど、誰だれのせいでみんな死んだのかな？」

　下を向いたままのリリスの顔が青ざめ、呼吸が乱れているのが遠目からでもわかった。

　その姿から、メディックは彼女の心の傷を垣かい間ま見みていた。

「もちろん君を守ってみんなおっ死ちんだんだろうねぇ。力の無い【星】の下もとに付くのは辛つらいよなぁ。守ってくれるはずの【星】を守らなくちゃいけないんだからさ～」

「……ぁ……ぅ」

　リリスは今にも過呼吸を起こしそうなほどに追い詰められていた。

「どうしたの？　息できない？　え、大だい丈じよう夫ぶ？　【星】なのに？」

　そこに加か虐ぎやく心がそそられたのか、ベルシオーネは追い打ちをかけていく。

「どの面つら下げて王都に帰ってきたんだろうねぇ。しかも【星】が病院に入院だってさ！　アッハハハハハハ！　君、もしかしてまだ人間なんじゃないの!?　ちょっと優秀な魔法士程度の存在が【星】を名乗るなよ～」
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　楽しげに笑うベルシオーネに、メディックはゆっくりと近づいていく。

「君がやられたせいで第七防衛線は再配備されて、今は他の【星】が臨時で防衛に当たっている。そして君が抜けた穴あな埋うめをさせられるはめになったのはこのボクだ。わかるかい？　【七星】であるこのボクが君の尻しりぬぐいのために戦場へ出なくちゃいけなくなったのさ。笑っちゃうよねぇ」

「……っ、私……は……っ」

「それでぇ？　君からボクに何か言うことはないのかな～。言っとくけど頭を下げるぐらいじゃ収まらないよねぇ。床ゆかに額を擦こすりつけながらの謝罪はないのかなん？」

　ベルシオーネが煽あおりながら顔をのぞき込んでくる。リリスは下を向いたままだったが、下した唇くちびるを嚙かみながら膝ひざを床につこうとしていた。

　メディックはベルシオーネの顔が恍こう惚こつに歪ゆがんだ瞬しゆん間かんを見計らい、彼女の後ろにこっそり近づいて息を大きく吸った。

「──【七星】になる前は戦場に出る度たびにぴーぴー泣いてた奴やつがよく言うぜ！」

　ベルシオーネの耳のような触覚と肩かたがビクンと震ふるえた。まるで驚おどろいた猫のように目を剝むきながら、振り返る。

　メディックは全力で嘲あざけるように顎あごを上げ、とても悪い顔をしながらベルシオーネの前に立っていた。そして彼女の頭を右手で鷲わし摑づかみにすると、そのままガシガシと乱暴に撫なでてやる。

　さっきまで偉えらぶっていたベルシオーネが、青い顔であわわわわと慌あわてふためいた。

「久しぶりだなぁぁぁ……ベルゥゥゥ……！　【七星】昇しよう格かくおめでとさぁん……でもいったい誰のおかげで今まで生き残れてこられたのかなぁぁぁあ？」

「メ、メメメ、メデ、メディッ」

　もの凄すごく声を上ずらせるベルシオーネと、何な故ぜかもの凄く偉そうなメディックの態度に、リリスは驚いて両者の顔を見比べた。ベルシオーネの目は完全に泳いでおり、メディックが現れたことで表情は屈くつ辱じよくと恥ち辱じよくに満ちていた。

「ボ、ボ、ボクが【七星】になったのは実力であって、お前なんかのおかげじゃない！」

「ほ～ぅ、まあ確かに俺のおかげだけじゃないよな。お前が生きていられるのも、【七星】になれたのも、全部俺ら星守部隊のおかげってことだよな？」

「ち、違ちがう！　全部全部、ボクが優秀だからだッ！」

「大隊からはぐれて敵に囲まれながら震えてた奴がか？」

　ベルシオーネの青い顔が一気に真っ赤に染まり、口を戦慄わななかせる。さすがにここまで言うと取り巻きの近この衛え分隊の連中も黙だまってはいなかった。

「貴様！　【七星】に向かってその暴言は許せんぞ！」

「万ばん死しに値あたいする……！　我らのベルシオーネ様を愚ぐ弄ろうするなど……！」

「この場で斬きって捨ててやろうか！」

　近衛の連中はたいそうご立腹だったが、メディックは両手を上げて肩を竦すくめた。

「確かに【星】を愚弄するのはよくねぇわな。じゃあ【星】を孤こ立りつさせた挙げ句一人で泣かせちまってた緋夜ノ大隊様を愚弄するとしよう」

　そう言ってやると兵士達の顔色も怒いかりで真っ赤に染まった。

　もちろん言い過ぎだ。メディックもそれはわかっていてやっていた。

　一いつ触しよく即そく発はつ気味になった頃、病院の入口のドアを開けて背の高い女が現れた。ショートカットの髪と切れ長の瞳、軍人然とした佇たたずまいの女だ。

　緋夜ノ大隊の軍服を着ており、胸に大隊長章をぶら下げている。

「お前達、何をしている。出撃は二日後だぞ。油を売っている暇ひまがあるのか？」

「大隊長殿どの……し、しかしこの男がベルシオーネ様を……！」

　大隊長が現れたことで近衛分隊の連中は狼ろう狽ばいしていた。大隊長は「黙れ」と兵士達に命令し、ベルシオーネのことも物もの怖おじせずに睨にらみつけた。

「ベルシオーネ様も、病院で何をしているのです？　貴女あなたが街に出て国民をざわつかせてどうするのです」

　大隊長の貫かん禄ろくに、ベルシオーネは少し小さくなって舌打ちをした。

　そして逃げるようにその場から去って行く。

「覚えてろよメディック～！」

　完全に負け犬のような言葉を吐はき捨てるベルシオーネを見送って、メディックは緋夜ノ大隊長に素す直なおに頭を下げた。

「申し訳ありません。公衆の面前で【星】同士の衝しよう突とつを避さけるためとはいえ、対応が不適切でした。緋夜ノ星様への非礼をお詫わびいたします」

　大隊長は苦笑した。

「気にするな。あの方はいつもああなのだ。【七星】になってからというもの、少々増長気味でな。何かにつけて下の【星】に難なん癖くせをつけてまわっているのだ」

「はあ、そうなので？」

　すっとぼけるメディックを見て、大隊長が笑う。

「白を切る必要は無い。君はベルシオーネ様とは顔見知りなのだろう？　ならばあの方の気き性しようも知っていよう。あのまま続けさせていては双そう方ほうにとって得は無かった。むしろ礼を言いたいぐらいだ」

　度が過ぎた忠誠心を【星】に抱いだく大隊の人間は多いが、どうやら彼女は違うらしい。

「顔見知りというか、彼女からすれば因いん縁ねんに近いですけどね」

「君達のことは話には聞いている。過去に我が【星】を救ってくれたこと、礼を言う」

　大隊長の態度に、話のわかる相手だと判断したメディックは少し気を許した。

「いや、救ったといっても俺達はまだ戦えた彼女を前線から下がらせただけですよ。そのせいで直属大隊の半分が犠ぎ牲せいになったんですから、近衛分隊や彼女本人から嫌きらわれても仕方がないかと」

「確かに戦歴に傷はついたかもしれないが、【星】ならば尚なおのこと生きている方が何倍も価値がある。あの方も感謝こそすれ恨うらんではいないはずだ」

　そこまで言って、大隊長はメディックに向き直って右手を差し出した。メディックは素直にその手を握にぎる。

「堅かた苦くるしいのは苦手でね。私は緋夜ノ大隊長のカノーラ・ケデック。格付けは気にするな。私は西部戦線の戦いの後に緋夜ノ大隊に配属されたため、面識は無かったな」

「堅苦しいのは無しってのは賛成だね。星ほし守もり部隊『ガルガンチュア』、隊長のメディックだ。今度の緋夜ノ大隊長は話がわかる人でよかったぜ。俺もこういう性格だもんで、前任とは折り合いが悪くてね」

「直属大隊の人員も、様々な理由で入れ替かわりが激しい。君達に世話になるような事態は避けたいところだが……いざという時はよろしく頼たのむ」

　メディックは少しバツが悪そうに頰ほおを指で搔かいた。

「……まあ、その、俺ら夜よ逃にげ部隊には頼たよらないに越こしたことはないですよ」

「ふ、確かに。我らが不ふ甲が斐いないことの証明になってしまうからな」

　そこまで言うと、カノーラはリリスを見た。リリスは俯いたまま瞳を泳がせている。

「彼女は蒼天ノ星だ。今は臨時で俺達が近衛の代わりをしている」

「ああ。軍部から聞いている」

　カノーラはリリスの前で敬礼をした。

「よくぞご無事で。非礼をお詫びすると共に、緋夜ノ大隊長としてお目に預かり光栄です。此こ度たびの件、くれぐれもお気になさいまするな。貴女あなたが生きていることこそが、蒼ノ大隊の誇ほこりでありましょう」

　礼れい儀ぎ正しく敬意を払はらうカノーラから、リリスは一歩下がって顔を背そむけた。

「やめてください。【星】の務めを果たせなかった私のような者に、敬礼など……」

　まるで怯おびえたような反応だ。微かすかに肩も震えている。

　別にリリスはカノーラに怯えているわけではないだろう。

【星】として敬意を払われることに怯えているのだ。大隊を死なせた上に防衛線を突破されてしまったという事実が心の傷になっている。メディック達から言われるならまだしも、同じ【星】からあのように責められるのは相当堪こたえたはずだ。

　リリスを注意深く観察しながら、メディックは目を細めた。

　カノーラが敬礼を終え、小さく礼をして一歩下がる。

「では、明日の祝典の準備がありますので、私はこれで失礼いたします」

　そして、メディックの肩にぽんと手を置いてベルシオーネを追った。すれ違う時に、耳元で「しっかりな」と言われてしまった。

「俺の報告書、読んでおけよなー！」

　カノーラの背中にそう声をかけて、メディックはふぅと息を吐いた。

「どうにか丸く収まったか」

　ずっと黙りこくっていたラビィも同じようにため息を吐つく。

「あたしが相手したら余計にこじれてたけど……メディック、あんたあれだけ煽ってどうするつもりだったの？」

「平謝りして懲ちよう罰ばつ牢ろうにでも二日三日入る予定だったが、大隊長が出てきてくれたおかげで助かったぜ」

【星】への侮ぶ辱じよくとなれば普ふ通つうならば禁固刑けいで半年、下手をすれば極刑なんてこともあり得た。カノーラが現れてなんとかなったが、あの後平謝りをして、オッカムの口くち添ぞえで二、三日で刑から解放される算段だった。護衛が任務なのに隊長が抜ぬけるという状じよう況きようになるが、あのままベルシオーネに好きにさせるよりはよっぽどマシだ。公衆の面前という状況が理由としては大きいが、リリスの精神状態の保護、【星】としての立場の保護、新型第五元素兵器の出現と【星】の敗北という一応の軍事機密漏ろう洩えいの防止など、守れたものは多い。

　それに彼が牢に入れられたところで、【星】であるリリスにとって不利益を被こうむることはなかった。ラビィもそれがわかっていたからか、苦く笑しようするだけで文句は言わなかった。

「相変わらず算段込みの無む鉄てつ砲ぽうだよね」

「それ誉ほめてんの？」

「誉めてる誉めてる～、超ちよう誉めてる～」

　悪戯いたずら好きそうなニヤケ顔で言われて、メディックは不ふ愉ゆ快かいそうに頭を搔いた。

　そして、俯うつむいたままのリリスのそばに寄って、頭の上にポンと手を置いた。

「……？　こ、この手はなんですか？」

　落ち込んでいたリリスが驚きつつ顔を上げてメディックを見る。

　リリスの瞳ひとみには薄うすく涙なみだが滲にじんでいた。

　彼女がどれだけ我が慢まんしていたのかが丸わかりで、思わず苦笑する。

「いいから、お前は他の【星】と鉢はち合わせても胸張ってろ」

「…………」

「第五元素兵器相手に【星】が生き残ったんだ。それだけの価値はある」

「しかし何もできなかった……ベルシオーネ様の言う通りです……私は……！」

　悔くやしそうに奥歯を嚙みしめるリリスの頭をメディックはくしゃくしゃと撫なで回した。

「何をするのですっ……やめ、やめなさいっ」

　リリスは髪かみの毛をくちゃくちゃにされて逃のがれようともがくが、メディックは問答無用で撫で回す。

「子供のくせに一丁前に悩なやんだりするんだな」

「何故撫でるのです!?」

「撫でたくなったから撫でてる」

「無礼ですよ！　このような仕打ちをしてくる人間は初めてです！」

「つーか、せっかく生き残ったんだから、生きていられることをもっと喜べよ」

「犠牲の上に成り立つ生に意味なんか……いいから撫でるのをやめなさーい！」

「その犠牲を意味のあるもんにするのがお前の役目だろ～。何もできなかったんじゃなくて、リリスが何かを成し遂とげるのはこれからってことで前向きに考えろよ」

「なんなんですかあなたは！　どうしてそうも私に馴なれ馴れしいのですかー！」

　嚙かみつかれそうな勢いになってきたので、メディックはパッと手を引っ込めた。地じ団だん駄だを踏ふみながら憤ふん慨がいしているリリスに、ラビィが肩かたを竦める。

「メディックって基本上から目線で馴れ馴れしいから、慣れるまで時間かかるけど、恐おそらく、きっと根は悪い奴やつじゃないよ、たぶん」

「どうして結構付き合い長いのに、最後のところに確証が持ててないんですかねぇ？」

「だってあんた時々意地悪でクソ野や郎ろうなんだもん」

　追いついてきたフローラも、ラビィの言葉にしみじみうんうんと深く頷うなずいている。

　メディックも自覚があるだけに口答えせずに頭を搔いた。

「とりあえず、ひと目で【星】とわかるその恰かつ好こうじゃ外は歩けねぇ。レイディが服をもってきてくれているから、そっちに着替えるといい」

　言いながらリリスの恰好を見やる。リリスの服は【星】専用の礼装だ。魔ま法ほう士数百人が魔力によって一本一本繊せん維いを作り出し、その糸で編み込まれているため、薄着に見えても防ぼう御ぎよ力は戦車砲をいくら浴びせてもびくともしない。【星】の名を判別させるために個々で差があり、特とく徴ちよう的なデザインをしている。

「何な故ぜ着替える必要があるのです？　【星】は人前に出る時はこの礼装を身につけることが義務付けられています」

「目立ってどうすんだよ。街中を歩く度に国民から跪ひざまずかれたり拝まれたいなら別だがな。周りを見てみな」

　言われた通りにリリスは病院の入口周辺を見回した。

　負傷した兵は跪き、仕事中の看護師、幼い子供までもが膝ひざをついて祈いのっている。「【星】様、どうか我らをお救いください」「【星】様、あなたに祝福を」

　王国民にとって【星】はそれだけ畏れ多く、崇すう拝はいの対象となっているのだ。兵にとっては戦場で代わりに戦ってくれる英えい雄ゆうであり、民たみにとっての【星】は自分達を救う天使なのだ。リリスは彼らの崇拝を受けて、盛せい大だいに戸と惑まどっていた。

「王都を歩いたことが無いのか？　田舎いなかはここまでじゃねぇけど、だいたいどこもこんな反応されるだろ？」

「……王都は、【星】になった時に一度だけ。でも、自動車の中でしたので」

　リリスは肩を抱だきながら、また俯いてしまう。

「私は訓練期間を経て正式に【星】になってからは、ずっと北部戦線にいましたから」

「ん？　お披ひ露ろ目めはどうした？」

　不思議そうにメディックが問う。

　お披露目とは、訓練期間を終えた【星】を国民に周知させるための習わしのことだ。

「お披露目はしていません。二年間の学習と訓練を終えた私は穴あな埋うめのためにすぐに戦地に配属されましたので、国民の前で姿を晒さらしたことは一度もありませんでした。私が再臨したのは多くの【星】が失われた年で、それ以来【星】の再臨が激減したらしく、配備を急ぐためにお披露目が行われない【星】が増えたらしいです」

　メディックはわずかに目を細めた。

「ケートゥ、イドゥル、そして【七星】だったグリューエル。他にも七名の【星】が同時に失われた年です」

「……アルスタイン平原の戦いか」

「ご存じなのですか？　もしかして、貴方あなたもあの戦場に？」

　リリスの問いにメディックは押し黙だまる。

　第五元素兵器・Ⅲナンバーズ『ヨルムンガルド』。

　確かく認にんされていた元素兵器の中で最も巨きよ大だいであり、ナンバーズと呼ばれる特とく殊しゆな機体だ。

　体内には単独飛行を可能とするアンガースケールと呼ばれる兵器を収納しており、鋼国兵がそれに騎き乗じようする竜りゆう騎き兵へい団の存在も当時の王国にとっては脅きよう威いだった。

　急きゆう遽きよかけつけた星々と直属大隊は壊かい滅めつしたが、海かい淵えんノ星『グリューエル』の特とつ攻こうによってヨルムンガルドは撃げき退たいされた。北部戦線最大規模の戦せん闘とう、『アルスタイン平原の戦い』の結末は記録ではそういうことになっている。

　その戦いで多くの【星】を失った王国は、王都待機状態だった【星】や再臨したばかりの【星】を穴埋めとして戦場に送り込むはめになった。あの戦いの後すぐにリリスが再臨したとすると、グリューエルの死後間もなくということになる。

　思うところはあったが、メディックは頭を振ふって思考を切り替えた。

「……軍人なら誰だれでも知ってる。じゃあ、リリスは王都のことをよく知らないんだな？」

「歩いたこともありません」

　メディックが腰こしに手を当てながら、神しん妙みような顔つきになる。

「なら、この後どうするかは決定だな。パレードの準備まで二日ある。それまでに回れるといいが……」

　丁度その時、病院の入口から紙かみ袋ぶくろを持ったレイディがやってくる。

　リリスは怪け訝げんそうにしながらメディックを見上げた。

「任務ですか？」

「これも仕事だから付き合えよ」

「私が【星】としてできることは、戦闘以外には……いったい何をするのです？」

　メディックは親指をおっ立てて、白い歯を煌きらめかせながらニッと笑った。

「そんなの──王都観光に決まってるだろ？」

　その時の、なんともいえないリリスの表情は今までで一番人間らしかった。

　何言ってんだこいつ……そんな言葉が滲み出るかのようであった。







　王都は北には山、南には海、西には大河が存在し、およそ都が築かれる環かん境きようとして隙すきの無い場所にある。王城が丘おかの頂上に君臨しており、その城を中心に街が円形に広がっている。城には王族、その近辺に【星】が暮らし、さらにその周辺が貴族及および富ふ裕ゆう層、端はしに行くほど貧ひん困こん層の居住区になっていく。

　王都というだけあって入り組んでいて、初めてこの都に入った者は例外なく迷めい路ろに迷い込んだ印象を受けるだろう。

　大陸は一〇年前までは帝てい国こく、連れん邦ぽう、王国に三分ぶん割かつされていたが、最も【星】の所属数の多かった王国の躍やく進しんにより統一され、鋼国の大侵しん略りやくまでは北東に元連邦首都、北西に元帝国首都、南に現王国首都と三つの主要都市があったが、元帝国首都は現在鋼国の臨時拠きよ点てんとして占せん領りようされている。元連邦首都も今は王国の軍事拠点という色合いが強いため、大都市と呼べる場所は王都しか存在しない。

　国内で最も人が多く集まる場所だ。多くの観光名所が存在し、戦時中とは思えないほど平和で賑にぎわっている。パレードを二日後に控ひかえていることもあり、王都入口から城へと続くメインストリートは大賑わいだった。

「……すごい……」

　道行く人々や露ろ店てんの数々、煌びやかに装そう飾しよくされた大通りを見て、リリスは大きく目を見開いたまま感かん嘆たんの声を上げた。

　リリスは高台から手すりに摑つかまりながら身を乗り出している。その姿は年相応の少女そのもので、彼女を【星】だと思う者は一人も居ないはずだ。

「ここからなら王都を一いち眸ぼうできる。ま、中に入ってみると入り組んでいて狭せまい印象を受けるんだが、迷うと抜け出せないほど広いんだわ」

　手すりに腰を預けて座りながら、メディックも都を一眸する。

　彼も王都に戻もどったのは久々だった。自国ながら美しい都だと思う。少なくとも街中で兵器や軍服の人間を見かけることは希まれだし、戦時下にあることを忘れるほどに平和だった。

「こんなに人がいたなんて驚おどろきです……いったい人口はどれぐらいなのでしょう」

「ざっと一二〇万人になるかね。国内経済の八〇％が動いている場所だからな」

「一二〇万人……都一箇か所しよにそれだけの人間が……」

「都外の人間も合わせれば二〇〇万人はくだらないんじゃないか？」

　メディックの話に、すごい、すごいすごいと小声で呟つぶやくリリスを横目で見ながら、メディックは小さく笑った。

「リリス、出身は田舎か？」

　リリスはハッとして手すりから手を放し、顔を赤くして下を向いた。

「だ……だったら、なんだというのです。そりゃあ、田舎でしたけど……」

「別に恥はじるようなことじゃねーだろ。俺だって湿しつ気けのうぜぇ港町出身だし」

「なにゆえ……突とつ然ぜん故郷の話など……」

　なんだかモニョモニョしながら口を尖とがらせている。

　メディックは巻紙に火をつけながら眉まゆを顰ひそめた。

「別に他意はないぜ？　しばらく一いつ緒しよにいるんだし、出身を聞くぐらい普ふ通つうだと思うが」

「【星】のプライバシーというか、人間だった頃ころのことを聞くのは失礼に値あたいしますよ」

「今まで仲間にこういう話をしてこなかったのか？」

「あ、あなたのように馴れ馴れしく聞いてくる者は一人もいませんでしたっ……！」

　声を少し上ずらせながら言われて、メディックは困ったように頰ほおを搔かいた。

　故郷に嫌いやな印象でもあるのだろうか……。

【星】は【星】になる時、切っ掛かけになるような『感情の爆ばく発はつ』があると言われている。【星】になった時の出来事、いうなれば原点オリジンを尋たずねることは御ご法はつ度ととされていた。

　慣れた態度で接しているメディックであったが、内心彼も戸惑っていた。

（まいったぞ……正直、何をしゃべっていいかわからん）

　元々馴れ馴れしい性格ではあったが、実のところメディックはリリスの相手をすることに若じやつ干かん緊きん張ちよう感を抱いだいている。今まで出会った【星】達はどこか破は綻たんしていて、やたらと偉えらそうだったり、こっちのことをそのへんの蟻あり程度にしか思っていなかったり、皆人間の上位種であるという自負を持って接してきた。つまりほとんどの【星】は元人間でありながら、人間に対して『守るべき下等な種族』であるという認にん識しきを持っていた。

　メディックが【星】に対して物もの怖おじしないのは元々の性格というのもあるが、星ほし守もり部隊という特殊な集団を動かす上で、そういった態度の方が動きやすい場合もあるからだ。

　しかしリリスは違ちがう。ラビィの言う通り【星】でありながら年相応の少女に近い。ラビィは一七歳だが垢あか抜ぬけているし、ベルシオーネは【星】ではあるが手玉に取りやすい。

（性格はグリューエルに似てねぇしな……彼女はこんな礼れい儀ぎ正しい跳はねっ返りみたいなめんどくさいところは……）

　そこまで考えて、メディックは頭を搔きむしった。

（……やめよう。何考えてんだ俺は、二人を比べるとかクソッタレにも程ほどがある）

　リリスを見ているとグリューエルの顔がちらつくのは事実なのでどうしようもないが、警護対象にいちいち感情移入していたら仕事にならない。

　メディックが思い悩なやんでいると、正午を知らせる鐘かねの音が王都全体に鳴り響ひびいた。

「メディックさん、あれは何です？」

　街の中心部をリリスが指さす。そこには跪いている巨大な女め神がみ像があった。像は鐘の音に呼応するかのように動き出し、顔を擡もたげて空に手を伸のばし始める。

「この世界で最初に出現した【星】を模したカラクリ像って話だ。正午の鐘に合わせて空に手を伸ばすように出来てる」

「空……？」

　その時、地平線の向こうから何かが昇のぼってくるのが見えた。

「あれは……星ほし影かげですか!?」

　巨大な星の幻げん影えい、星屑魔法スターダスト使用の前兆だ。星影が現れる理由は諸説あるが、星屑魔法スターダストは周囲一帯を壊滅させるだけの破壊力を有しているものがほとんどであるため、危険信号的な役割を果たしていると言われているがはっきりとしたことはわかっていない。

　空に昇っていく星影は、円えん盤ばん状の環わを携たずさえた碧みどり色の巨大惑わく星せいだった。

　星影は丁度女神像の真上まで昇ると上じよう昇しようを停止した。

「今日は碧へき凱がいノ星か……【七星】の中でも星影が一番巨大だから、見み応ごたえがある」

「た、大変ですよ！　【七星】の星屑魔法スターダストとなれば大惨さん事じが予想されます！　皆さんを逃にがさないと！」

「はい!?　いやいや待て待て待て待て待て！」

　駆かけ出そうとするリリスの肩かたを摑んで引き留める。

「何な故ぜ止めるのですかっ！　王都の人達が危険です！　星屑魔法スターダストは危険なのですよ！」

「落ち着けっ、レクリエーション！　これレクリエーションだから！」

　説明しようとしたその時、王都の中央から碧色をした光の柱が空に向かって放たれた。空に昇る流星の如ごとき魔ま法ほうは、空まで伸びると途と中ちゆうで拡散し、碧の粒りゆう子しとなって街に降り注いでいく。まるで光の雪が降っているようで幻想的だ。リリスも逃げるのをやめてその光景に見入っている。

「週に一回、正午の鐘に合わせて女神像が動き出して、【七星】の星影が昇るんだ。七星は空へ向けて星屑魔法スターダストを放ってその威い光こうを国民に示すのさ」

　手すりから腰を離はなし、メディックは大きく伸びをする。

「王都は【七星】が守っている。それを知らせて国民を安心させるのが目的らしいが、そういうの抜ぬきにして、王都名物みたいなもんだと思え。単純にこれをやると国民が喜ぶ。実際、綺き麗れいだろ？」

　その問いかけに、空を見上げながら呆ほうけているリリスは瞳ひとみを揺ゆらした。

　舞まい散る碧の粒子は碧凱ノ星の魔力ではあるが、すでに殺傷能力は無く、手の平で受け止めるとほんの少しの温ぬくもりと共に空気に溶とけていく。

「はい……とても、美しいです」

「戦うだけが【星】の仕事でもないんだろうよ」

　リリスは手の平の上にのった魔力の感かん触しよくを嚙かみ締しめるように拳こぶしを握にぎって、コクンと小さく頷うなずいた。メディックはリリスの現在の姿をまじまじと見つめ、小さく笑う。

「夜逃げ部隊の軍服、意外と似合ってるじゃんか」

　ストレートな感想に、リリスはハッとしてスカートの裾すそを引っ張り下げた。

　彼女は現在、【星】の礼装ではなく星守部隊の軍服を身につけていた。病院での手続きが済むまでの間にレイディにフローラのお下がりを持ってこさせておいたのだ。

「あ、あまりじろじろ見ないでください……！」

「？　似合ってるんだからいいじゃんか」

「そういう問題ではありません……！　着慣れていないというのもありますが、どうしてこうもスカートの裾が……」

「魔法士が着る軍服見たことねーの？　魔法士は体内の魔力を外に放出して魔法を扱あつかうから、なるべく肌はだを露ろ出しゆつさせた方がいいんだ」

「それは数年前の話でしょう!?　現在は繊せん維い師の技術が向上して、魔力を透とう過かしやすい魔法繊維が使われているんです！　私の大隊の魔法士達は軍人然とした軍服でしたよ！」

「星守が設立された当初はまだこういうのが主流だったんだ」

「あなたは露出が高くない普通の軍服じゃないですか！」

「俺のは損傷が激しすぎて新調してもらったから最新なだけだ。つか、言うほど露出高いか？　脚あしだけだろう？　もっと昔の女性魔法士は下着を穿はいてなか──」

「は、破は廉れん恥ちです！　いけません～！」

「いや、俺は普段お前が着てる礼装の方がむしろ──」

「わー！　うわー！　そういう目で私の礼装を見ていたのですかあなたはー！」

「は!?　いやいや俺はお前みたいなガキに興味ねぇし！」

「そ、それ以上私を見ないでください……【星】の権限を行使してあなたに私を見る権利を剝はく奪だつします！」

「じ、自意識過か剰じようにもほどがあんだろ……！　あーわかっちゃったもんね、お前そういうこと言って俺にロリコンのレッテル張る気だな！　ラビィが入隊した時同じことされたからわかるんだぞ！　あいつが入隊してから一ヶ月間も俺はロリコン呼ばわりされたんだ！　そうはいくか、いくら巨きよ乳にゆうだからってお前みたいなしょんべんくさいガキは御ご免めんだね！」

「しょん──!?　あなたみたいな下品な人は初めてです！　【星】に対してどうとか以前に、あなたは人として最低では!?」

「変な勘かんぐりしてきたのはお前だろうが！　似合うって誉ほめただけだろうによぅ！」

「先ほどからまたお前お前って！　私の名前はリリスです！」

　言い争いが次し第だいに白熱していった時、ようやく他メンバーがやってきた。

　三人は両手に何かを持っている。口論をしている二人を見て、ラビィが小首を傾かしげる。

「どったの二人とも？　なんか仲良くなってる？」

「仲良くなどなっていません！　私はこの人に、セ、セクハラをされていたんです！」

　セクハラと聞いても、三人はさして驚きもしなかった。

「あー、されたされた、あたしもされた～。【星】にセクハラって極きよつ刑けいだったよね？」

「リリス様、それは致いたし方かたのない事なのですわ。この男は脳が睾こう丸がんでできているのです」

「メディック、オープンむっつりだから」

「──お前ら少しは隊長を庇かばおうとかそういう気持ちは無いのかね!?」

　もの凄すごくぞんざいな扱いに喚わめくメディックを無視して、改めて三人がリリスをまじまじと見つめた。

「!?　あなた達まであまりじろじろ見ないでくださいっ」

「いや、メディックじゃないけどさ……【星】がうちの軍服着てるってだけなのに、なんかこう、妙みような背徳感があるわよね。すごい似合ってるけど、なんか、エッチじゃない？」

「それはちょっとわかりますわ。王族が下しも々じもの衣服を身につけているのと同等ですからねぇ。なんというかこう、神聖なものを汚けがしてしまったような背徳感がありますわ」

「案外俗ぞくっぽいのが似合うのかもね。俗物デビューおめでとう」

「何がおめでとうなんですか!?」

　リリスは困こん惑わくと憤ふん慨がいを同時に抱く。

「なんなんですか、この人達……！」

　憤慨しながらスカートの裾を伸ばそうとしていると、ラビィが近づいてきてずいっと右手に持ったものを差し出してきた。

　鼻の先に突つきつけられたそれは、コーンカップに乗った紫むらさき色の氷の塊かたまりだった。

　困惑するリリスの前で、ラビィが紫色の塊をぺろりとひと舐なめする。

「ほい、王都名物のウォームキャンディ。王都にきたらこれは食べておかないとよ」

「きゃんでぃ？」

「ほれ～、どしたーどしたー、おねーさんの奢おごりだぞ～、くいねーくいねー」

「俺の奢りだろうが……！」

　自じ慢まんげにするラビィにメディックが口を挟はさむ中、リリスは大きな目をパチパチとさせながら目の前のウォームキャンディを見つめる。見た感じ冷たそうな氷の塊だ。子供の頃ころに一度だけ食べたことのある氷こおり菓が子しのようなものだろうかとリリスは推察する。ラビィがさらに突きつけてくるので、リリスはおずおずとキャンディをひと舐めした。

「え……温かい？」

「んふふ～不思議でしょ～。見た感じただの氷なのに人肌よりあったかい。それなのにこの寒空の下で湯気も立たない！　製法がいまだに秘ひ匿とくされている王都の名産スイーツよ」

　ラビィから受け取って、リリスはペロリとキャンディを舐める。ほのかに葡ぶ萄どうの味と、紅茶のような香かおりが口いっぱいに広がるのが特とく徴ちようだ。不思議な味だが、美味であることは間ま違ちがいなかった。

「……美味おいしい」

　甘いものとは無む縁えんの生活をしていたというのもあるが、娯ご楽らくで食事をするという経験が無かったため、リリスは自然と顔がほころんでしまっていた。

　のほほんとした顔でラビィとレイディが眺ながめていることに気づいてリリスはハッとした。

「いやぁ、甘い物食べて幸せそうにしてる女の子って見てて幸せになれるわよね～」

「【星】の方でもやっぱり甘い物は好きなんですのねぇ。不意打ち大成功ですわ～」

「ぅ……あぅぅ……」

　二人に微笑ほほえまれて、リリスは顔を真っ赤にしてうつむいてしまう。

「おーい、そろそろ行くぞ。ぼさっとしてっとすぐ日が暮れちまうからな」

「ちょ、ちょっと待ってくださいっ、どこへ行くというのですか!?」

「だから観光だって。一いつ緒しよに王都を見て回ろうぜ」

「こうして高いところから見み渡わたすだけじゃないんですか!?」

「そんなん観光って言わないだろ？」

　大きく伸びをしながら振ふり向いて、メディックが下層への階段へ向かう。他のメンバーも彼の後を追った。

「今日は蒼そう天てんノ星はお休みっつーことで、肩の力抜ぬいていこうぜ～」

[image: ]

「ねぇね、メディック、お昼何食べる？　奮発してガーナリーズのランチとか!?」

「ラビィ、お前わかってねぇなぁ。雑誌に載のってるような店なんかダメだぜ。王都がホームの俺達玄人くろうとが勧すすめるべきは知る人ぞ知る店ってやつだ」

「……まさかいつもの安あん寧ねい堂どうのランチセットじゃないよね？」

「さすがフローラ！　俺の一番の理解者！」

「この方に期待するのはよしましょう。【星】にあんなところの粗そ食しよくなど食べさせては極刑もありえますわ。ガーナリーズに決まりです」

「レイディ、勘弁してくれ……あそこ高いだけで量も少ないし味もたいしたことないじゃねーか。奢ってくれるなら喜んで行くけどよ」

「──ちょ、ちょっと皆みなさん、待ってください！」

　周りをキョロキョロと見回したり自分の姿を恥はずかしがったりしながらも、リリスは置いて行かれないように慌あわてて彼らの後を追うのだった。




　　　　※　※　※




　王都の壁へき門もんをくぐりながら、古びたトラックの荷台に乗った男は煌きらびやかな街を見上げていた。風よけのフードに雑ざつ囊のうを一つ肩にぶら下げただけの粗末な恰かつ好こうをした男だったが、妙にギラギラと輝かがやく瞳の眼光はまるで軍人のそれだった。

　仇かたきでも見るような視線で、男は王都を睨にらんでいる。

　荷台に座るもう一人の同乗者が、彼の横顔を見ながらパイプを吹ふかす。

「兄ちゃん、王都は初めてか？　そんな目でここを睨みつけているってことは、あんた敗戦国の軍人さんか何かだろ？」

　男は同乗者を無視して街を睨み続けている。

「愛あい想そのねぇ野や郎ろうだな。裕ゆう福ふくな連中を見上げるだけ見上げてのたれ死に……あんたみたいな連中はごまんと見てきた。王都には何しにきた？　一発当てようとか、女引っ掛かけようとか、せこい商売でも始めようって面つらじゃねぇよな」

「…………」

「もしも何かよからぬことを考えているってんなら、東に行きな。三番街の路地裏に片目の無い男だん娼しようがいる。そいつに話かけてみなよ」

　同乗者は帽ぼう子しの鍔つばから目を覗のぞかせ、品定めするかのように男を見ている。

　そこで初めて、男は同乗者に視線を移した。

「……帝てい国こくの人間か？」

「いんや、だが帝国残党に縁ゆかりの者と何人か知り合いなだけだ。別に敗戦国の人間じゃねぇからって、王国を恨うらんでないなんて道理はねぇよ」

「何な故ぜオレがお前達と同類だとわかる？」

「長年そういう連中との付き合いがあるんで、目を見りゃわかる。あんたにとって王国は敵……そうだろ？」

　男は無表情に同乗者を見下ろしながら、一度だけ頷うなずいた。

「なんなら名めい刺し渡しとくぜ。俺の紹しよう介かいだってんなら、お仲間に入れてくれるだろうよ」

　帽子の裏からスッと名刺を取り出し、差し出してくる。

　男はしばしそれを見つめていたが、素す早ばやく受け取った。同乗者は、男の手を見て、少なからず驚おどろいた。男のバンデージで巻かれた手が、鋼はがね色をしていたからだ。

「その腕うで……義手か？」

「いいや。これは俺の腕だ」

　その時、風が吹いてフードで隠かくれていた男の右顔面が見えた。

　同乗者はパイプを荷台に落とし、絶句する。

　何故ならば。

「あんたいったい、何者だ……？」

「先ほど貴様は、俺に所属を聞いたな。答えてやろう」

　彼の眼球は機械そのものだったからだ。

　男が太陽を背に顔に暗い影かげを落とす。赤に変わった眼光に同乗者は竦すくみ上がった。

「俺はオフィクス──鋼国の第五元素兵器だ」

　その瞬しゆん間かん、悲鳴を上げることなく、同乗者の意識が完全に途と切ぎれた。







　車から降車し、オフィクスはフードを被かぶり直して大通りから路地裏へと入り込んだ。

　進む方角は東だ。同乗者から聞いた情報を精査すれば、王都の東側の貧ひん困こん街は帝国と連れん邦ぽうの残党が集まり、地下に潜せん伏ぷくしているとのことだった。

　丁度いい隠れ蓑みのになる。計画発動までの二四時間は、レジスタンス共のアジトに潜伏するのが最適解であるとオフィクスは判断した。

　路地裏のゴミ捨て場で足を止め、しゃがみこんで手に摑つかんだものを地面に置く。

　それは同乗者の頭だった。名乗った直後、あの場で同乗者の頭を引き抜ぬき、身体からだはエーテル粒りゆう子しによって瞬時に消しよう滅めつさせた。オフィクスは右目の機械でできた眼球から赤外線のような光を放ち、同乗者の頭に照射する。

《インプット開始──人種・連邦系白色人種、血液Ｆ型、性別・男性、年ねん齢れい・二七──コーティングを開始します、よろしいですか？》

「許可する」

　脳内に響ひびく人工知能の声に返事をすると、オフィクスの顔が変わり始めた。

　皮ひ膚ふが波打つように蠢うごめき、同乗者の頭と同じものに造り替かえられていく。

　変異が完かん了りようすると立ち上がり、オフィクスは顔面を軽く揉もんだ。

　終えると幾いく分ぶん気にくわなそうに舌打ちをして、路地裏のさらに先へ進む。

「存外、屈くつ辱じよく的なものだな、他人に成るという行こう為いは……！」

　そう零こぼしながら、出来たばかりの顔を歪ゆがめる。

「こんなものは、鋼国騎き士しである俺の仕事であってはならない……だが……！」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたように歯を食いしばり、オフィクスは目を鋭するどく細めた。

　──鋼国は大陸外の超ちよう侵しん略りやく国家である。独自の蒸気機関の技術躍やく進しんにより発展した国だったが、別大陸の巨きよ大だいクレーターの採さい掘くつ中に第五元素兵器の元となる機械生命体を発掘。その過程でエーテル粒子と呼ばれる未知の元素を発見し、コントロールすることに成功。蒸気戦車や機械化歩兵装備へのエーテル技術の転用だけでなく、第五元素兵器の完成により別大陸を制圧。その後、長年に亘わたりいくつもの大陸を手中に収めていった。

　だが鋼国の世界侵略の道は、この大陸独自の異能生命体、【星】に阻はばまれていた。魔ま法ほうの力を扱あつかえる者はこの大陸にしか存在せず、鋼国では未知の力である。

　鋼国の技術者や生物学者達は、この大陸の人間が第五元素兵器と同じく、太古のロストテクノロジーによって生まれた特とく殊しゆな生命体であると推察しているが真相は定さだかではない。

　鋼国にとって【星】という存在は未み曾ぞ有うの脅きよう威いだった。

『無様だな、オフィクス』

　蒼天ノ星『リリス』を仕留め損そこない、得体の知れない兵士からの反はん撃げきに遭あったオフィクスは前線本部へと帰投し、第五元素兵器・Ⅷナンバーズ『アラクネー』の操者、マロイ・アナベルド伯はく爵しやくへ報告を行った。

　鋼国の特権階級を有するマロイは、オフィクスの知る限り俗ぞく物ぶつの塊かたまりだ。第五元素兵器にとって戦果を意味するのは【星】を討うつことと考えているオフィクスとは違ちがい、彼は虐ぎやく殺さつを好む男だった。ある意味、侵略国家である鋼国人としては全まつとうな貴族である。

『貴様は蒼天ノ星を捕とり逃にがした挙げ句、名も無き魔法士によって撃退されたと、そういうことでいいのだろう？』

　豪ごう奢しやなデスクで食事をしていたマロイは、跪ひざまずくオフィクスを見下ろしていた。

　オフィクスは床ゆかについた拳こぶしを握にぎりしめながら怒いかりを堪こらえ、肯こう定ていを返した。

『半同化体の新型が聞いて呆あきれる。初うい陣じんで【星】を仕留めてみせると大おお見み得えを切っておいてこの体ていたらくとは……公こう爵しやく共も余計な者を送って寄よ越こしたものだよ』

　レアの肉を口に運び咀そ嚼しやくする仕草さえも、マロイの態度はオフィクスを嘲あざけっているようだった。オフィクスは、第五元素兵器と人間の半同化実験の産物であり、他の操者とは一線を画する存在だった。

　故ゆえにオフィクスは異い端たんとされて爵位を持たず、正式な操者としても、第五元素兵器のナンバーズとしても認められておらず、量産型と同じ扱いだった。オフィクス自身そのことを卑ひ下げしたことは一度もなく、他の操者の誰だれよりも己おのれが優すぐれていると自負していた。

　地位にしがみつくような性しよう分ぶんではない。だが見下されるのは許せない。

　だからこそ初陣で【星】を仕留め、己の力を驕おごり高ぶる伯爵共に見せつけようとしていたが……結果は苦いものとなった。

　マロイはグラスワインを一口含ふくみ、渋しぶそうな顔をする。

『……この大陸のワインだけは一流と聞いていたが、ダメだなこれは。薄うすい上に渋いだけの水でしかない。おお、まるで貴様のようではないかオフィクスよ』

『…………』

『故郷の味だぞ。貴様もよく味わうといい』

　マロイがグラスをオフィクスの頭上で傾かたむけて、ワインを浴びせる。

　故郷とマロイが言った通り、オフィクスはこの大陸の出身者だった。出自は自分自身でもわからない。実験体として拉ら致ちされただけの子供であり、過去の記き憶おくは抹まつ消しようされている。それを嘆なげいたことは一度もないし、自分にこのような力を授さずけてくれた鋼国には感謝こそすれ恨むような気持ちは無い。

　だが、この国の貴族主義にだけはうんざりしていた。

　頭を下げたまま、オフィクスはマロイの行為を甘んじて受け入れる。

『落とし前を、つけさせていただきたく』

　重く慎しん重ちような声で、オフィクスは言った。マロイは食事を続けながら肩かたを竦める。

『【星】の討とう伐ばつは成らなかったが、敵拠きよ点てんの占せん領りようは完了した。いいだろう、汚お名めい返上の機会を与あたえてやる』

『ありがたき幸せにございます』

『そうだな……私もそろそろ戦果を挙げねば公爵共に小言を言われる。敵の北方司令部に一いつ斉せい攻こう勢せいをかける。その間、貴様には【星】共の撹かく乱らんでもしてもらおうか。王都へ向かい、単騎で暴れてこい』

　オフィクスはこの時初めて顔を上げ、マロイの顔を睨みつけた。

『貴様にならできると踏ふんでの采さい配はいだが、不満か？』

『……いえ、何も不満などありません。しかと敵の注意を惹ひきつけてみせましょう』

『おお、注意を惹くだけでよいのかオフィクスよ。王都には【七星】が四人いる。その中の一人でも討ち取ってみせれば貴様の汚名は全すべて雪そそがれ、ナンバーズの一つに数えられるのも夢ではあるまいよ？』

　言葉に含まれているのは変わらず嘲りだった。マロイはこの撹乱でオフィクスが無む謀ぼうな特攻を行い、散ってしまえば一石二鳥だと考えているのだろう。しかしオフィクスは、悲観や嘆きなど抱いだくような惰だ弱じやくさは持ち合わせていない。

　潜入のために武装は最小限。流体結けつ晶しよう化エーテル製のブレードウィングも、肘ひじに備え付けられていた射しや突とつ兵器のブルワークパニッシャーも搭とう載さいされていない。

　だが、その程度のことは、オフィクスにとって何ら問題ではなかった。

「ここで散るつもりはない……！　どのような手を使ってでも、鋼国に俺の力を知らしめる……！」

　──それが、自分を造ってくれた亡なき恩師へのせめてもの報むくいなのだから。

　オフィクスは決意を胸に、路地裏の闇やみに消えていくのだった。




　　　　※　※　※




　昼食の後、リリスは夜逃げ部隊に引っ張り回されて存分に王都を観光することになった。

　多大な功績を残した七星達の像が並ぶ英えい雄ゆう通り、魔力によって一年中桜が咲さき乱れる記念公園、一面タイルが敷しき詰つめられ紅茶の香かおりが漂ただようチョコレート広場。

　……など、まっとうな観光スポットに行くつもりだった。

　しかし休日かつ星影が昇のぼる日ということもあり、どこも人でごった返していたため、メジャーな場所へはほとんど訪おとずれることができなかった。

　行ったのはメディック達が普ふ段だん訪れるような、庶しよ民みん染じみた何気ない場所ばかりだった。

　それでもリリスはどこへ行っても目を輝かがやかせ、いちいち感激しているのが見て取れた。

　しかし表面上は穏おだやかに見えても、時折リリスは表情の裏に影を落としていた。

「…………」

　美しい街並みも、幸せそうな町の人々のことも、まるで別世界を見つめるようだ。

　日も落ちかけて、屋台で夕飯を買っている仲間達の後ろで、リリスは夕ゆう陽ひを見上げている。メディックは串くしに刺ささった腸詰めを口に咥くわえながら、彼女の横に立って並んだ。

「……自分にはこんな日常を謳おう歌かする資格はない、とか思ってるのか？」

　彼の一言にムッとしながらも、リリスはメディックを見る。

「あなたに何がわかるのですか……と言いたいところですが、残念ながらその通りです」

「お？　意外と素す直なおじゃん」

　ますますムスッとした顔をされて、「悪い、茶化した」と両手を上げる。

「町、綺き麗れいだったか？」

「はい。とても美しかったです」

「みんな楽しそうだったか？」

「ええ。みなさん、笑え顔がおでした。でも、私は──」

「全部お前が守ったんだぜ」

　顔を上げると、メディックはリリスの目をじっと見つめ返していた。

「お前やお前の直属大隊があそこで踏ん張ってなきゃ、敵の第五元素兵器は北方司令部を落としていただろう。あそこを突破されれば、山脈のルートを敵に奪うばわれていた。そうなれば、王都への侵しん攻こうを許していた可能性だってある」

「…………」

「お前はよくやったんだ。少しぐらい休んでも、誰も文句は言わねぇよ」

　慰なぐさめのつもりで言ったわけではなく、メディックは結果をそのまま口にしたつもりだった。リリスだけではなく、前線の【星】達は戦場に常在し続け、精神を磨すり減らしている。王族や軍部の人間は、【星】が常人とはかけ離はなれた強さを持っていると思っているが、それは大きな間ま違ちがいだ。精神面は人間と何も変わらない。戦せん闘とうに勝利しようが敗北しようが、緊きん迫ぱく状態の続く環かん境きように身を置き続けるというだけで心は病やんでいく。

　そして戦場で作った傷は必ず日常にも持ち帰ることになる。

　リリスの目から光が消えていくのをメディックは見ていた。

「……メディックさんは、仲間を戦場に置き去りにして、私だけ休めというんですか？」

　戦場の闇を背負うということ。

　それは、戦場にしか居場所を見いだせなくなるということでもある。日常に帰っても、自分は兵士であるという植え付けられた強迫観念が、心を戦場に引き戻もどしてしまうのだ。

「わかるんです……私の居場所はここではありません」

　今のリリスの心は、いまだ戦場に釘くぎ打たれたまま悲鳴を上げていた。

　メディックにはそれがよくわかった。過去に同じ状態になったことがあるからだ。

　まだ少年兵に過ぎなかった頃ころ、彼もまた多くを失い、己を責めた。そして言葉を失うほどに追い詰められながらも戦場に留とどまろうとした。

　理由は、失ったという現実から逃げるためだった。

「……お前にだって帰る家はあるだろう」

「そんなものはありません。私の家はとっくの昔に跡あと形かたも無くなっています。家族も死にました。だから私の家は、仲間が死んでいったあの場所です」

「…………」

「帰らなきゃ。みんなが待ってるんです」

　唐とう突とつにリリスはその場を去ろうとした。

　メディックは黙だまって彼女の手を摑つかんで引き留める。

「放してください」

「嫌いやだね」

「どうしてですか」

「放ほうっておけるか」

「仕事だからでしょう？　私が壊こわれてしまわないように上から命令されたんですよね。大だい丈じよう夫ぶです、もう戦えます。放してください」

「戦場へ戻ってどうするつもりだ。あそこにお前の仲間はもういねぇ」

「いますよ。遺体も魂たましいも、まだあの場所に残っている。私は戦うんです。仇かたきを取るんです。命を犠ぎ牲せいにして守ってもらったんです。だから私も敵と刺し違えてでも──」

「甘ったれんな。命に対して命で返したって帳ちよう尻じりはあわねぇんだよ」

「……っ」

「お前、玉ぎよく砕さいしてすっきりしたいだけじゃないのか？」

　リリスは涙なみだで濡ぬれた顔で怒りをメディックへ向けた。

「あなたに何がわかると言うのですか！」

　改めて同じ言葉をメディックにぶつける。

「だったらなんだと言うんですか!?　私は何もできませんでしたっ。大隊を犠牲にしても、たったの数分しか戦うことができなかった……！　それなのに、都を守っただなんて胸を張れるわけがないじゃないですか！」

「…………」

「ずっと守られてきたんです……大隊の皆みなさんや近この衛え分隊の人達、歳としの近かったカターシャやドロレス、フレイにも！　お父さんもお母さんも……！　みんな、みんな私を守って死んでしまったのに！」

　メディックから無理矢理腕うでを引き離して、リリスは両手で顔を覆おおって平和な街並みそのものに震ふるえていた。

　彼女の瞳ひとみの奥に映っているのは、美しい王都ではなく荒あれ果てた戦場だった。

「だから私は戦わなくちゃいけないんです……命を懸かけるしか……それでしか返せないんです……私にはもう、それしか……っ」

　リリスはうわごとのように同じ言葉を繰くり返す。戦わなくちゃ、守らなくちゃ。子供が口にするような言葉ではない。一五歳の少女が、死に場所を探すために戦場に出るなんて、そんなことがあっていいはずがなかった。

　メディックは心の中で自じ嘲ちようした。

（この子は……グリューエルではなく俺に似ているのかもしれない）

　この歳になっても、リリスの言葉の数々に共感してしまっている自分がいたからだ。

　誰だれ一人守れなかった少年時代の自分とリリスを重ねてしまっている。だからどうしてもリリスと話す時は口調が厳しくなってしまう。

　合が点てんがいった。ならば否定してもダメだ。何を言っても、こうなってしまったらリリスは目を離した隙すきにいなくなってしまうだろう。メディックは現実的な大人の言葉を捨てることにして、リリスと向き合った。

「リリス」

　虚うつろな目をこちらに向けたリリスに、メディックは左手に持っていたものを突つきつけた。

「──うまいぞ、ほら食え」

「!?」

　油断したリリスの口に食べかけの腸詰めを突っ込んだのである。

　リリスは腸詰めを口に咥えたまま、訳がわからずおろおろとしていた。

　メディックはリリスの肩かたに手を置いた。

「俺が悪かった。そういう理由があるならお前が戦場に行くのをもう止めはしねぇよ」

　頰ほおを流れる涙の雫しずくを指で拭ぬぐってやりながら、メディックは目を細めて声こわ音ねを抑おさえた。

「だが、今すぐ行くっていうなら俺達もついていくから覚かく悟ごしろ？」

「……もご？」

「何な故ぜって……お前な、俺達は近衛分隊の代わりだぜ？　そりゃついていくに決まってるだろ。一いつ緒しよに戦って玉砕したいっていうなら付き合う。言っとくが、目を盗ぬすんで抜ぬけ出してもおっかけるからな？　俺達の追つい跡せき能力舐なめんなよ？」

「むむも！　ももみむめめもも！」

「それが嫌だったら、直属大隊が再編制されるのを待つんだな。なに、焦あせらなくてもすぐ戻れる。どうせならちゃんと準備して戦力もあったほうがいい」

「む……むぐ」

「ひとまず落ち着けよ。そもそもどうやって行くつもりだったんだ？　飛ぶのか？」

　リリスは口をモゴモゴさせながら、身み振ぶり手て振ぶりで説明しようとしたが、やっているうちに冷静になってきたのか、しゅんと肩を落とした。へへへ、と笑いながらメディックがリリスの頭を撫なでる。リリスは嫌がってその手から逃にげようとした。

　そんなことをしていると、

「──十中八九魔ま力りよく切れで墜つい落らくするわ。山脈手前で落ちちゃって回収されるのがオチ。格好悪いからオススメはしないわね」

　ホットドッグセットが載のったトレイを持ったフローラが二人のやりとりに口を挟はさんできた。レイディとラビィもポテトを摘つまみながら横に並んで見物していた。

「そうですわねぇ。仮にわたくし達がついていくとしても輸送機を用意しなくてはいけませんし、アーサリーさんに用意させるにしても所属不明機扱あつかいになりますから味方に撃うたれる危険もありますわ。今すぐというのはあまり現実的ではないですわねぇ」

「うぐっ、えぐっ、リリズぢゃん大変だっだんだねぇ……一五歳なのにそんなに思い詰めていだなんで～！　いぐならあだじもづいてぐよ～！」

　困り顔で頰に手を当てるレイディと、感傷的になって号ごう泣きゆうするラビィの姿に、リリスは困こん惑わくした後にバツの悪そうな顔で口から腸詰めを引っこ抜く。

「い、行きません……今はまだ……すみません、取り乱しました」

　リリスが気まずそうに両手の指を組んだりほぐしたりし始める。

「そう？　輸送機だったらたぶん発着場で奪えるわよ？」

「あら、その手がありましたわ。盲もう点てんでしたわね。最近は魔力噴流機レイブンズなるものがあると聞きます。一度乗ってみたかったのですわ。ぜひそれを拝借すると致いたしましょう」

「だね！　アーサリーだったらきっと操縦できるし、捕つかまったらオッカム軍医部長になんとかしてもらおう！　大丈夫だよリリスちゃん！　君を一人で行かせたりしないから！」

「あ、あのっ、聞いていますか？　まだ行かないのでそんな現実的な話をしなくても大丈夫です……えっと、あの」

　三人が横を通り過ぎて屋台前広場のテラス席のベンチに座る。

　リリスがあわあわと焦りながら助けを求める視線を投げかけてくるが、意地の悪そうな笑えみを浮うかべてメディックもテラス席に近づいた。

「よォし！　じゃあ作戦会議だな!?　まずは言い訳を考えよう！　ほぼ一〇〇％軍法会議にかけられるわけだが、極きよつ刑けいを免まぬかれる策を練りに練りまくろうではないか！」

「──い、行きません！　脱だつ走そうしたりもしませんから物ぶつ騒そうな話はやめてください！」

　リリスが涙目になって降参と言わんばかりに叫さけぶと、メディックはポテトを一口摘む。

「まだ行かないんだな？　そんじゃ、お前もこっちきて飯にしようぜ。ここのホットドッグは美味うまくも不味まずくもねぇけど、みんなで食べれば幾いく分ぶんマシになるからさ」

　ラビィとレイディが真ん中の席を空けて、ちょいちょいと手招きをする。

　リリスは気き恥はずかしそうにしてから、わずかにうつむく。表情に暗い影かげが落ちそうになったところで、フローラが据すわった目をリリスに向けた。

　それはもう、怨おん念ねんがこもっていそうな目だ。

「早くきなさい。それとも私の奢おごりのホットドッグが食べられないというの？」

　リリスはびくんと肩を震わせて、おずおずとテラス席に座るのだった。







　五人でホットドッグを食べながら団だん欒らんをしている間、リリスは楽しげに笑うメディックを、少しだけ恨うらめしそうに見ていた。

（本当に、この人は何なんだろう……）

　ぶっきらぼうでガサツ。説教染じみた正論を返してくるくせに、こっちがヒステリックになると一歩引いてくれる。否定したくせに、最終的には肯こう定ていしてくれて頭を撫でてくる。

　そうして気づけば雰ふん囲い気きに丸め込まれて、少しだけ気が楽になっているのだ。

　なんだかこっちの気持ちが見み透すかされているようで、ちょっと腹が立つ。

（……嫌きらいです、こういう人）

　そう思いつつも、さっきから彼の顔を横目で見てしまう。

　第一印象は最悪で、冷たい軍人というものだった。フレイがまだ戦っているのに手て遅おくれだと決めつけられた時もそうだ。でも、あの一言が自分を止めるために最善の言葉だったのはわかるし、自分を守るために言ったのだということが今ではよくわかる。

　こうして見ているうちに、ちょっと小物っぽいんだな、とか。隊長なのに隊員と仲がいいんだな、とか。結構よく笑う人なんだな、とか……少しずつ彼の印象が変わっていった。

　星ほし守もり部隊の他の隊員もそうだ。軍人らしさは欠片かけらもない、普ふ通つうの人達だ。レイディとラビィが世間話を始め、時々ぼそりとフローラが口を挟んでいる。メディックがラビィの女子力高めな話題に茶々を入れて、レイディに手痛い反はん撃げきをくらって逆にいじられたり……。

　蒼ノ大隊の人達や、歳の近かった近衛分隊のカターシャやドロレスと一緒にこうして話すことはあったけれど、雰囲気がまるで違ちがった。皆自分を大切にしてくれたし、自分もまた彼らのことを大切に思っていたけれど、あくまで【星】と兵士という壁かべがあった。

　距きよ離り感というのをまだよく理解できていないリリスの目には、星守部隊の仲間達は不可思議に映っていた。

（皆さん、変わってる。それとも私が変なのでしょうか……）

　特にメディックだ。さっきみたいに誰かと言い争ったことは一度も無かったし、あんな風に声を荒あららげたことも生まれて初めてのことだった。

　リリスが彼に向ける感情は複雑なものだった。

　好きか嫌いか、どちらかと言えばだいたい嫌いなのだけれど……。

「だから俺はロリコンじゃねっつの！　俺はなぁ、もっとこうおっぱいボインボインでバルンバルンだけど、おしとやかで包容力があって、まあ顔がいいのはもちろんなんだが、ちょっと小悪魔的な色気を持っている女性が好きなの！」

「「レイディじゃん」」

「まあメディックったら……ポッ（棒）」

「お前は小悪魔っつーかそのまんま悪魔だろォが！」

　…………。

「……ん？　なんだリリス、俺のイケ面なんかじっと見て……どうした、惚ほれたか？」

（──やっぱり大嫌いです）

「え……何、何、どうしたの？　どして顔背そむけたの？」

　リリスはそっぽを向いて少し頰を膨ふくらませる。

　ちょっとだけ、この人の頭を撫でてくる、ごつごつした手はお父さんみたいで嫌いじゃない、とか……そんな風に思ってしまったことを後こう悔かいするリリスなのだった。
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第三章　星墜おつ都






　星せい譚たん祭は三ヶ月に一度、その月の中なか頃ごろに行われ、【七星】を中心に帰き還かん中の星々、そして新たに再臨した新星のお披ひ露ろ目めの意味も込こめて観兵形式に行われる。

　王都中央、星宮と呼ばれる【星】達の宮きゆう殿でんではパレードの準備が行われていた。

【星】はそれぞれ控ひかえ室で身み支じ度たくを整え、パレードの開始まで待機している。

　リリスもまた、【星】の一人としてラビィにおめかしをされていた。

　そもそもメイクというものが初めてなのか、リリスは鏡の前に座っており、メディックとレイディは横でそれを見守っていた。

「ところでラビィさん、いつ化け粧しよう師になったんですの？」

「女たるもの化粧の一つもできないとでしょ？　昔化粧師だったおばあちゃんによく教わってたの」

「お前、よくその程度の経歴で【星】のメイクとか挑いどめるな……本職さんどこいった？」

「へったくそだから追っ払ぱらったわ」

　メイクを受けながら、リリスは緊きん張ちようしてカチコチになっていた。

「あ、あの……私なんかに化粧など必要ないと思うのですが……」

「うっは！　リリスちゃん自信満々だね!?」

「いえ、そういう意味ではなくて！　私のような下しも々じもの【星】には化粧はもったいないと言っているのですよっ」

「もったいないってことはないっしょ～。そりゃリリスちゃんは化粧が必要ないぐらいに肌はだも綺き麗れいだし、お人形さんみたいに顔も整っているけど、綺麗な人もそうじゃない人もお化粧するものなのよ～」

「……お化粧がもったいないというか、お化粧が可哀かわい想そうというか……」

　リリスが自分を卑ひ下げしたような物言いをすると、ポコッとメディックが頭の上に拳こぶしを置いた。ムッとしてリリスが鏡越ごしにメディックを睨にらむ。

「別にお前のための化粧じゃねーの。今回のパレードは蒼そう天てんノ星のお披露目も兼かねてるんだからよ。少しでも国民にお前の名前を覚えてもらうのが目的なんだぜ」

「し、しかし、【星】はこんなことのためにいるわけでは……」

「昨日も言ったろ、戦うことだけが【星】の仕事じゃない。この国を守っている【星】の一人として胸を張っていけ」

　メディックが言うと、リリスは恥はずかしそうにうつむいた。

　鏡越しにチラチラと彼の顔を見ている。メディックは彼女の顔を観察しながら頷うなずいた。

「うん、子供のくせに素す直なおに綺麗だぞ」

　綺麗と言われて目を見開いたリリスだったが、子供と言われて膝ひざの上に置いた手をぶんぶんと上下に振ふった。

「その言い草がすでに素直じゃないのですが……どうしてあなたは一言多いのですかっ」

「【星】がどーの言ってるけど、自信なくて恥ずかしいだけだろ？　大だい丈じよう夫ぶだ！　子供のくせに見た目はイケてっから！」

「あなたはまたそういうことを～～～……っ！」

　怒いかりと恥ずかしさでリリスの顔が真っ赤になった時、控え室のドアがおもむろに開いた。

　扉とびらを開けたのはフローラだったが、後ろに誰だれかが立っていた。

　その人物はエメラルドのような透すき通った碧みどり色をした髪かみの持ち主で、柔にゆう和わな笑みを浮かべている。長身の美人……女性に見えるが、その人物が男性であることはこの場にいる誰もが知っていた。纏まとうオーラは通常の【星】とはまるで違う。人の姿はしていても、まるで荘そう厳ごんな山を前にしているような感覚を抱いだくほどだ。

　リリスは彼を見て総毛立ち、その名を口にする。

「碧へき凱がいノ……星様……？」

　碧凱ノ星『オズ』、【七星】の一人だ。

　結界に特化した魔ま法ほうを行使し、アルスタイン平原、西部戦線でたった一人で二機の第五元素兵器の侵しん攻こうを防ぎきった英えい雄ゆうだ。

　星守部隊の面々が総じて立ち上がり、敬礼をする。遅れてリリスも立ち上がって、盛せい大だいに慌あわてながら同じように敬礼をした。

　オズはくすりと笑いながら、フローラに促うながされて皆みなの前に出た。

「【星】である貴女あなたは敬礼などしなくてもよいのですよ。私が勝手にやってきただけなのですから、そう鯱しやち張こばらないで、星守の方々もどうぞ楽になさってください」

　メディック達はすぐに休めの体勢を取ったが、リリスは緊張して敬礼したままだった。

　オズは苦く笑しようしてからメディックを見た。

　メディックは少し気まずそうに視線を下に落としたが、すぐにオズを見つめ返した。

「お久しぶりですね、メディック。アルスタイン平原の戦い以来……三年ぶりでしょうか。息災なようで何よりです」

「ハッ。碧凱様も、ご健勝のようで」

　メディックの反応に、何な故ぜかオズはショックを受けたような顔をした。

「貴方あなた、そんなしゃべり方でした？　戦場ではもっとくだけていたでしょうに……」

「……そ、そんなことはありません」

「ヴィスマルクに何か言われましたか？　本当に、敬語じゃなくてもいいのですよ？　というか以前のようにオズと呼んでいただきたいのですが……」

「い、いえ、白びやく夜やノ星様からは何も言われておりません……あのですね？　さすがに俺も立場というものが変わってですね……どうにも。その……」

　ずずいと、オズが一歩前へ出てメディックに顔をぐんと近づける。

　メディックは顔を背け、汗あせをだらだらと流している。

「戦友なのに？　何故ですか？」

「一いつ介かいの兵士に過ぎない俺を戦友などと、いえ、光栄でありますが……」

「……泣きますよ？」

　眉まゆを八の字にしながらオズが瞳ひとみを潤うるませる。メディックは両手を上げて降参した。

「わかりました！　オズ様と呼ばせてもらいます！　これでいいでしょう!?」

「様……です……か？」

「はいはいオズさん！　オズさんどうもこんにちはお久しぶりです！」

「はいっ、こんにちはっ、また会えて嬉うれしいですっ」

　満面の笑みでオズが喜びながら挨あい拶さつをしている姿を見て、リリスは信じられないものを見るような顔で口をあんぐりと開けていた。

【七星】とフレンドリーな兵士という時点でリリスからすれば驚おどろきなのだ。

「気にしないでください。彼とは旧知の仲なのです。怒おこらないであげてくださいね？」

「ほんと、心臓に悪いからやめてください……こんなとこ碧凱ノ大隊の人に見られたら簀す巻まきにされちまう……夜よ逃にげ部隊の存続すら危あやうい」

「あはは」

「あははじゃないでしょう!?」

　メディックはオズの天然っぷりに翻ほん弄ろうされながら、変わってないなこの人は……と内心苦笑を浮うかべていた。旧知の仲というのは本当で、アルスタイン平原の戦いにて、メディックはオズに窮きゆう地ちを救われたのだ。

　グリューエルが墜ちた後、本国への敵軍の侵攻を防いだのは彼だった。

「……まったく……それで？　本日は、何故ここに？」

「貴方の顔を見たかったというのもありますが……」

　言いながら、オズはリリスを見た。

　リリスは大いに狼ろう狽ばいしたが、オズは柔やわらかく微笑ほほえみ、彼女の前に立った。

「今日がお披露目と聞き、一度ご挨拶をしておこうと思ったのです。私は碧凱、オズと申します。よろしくお願いしますね」

「は、はひっ、もちろん存じております！　あ、ああああのっ、私は！」

「蒼天ノ星『リリス』ですね」

「私のことを、知っておられたのですか……!?　き、きき、恐きよう悦えつ至し極ごくです……！」

　ガチガチに緊張しながら、リリスは差し出されたオズの手を取った。

　ひんやりと冷たくも、柔らかく細い手だった。

　オズはどこか遠くを見るように、慈いつくしみに満ちた表情でリリスを見ていた。

「本当に……彼女によく似ていますね」

「……？」

「不思議と抱だきしめたくなってしまうところとか……特にです」

　不意に、オズはリリスを抱ほう擁ようした。リリスは畏おそれ多いとか恥ずかしいとかびっくりしたとかを全部含ふくめた、なんてこったいという顔で硬こう直ちよくした。

「第五元素兵器を相手に、よくぞ無事でいてくれました。貴女の活かつ躍やくのおかげで、北部戦線の防衛も見直されるはずです。多くの【星】の命も救われることでしょう」

　慈しみに満ちた彼の微笑みに、リリスの肩かたの力が抜ぬけ、瞳に涙なみだがたまっていく。まるで憑きものが落ちたかのような安あん堵どの表情に、メディックも苦笑する。

　オズは抱擁を終えて、にっこりと微笑んで祈いのるように両手を合わせた。

「失われた大隊の方々にも敬意を。貴女が生き残ってくれたことで、彼らの魂たましいも報われることでしょう」

「…………」

「どうしたのです。貴女はもっと胸を張ってよいのですよ。そんな泣きそうな顔をしないで？　せっかくのお披ひ露ろ目めなのですからね」

　肩に手を置かれて、リリスは目元を拭ぬぐって顔を上げ、「はい」と頷いた。

「メディック、警護を頼たのみましたよ。彼女は、私にとっても大切な【星】ですから」

　オズは皆に一礼すると、近この衛え分隊に連れられて控え室を後にした。

　リリスはすとんと椅い子すに座り込む。

「ベルシオーネと違ちがって一〇年以上【七星】をやってる人だ……さすがに緊張したか？」

「何故碧凱様がわざわざ私なんかのところに……メディックさんが頼んだのですか？」

「いや、お前が訓練期間を終えてすぐに戦地に送られて、お披露目も行われないまま半年間も戦い続けていたことを知って、軍部に抗こう議ぎしたんだ。今回、お前のお披露目が行われることになったのもあの人のおかげだぜ」

「……そう、だったのですか」

「命を賭として国のために戦う【星】が、国民が見知る前に散るようなことがあってはならない、あなた方は名も無き星をこの国の空に刻むおつもりか！　ってな。俺もオズさんのあんな剣けん幕まくは初めて見たぜ」

　オズはリリスを蔑ないがしろにしてきた軍上層部にそう伝え、急きゆう遽きよお披露目が同時に行われる運びとなった。もっともオズに伝わるように手回しをしたのはメディックだが、彼もそれをわざわざ伝えるほど野や暮ぼではなかった。自分の言葉よりも、歴戦の【七星】の言葉をもらえば再起の足がかりになると思ったのだ。

「ちなみに観兵式は彼の後ろを進むことになっている。緊きん張ちよう感持たねぇと恥はじかくし、碧凱様の顔に泥どろを塗ぬることになるぞ～」

「……っ」

「どうだ？　少しは化け粧しようにもやる気が出たか？」

　真剣な顔で化粧台と向き合うリリスを茶化しつつ、窓の外を見た。

　王都はパレード一色に染まり、空には昼間でも華はなやかな彩いろどりを見せる花火が鳴っていた。

　メディックは目を細めて、リリスに気づかれぬように通信を送る。

《アーサリー、レジスタンスに動きはあったか？》

《めぼしい情報は入ってきていない。相も変わらず勧かん誘ゆう活動にご執しゆう心しんのようだが、鋼国という脅きよう威いがある状じよう況きよう下で、革命だの王政転てん覆ぷくだのに賛同する者は少ない》

《……半年前の琥こ珀はくノ星を狙ねらったテロ事件以降、大人しいのが逆に不気味だ。アーサリーは引き続き連中の動きを監かん視し、パレード中に何かあれば即そく時じ報告》

《了りよう解かいした》

　続いてレイディに目配せをする。

《レイディもそろそろ配置につけ。狙そ撃げきポイントは押さえているな？》

《当然ですわ。ポイントＤ３、時計塔とうで監視につきます》

《怪あやしい奴やつがいたら構わず撃うて。消音弾だんを使用しろ。フローラとラビィは俺と一いつ緒しよに観兵式の列に加わり、リリスを守る》

《《了解》》

　レイディが命令通りに控ひかえ室から出ようとすると、入れ替かわりで案内人が開かい催さい三〇分前の報告にやってくる。街中では花火が止やみ、開催直前を知らせるファンファーレが鳴り響ひびいていた。




　　　　※　※　※




　王都の地下水道では、地上から聞こえてくるファンファーレの音色を耳にして、銃じゆうの撃鉄を起こす数十名の男達が息を潜ひそめていた。

　帽ぼう子しを被かぶったリーダー格らしき男が銃を掲かかげて決起を示す。

「皆いいか、時はきた……！　我らの国へ侵しん略りやくのために【星】を差し向けた非道な王国に一いつ矢しを報むくいるのだ……！」

　頷うなずき合うレジスタンス達の中に紛まぎれて、オフィクスは冷めた目でリーダー格の男を見つめていた。

「【星】とは武力ではなく各国の象しよう徴ちようであったはず！　その不文律を犯おかした王国の罪を許してはならない！　もはや帝てい国こくも連れん邦ぽうも関係無い！　我らは大陸の救済を胸に──」

　オフィクスはリーダー格の語る高説を途と中ちゆうで聞くのを止め、古びた銃を静かに見下ろしている。銃は前大戦で帝国が使用していた旧式ライフルだった。手入れは満足にされておらず、弾薬も少ない。銃器の所持に許可が必要な王都内では持ち込める武器は少なく、最近のものは魔法士の整備士がロックをかけているものが多いため、こういった前大戦のものを使用するしかないのだろう。

「…………」

　レジスタンスに期待していたわけではないが、想像を遥はるかに下回る集団だった。このような装備で王政の転覆など、どうしてできようものか。

　しかも【星】は象徴だと語りながら、【星】への襲しゆう撃げきを企くわだてるなど本末転てん倒とうだった。オフィクスは宗教を理解などできないし、愛国心とも無む縁えんの人間だ。故ゆえに彼らがやろうとしていることに一いつ切さい共感などできなかった。戦争という現在の状況を鑑かんがみず、安い理想に踊おどらされているだけの俗ぞく物ぶつだ。

「……所しよ詮せん、勝算無き闘とう争そうに身を窶やつす愚おろか者共か」

　だが隠かくれ蓑みのとしての役割は果たしてくれた。彼らの理想という名の玉ぎよく砕さいに花を添そえてやるぐらいのことはしてやろうと、オフィクスは口元に弧こを描えがかせた。




　　　　※　※　※




　星せい譚たん祭の経路は王都の東側以外をぐるりと一周し、最後に中央のメインストリートである英えい雄ゆう通りを横断、大広場にて【七星】によるスピーチと星屑魔法スターダストを空へ撃ち放つ祝しゆく砲ほうによって締しめ括くくられる。

　列の先頭を行くのは飾かざり付けられたフロート車と、この三ヶ月で最も戦果を収めた三名の【星】とその直属大隊、そして中央を【七星】である碧へき凱がいノ星『オズ』が専用車に乗って国民に手を振ふっている。そのすぐ後ろを、今回初のお披露目となるリリスが続く形となり、後列に【星】三名の凱がい旋せんとなる。

　王都の全人口が集まるお祭りであり、ルート上は人の海と化す。

　そこら中が喚かん声せいと笑い声に溢あふれ、あちこちで爆ばく竹ちくやら花火やらの音が響いている。護衛を任された者達は、そんな中で人々に目を走らせなければならない。見張るべきは、この状況の中で浮いている者達だ。

《最前列、輝き石せきノ大隊より報告。英雄通り28ブロック、もめ事だ。酔よっ払ぱらいが数名喧けん嘩かを始めている。人をやって仲ちゆう裁さいを頼む》

《第三、朝あさ霧ぎりノ大隊。チョコレート広場入口、門の向かって左に不ふ審しん人物、警けい戒かいを》

《こちら最さい後こう尾び、霜しも原はらノ大隊。群衆の後追い行列が許容範はん囲いを超こえた、そろそろおっぱらってくれ》

　他の直属大隊からの報告を耳にしながら、屋根の開放された星専用車の後部座席で、メディックもまた群衆に目を走らせていた。

　運転はフローラが行い、ラビィは助手席。後部座席にはメディックと、そして群衆に手を振るリリスだ。

　予想通りリリスは緊張してカチコチで、笑えみも浮かべず真剣そのものの表情だった。真剣、というか、傍はたからは怒っているようにしか見えない。

「リリスちゃん、笑顔笑顔……！　手の振り方もメトロノームみたいになってるよ！」

「わ、私、笑顔できていませんかっ!?　笑っているつもりなのですが！」

「それが笑顔なら全人類皆みな笑顔の平和な世の中になるわね」

「フローラさんも笑わないじゃないですか！　バックミラーで観察しないでください！」

《うふふ、うぷぷぷぷぷぷ……ああっ、どうしてカメラ搭とう載さい型の狙そ撃げき銃が開発されないのでしょう！　こんなに間近に見えているというのに！》

「レイディさんスコープで見てますね!?　ちゃんと仕事してください！」

　本来ならば緊張感をもって当たる仕事なのだが、星ほし守もり部隊はいつも以上に緊張感がまるで無かった。

　隊長であるメディックに𠮟しかってほしいリリスだったが、ジリジリジリ、パシャ、という音がして閃せん光こうが走り、驚おどろいて横を見ると、メディックがカメラをリリスに向けていた。

　メディックはジリジリとフィルムを巻き上げながらうんうんと頷いている。

　驚いていたリリスが、見る見るうちに赤く染まってあわあわと口を動かし始める。

「今撮とりました!?　写真撮りましたよね!?」

「ああ、撮ったけど？」

「なんで撮るんですか!?　嫌いやがらせですか!?」

「できるだけ自然な姿で手を振るリリスを撮ってきてほしいって広告部から頼まれたんだわ。ちなみにこの写真、あとで新聞にも載のるし、カードになって売店とかに並ぶからな」

「はぇ!?」

「新星のブロマイドは人気出るからな。国民に顔を覚えてもらういい機会だと思えよ」

「と、ととと、撮り直しを要求します！」

　民衆へのアピールも忘れてカメラを奪うばい取ろうとするが、メディックは身体からだごと反らしてひょいと躱かわしてしまう。

「いいから、ちゃんと国民に笑顔で手を振れよ」

「それよりもカメラを！　フィルムを寄よ越こしなさい……！」

「お前は今回の主役も同然なんだぜ？　ほら、周りをちゃんとよく見て、声を聞けって」

　リリスは言われた通りに周囲を見回した。道を埋うめ尽つくすほどに人が集まり、皆がリリスを見ていた。

　わき起こっている反応は憧あこがれと希望と、そして歓かん迎げいだった。

「新星様はお若いのね～！」「ずいぶんめんこい嬢じようちゃんなんだな！」「がんばれよ～！　いつかあんたの星ほし影かげをこの空に魅みせてくれ～！」「どんな魔ま法ほうを使うんだろうなぁ」

　民衆が【星】にくだけた口調で話しかけることは許されないが、星譚祭の時は無礼講だった。老ろう若にやく男女問わず、皆がリリスを祝福していた。

「子供にとって【星】は憧れで、大人になっても自分達を守ってくれる英えい雄ゆう様……老いてもなお変わらない。その期待と憧れを裏切らないのも【星】の仕事だぜ。魔法でも使ってアピールしてみな」

「……～～っ、だって、そうは言っても恥はずかしいものは恥ずかしいというか……っ！」

「お披露目はどんな【星】でも緊きん張ちようするもんらしいが、もうちょっと余よ裕ゆう持てよ。碧凱ノ星を見習ってさ」

　メディックが言うのと同時に、群衆が歓声を上げた。

　行列中央が英雄通りにさしかかり、碧凱ノ星が専用車から姿を現したのだ。

　風に揺ゆれる緑の長ちよう髪はつを手で押さえながら、オズは草原に咲さく花のような笑顔を群衆に向け、細い指先の手を振った。

【七星】の中でも、碧凱ノ星の人気は高く、彼の成し遂とげた戦果も多大だ。格付け一位が王国の旗であり、二位が王国の矛ほこであるならば、三位の碧凱は王国の盾たての象徴だった。

　自分達を守ってくれている美しい【星】。その自覚と信念をオズは諸もろ共ともに抱いだきながら、空中でくるりと指を回し、大きく空へ手を伸のばした。

　すると碧色の魔力が放出され、雪のように宙を舞まい、妖よう精せいのような形を保って空を飛んだ。妖精達はファンファーレに合わせてダンスを踊り、空中に弾はじけては再構築を繰くり返し、また別の姿となって空を彩った。

　星屑魔法スターダストではなく本来は自然治ち癒ゆ力を向上させる魔法であり、疲ひ労ろうや喉のどの渇かわき、空腹までも抑よく制せいしてくれるものだ。

　美しく煌きらびやかな光景に誰だれもが目を奪われ、歓喜する。

　駆かけ寄ってきた少女が花束を渡わたそうとするのを近この衛え分隊が止めようとしたが、オズはやんわりとそれをさとし、少女から優やさしく花束を受け取る。オズは花の香かおりを嗅かぎ、慈いつくしみに満ちた笑顔で少女の頭に手を置き、ひと撫なでしてみせた。

　それだけで場は華やぎ、彼の慈じ愛あいに民衆は酔いしれた。

　オズはそのまま全体に笑顔を振りまき、そして最後に後ろを見て、ニコリとリリスに笑ってみせた。そして口の動きだけで彼女にメッセージを送る。

　──楽しんで。

　その言葉にリリスは目を見開きつつも頰ほおを赤くした。この程度で緊張している自分が逆に恥ずかしくなったのだ。

　ニヤニヤしながらメディックがリリスの顔を覗のぞき込む。

「ああ言ってますけど、どうします？　準主役」

「…………っ」

　背中を軽く叩たたいてやると、覚かく悟ごが決まったようだった。

　リリスは座席から立ち上がって、胸に手を当てて目を瞑つぶった。近くにいたメディックは、周辺の空気が薄うすまるのと微かすかな耳鳴りを感じた。

　直後、リリスの背中から突とつ然ぜん二枚の蒼あおい翼つばさが出現する。

　これも本来は魔法であり、魔力の粒りゆう子しが推進剤ざいの役割を果たして破は裂れつし、飛行を行うというものだ。翼の形をしているのはこの形が一番効率がいいというだけ。

　だが、この魔法はリリスが常々美しいと感じていたものだった。たとえ戦火の只ただ中なかであっても、砲ほう弾だん飛び交かう夜空であっても、この翼を広げて空を飛ぶのは心ここ地ちがよかったのだ。その時の情動を伝えられればと思い、リリスは翼を広げる。

　大きさは英雄通りの端まで届かんばかりで、陽光の下でも薄うす闇やみを照らすかのような幻げん想そう的な光を発しながら雄お々おしく広がった。

　言葉を奪われる民衆。翼を羽ばたかせると蒼色の魔力が弾けて空気と交ざり合い、周囲一帯の空気が独特な光を帯びる。真昼間だというのに、リリスの周囲一帯だけが、まるで夜の月明かりを浴びているようだった。

　静まりかえってしまったのを不安に思ったのか、リリスはさらに翼を増やした。美しい六枚翼に、英雄通りはついに歓声に包まれた。

　目を開けたリリスが見たのは、純じゆん粋すいな声せい援えんと人々の笑顔だった。

　額に汗あせを浮うかべながらも、この時初めて、リリスは笑みを浮かべた。

　まだ少々ぎこちなくはあったが、横にいたメディックもその笑顔に思わず言葉を失い、見み惚とれてしまう。

（……こういう顔もできるんだな）

　自然と身体が動き、カメラを構えてその笑顔をカメラに収める。

　シャッター音に気づいたリリスが彼を見て、むっすりと頰を膨ふくらませる。

「また撮りました？」

　もう一度、パシャリとシャッターを切る。

「ふくれっ面つらいただき」

「ちょっと！　いい加減訴うつたえますよ!?」

「すげー良かったぜ。今の魔法は綺き麗れいだった。笑顔は……まぁ可愛かわいかったかな、うん」

　恥ずかしかったのか、リリスは真っ赤になってパンパンとメディックの肩かたを叩いた。

「痛てっ、痛てぇんだが!?」

「もー！　フィルムだけでも寄越しなさいぃー！」

「お、おいっ、これも仕事なんだっつの！　無理矢理奪おうってんならまた撮るぞ!?」

「ファインダーを覗くのをやめなさーい！」

　飛びかかろうとしてくるリリスを躱しながら仰のけ反ったところへ、さっきオズへ花束を渡していた少女が、今度はリリスのそばに駆け寄ってきた。

　蒼い薔ば薇らの花束だ。きっと王都周辺の丘おかに咲いているものを摘つんできたのだろう。

「ほれ、ちゃんと受け取ってあげろ」

「は、はいっ」

　フローラが車の速度を緩ゆるめ、少女の歩調に合わせる。

　一いつ生しよう懸けん命めいに走る少女にリリスが手を伸ばす。

　いいショットが撮れそうだと感じたメディックはファインダーを覗いた。

「……？」

　その時、レンズの隅すみに影かげが映ったように感じて、メディックは上を見た。

　太陽の内側、ビルディングの屋上に人影が立っている。さきほどまで、あんなところに人影は無かった。まるで背景に浮き出てきたかのように、突然そこに現れたのだ。

　アーサリーから念話通信の報告が入る。部隊にではなく、全体に対しての通信だ。

《レジスタンスに動きあり！　王都は現在下水道の水を引いている……！　総員、マンホールを警戒せよ！　連中は地下から来るぞ！》

　遠くで銃じゆう声せいが聞こえたのは同時だった。

　騒さわぎになるには時間がかかるが、今のは確かに銃声だ。

　しかしメディックは銃声よりも屋上にいる人影を凝ぎよう視ししていた。

　注意すべきは地下ではなく上だからだ。

　ボロ布のローブを羽織るその人影に見覚えはない。

　だが、その人影がビルの屋上から身を投げ出した瞬しゆん間かん、彼は見た。人影の右腕うでが銀色に輝かがやいて顔が灰のように崩くずれ落ち、その奥から鋼鉄の仮面が現れた。

　そしてさらにその背後、太陽を覆おおうように現れた見たこともない巨きよ大だいな星の影を──

「──リリスッッ！」

　リリスを守るように抱だきしめ、メディックは漆しつ黒こくの右腕を上へ突つき出した。
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　風は王都の通りを吹ふき抜ぬけるばかりで、男のいる空では凪ないでいた。

　喝かつ采さいに沸わき立つ王都を見下ろしながら、鋼はがねの男──オフィクスは民衆に手を振ふる碧へき凱がいノ星を睨にらんでいた。

「大陸の三分の一を奪われてもなお、偽いつわりの平和に身を委ねるか……王国」

　ぎちりと握にぎった拳こぶしが鳴る。半分機械でできた心臓に憎にくしみが宿る。

「その偽り、その欺ぎ瞞まん、その慢まん心しん……全すべてをもたらしているのは、【星】に他ならない」

　彼は脳の一部も機械化しており、過去の記き憶おくはほとんど残っていない。だが、それでもオフィクスはこの国に対する憎しみだけは覚えている。

　胸の内の地じ獄ごくから湧わいて出てくるこの怒いかりは、記憶ではなく魂たましいに刻まれたものだ。

　機械でできた右手で顔面を覆おおい、眼光に赤色を灯ともす。

「王国の愚ぐの安あん寧ねいにこの俺が警けい鐘しようを打ち鳴らしてやろう……貴様らが縋すがりつくものと同じ力でな……！」

　オフィクスが右腕を横に勢いよく広げると、銀色の閃せん光こうがあふれ出した。

「我が名は第五元素兵器オフィクス！　そして──！」

　その光はまるで怒りの化け身しんのように右腕から立ち昇のぼる。

　それは光と呼ぶにはあまりにも荒あら々あらしく、禍まが々まがしく、そして神秘に満ちていた。

　第五元素、エーテルの光ではない。

　魔ま力りよくの光だ。大陸の人間の体内にのみ生成され、命令通りに動かすことが未知の物質。

　オフィクスは刻む。この都に、この王都に、その名を──

「──我が忌いみ名なは星ほし狩がりノ星『ギュスターヴ』！　創世の時代に星々を喰くらい尽くした逸いつ話わに倣ならい、狩からせてもらうぞ！　貴様らの心しん酔すいするくだらぬ星天秘譚アカシツクレコード通りにな……！」

　言こと霊だまに呼応し、太陽を隠かくすように星影が昇る。

　それは銀色の彗すい星せいだった。

「これは貴様ら王国にとっての、恐きよう怖ふと混こん沌とんの狼煙のろしだ！」

　言霊と共にビルから身を投げ、オフィクスは真下にやってきた碧凱ノ星の頭上へと迫せまる。

　右腕を振りかぶり、溢あふれんばかりの魔力を纏まとわせながら、手の平を前へ突き出す。

　手の中央には射出口があり、溜ため込まれた魔力にエーテルの光が混じる。

　集束させたエーテル粒子に、星屑魔法スターダストを混ぜ込ませた超ちよう兵器。オフィクスの開発者が人生を捧ささげて挑いどんだ、魔法とロストテクノロジーの合成。

　第五元素兵器と【星】の融ゆう合ごう体たい。

　その完成形がオフィクスであり、この右腕の虚構原子集束砲Ｄ３だ。

　銀と緑の粒子が混ざり合い、赤黒い稲いな妻ずまのような色に変わる。

　碧凱ノ星が顔を上げ、オフィクスと視線が交こう錯さくする。

　気づいたところでもう遅おそい。たとえ【七星】であろうとも止めることなどできはしない。

「──獲とったぞッ！　【七星】ッ！」

　確信した勝利を胸に、オフィクスは碧凱の頭上にて滅めつ却きやくの粒子を放った。
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　この世のものとは思えないような破は壊かいに遭そう遇ぐうしたことは幾いく度どとなくあった。

　アルスタイン平原の時も、星ほし守もりになってからの戦いでも、何度もだ。

　だが、これほどまでの力を受け止めたのは初めてだった。

　メディックにできたことは、リリスや仲間を守ることだけだった。

　漆黒の右腕を瞬時に展開し、敵の攻こう撃げきの着弾点から守るように盾たて状に形成。着弾による爆ばく風ふうを防いだはいいが、粒子の爆発がその後に襲おそってきた。

　──盾ではだめだ、覆わなければ防げない。

　音がかき消える。ホルスターから注射器を引き抜き手て渡わたしてきたフローラと目が合ったその直後、盾状の膜まくを回り込むように衝しよう撃げきが襲う。メディックは咆ほう哮こうしながら右腕の制限を解放し、腕の中で放心するリリスを強く抱きしめた。

　メディックの確固たる意志は【星】を救うこと。その一点にある。

　──救うのだ。守るのだ。

　──それがこの右腕を授さずかった、俺の存在意義なのだから。

　耐たえるために歯を食いしばる。彼の右腕は全てを防ぎ、全てを守るだろう。たとえこの大陸を消滅させるほどの破壊であろうとも防ぐはずだ。しかし、この右腕は彼自身の精神を守りはしない。防ぐとしても、痛みを消し去りはしないのだ。

　右腕の絶対防ぼう御ぎよの代価は痛みによって支し払はらわれる。

　メディックはフローラから受け取った注射器を首に打ち込み、備える。

　遅おくれてやってきた痛みは、最初に彼に闇やみを与あたえた。

　電源を落としたかのように視界が消え去る。

　眼球に泥どろがへばりついていくようなゾッとするような闇。その闇の向こうに赤い光が灯る。光は爆発的に膨れあがり、やがて視界を赤く染め上げた。

　これが痛みだ。まるで死と再生を繰くり返し続けているような痛みだ。

　声にならない声を上げる。泣き叫さけぶことも這はい回ることもできない。

　だから口から痛みを吐はき出すことしかできない。

　自分という存在がかき消えぬように。

　せめて、心だけは壊こわれぬように。

　右腕を授かった時から、【星】を守るためにこの痛みを背負うのだと誓ちかったのだから。
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「……メディック？」

　レイディは銃を排はい莢きようさせて次じ弾だんを装そう塡てんしつつ、スコープ越ごしに見た光景に啞あ然ぜんとした。

　あまりの一瞬の出来事に、冷静沈ちん着ちやくなレイディも逡しゆん巡じゆんしてしまったのだ。突とつ如じよ現れたビル屋上の人影。それが敵の奇き襲しゆうであるという判断が、ほんの一瞬、わずかに遅れた。

　あの瞬間に射撃を当てられていれば、直撃は避さけられたかもしれない。

　碧凱ノ星を中心に、先頭にいた星達や直属大隊も、全て搔かき消された。

　あの時、落下中を狙ねらって、焦あせって射撃を外さなければ──

「──止やめます。些さ末まつなことですわ」

　思考をリセットし、立ち上がって銃を肩に担かつぐ。

　そして時計塔とうから飛び降り、脚きやく部ぶの筋肉密度を増加させ、高さ五〇メートルから見事に着地、前転で衝撃を殺してそのまま走り出した。悲鳴を上げて逃にげ惑まどう民衆を縫ぬうように、中ちゆう腰ごしで豹ひようのように英えい雄ゆう通りを駆かけ抜ける。

「メディック、無事でいなければ許しませんから……」

　一人呟つぶやいたその声は、無事を祈いのっているわりに怨えん嗟さが込こめられていた。

　レイディ・コナーはある出来事以降感情が希き薄はくだった。かつてはシスターとして人の命を愛し、戦争で傷ついた人々に慈いつくしみを与えられればと奔ほん走そうしたこともあった。あの頃ころの感情は、記憶としてだけならばいくらでも思い出せる。

　輝くような日々だったのは間ま違ちがいない。今でも焦こがれることがあるほどに、何の疑いも無く神を信じ、信じること自体が幸福で満たされていた。

　感情を失った切っ掛かけは『死』だった。

　比ひ喩ゆではなく、レイディは二年前に一度死んでいる。退たい避ひ命令に逆らって逃げ遅れた民間人を助けに行き、そこで爆ばく撃げきによって瓦が礫れきの破は片へんに胸を貫つらぬかれたのだ。

　心臓が破は裂れつしていた。当然即そく死しだったが、今現在レイディは傷一つ無く、心臓は鼓こ動どうが脈打っている。それは紛まぎれもない事実であり現実だ。

　しかしレイディにとって問題だったのは蘇よみがえったという事実ではなく、死亡していた一分五二秒間だった。その一分五二秒が、彼女の死生観と信しん仰こうを覆くつがえしてしまったのである。

　彼女の信じた神はいなかった。

　死後の世界など、天国も地獄も、どこにもなかった。

　己おのれの魂の在処ありかは、ただの脳というシステムに宿っているに過ぎなかった。

　ぷつりと途と切ぎれた意識の先にあったものは、虚きよ無むだったのだ。

「……死なせるものですか。責任を果たしなさい。あなたがわたくしよりも先にくたばることは断じて許されませんわ」

　故ゆえにレイディ・コナーはメディックを許さない。自分を死という虚無から無理矢理引き上げた彼を──自分から信仰を奪うばった彼を断じて許さない。

　無意識に、胸に下げていたロザリオを取り出し、口へ運ぶ。

　捩ねじれ、不気味に歪ゆがんでいるそのロザリオに、レイディは奥歯で嚙かみついた。

　ガシガシと容よう赦しやなく、折れんばかりに嚙みついた。

「あなたは救うのですよ、メディック。その心が磨すり減って無くなるまで、永遠に罪を重ね続けるのです……！」

　望んでもいないのに蘇そ生せいさせられ、神などいないと無む慈じ悲ひに突きつけられた。メディックの行く末を見届けることこそが、レイディの彼への復ふく讐しゆうだった。

　弾頭の密度と火薬密度を増加させると、足を踏ふみ出す度たびに地面のタイルが浮うき上がる。敵は第五元素兵器、リリス救出の際に現れた新型だ。

「──奪わせない。奪われてたまるものか。だってあの男は、わたくしの──」

　レイディは瞳ひとみに狂きよう気きを宿らせながらひた走る。

　メディックに対する絶望的な憎しみ。

　それが、彼女が持ち得る唯ゆい一いつの感情だった。
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　星屑魔法スターダストを解除、エーテルの放出を右腕うでに留とどめ、拡散を防ぐ。

　周囲一帯は瓦礫すら残らない荒こう野や同然になっている。

　虚構原子集束砲Ｄ３は直撃した。

　しかし──

「……しくじった……！」

　オフィクスは膝ひざをつき、拳を地面に打ちつけた。

　視界は無数のエラーに埋うもれ、パフォーマンスの八〇％が動作不良を起こしている。加えて装そう甲こうの融ゆう解かいも深刻、アクチュエーターもイカれていた。

　これでは第五元素兵器としての機能を果たせない。

「やってくれたな……碧へき凱がい」

　碧凱ノ星への奇襲は成功していた。あの状じよう況きようで迎げい撃げきをしたとしても、星屑魔法スターダストを構築する時間は無かったはず。通常魔法では虚構原子集束砲Ｄ３は防げもしなければ相そう殺さいなど不可能。現にオフィクスは碧凱ノ星は仕留め切った。奴やつは肉片すら残っていない。

　だが、あの【七星】が特化しているのは結界だ。絶対防御を売りとしていたのは知っていたが、結界という点を失念していた。

　碧凱が放った結界は、己を守るためでもなく、敵の攻撃を防ぐためのものでもなかった。

　迎撃が間に合わないと悟さとった碧凱は、そのままオフィクスからの攻撃を受けた。虚構原子集束砲Ｄ３であろうとも、【七星】の強きよう靭じんな肉体を一瞬では崩ほう壊かいさせることはできなかった。自分の肉体が朽くち果てるまでのわずか数秒間で、碧凱は星屑魔法スターダストを発動したのだ。

　被ひ害がいを最小限に抑おさえるため、そして同時にオフィクスへの反撃のためだった。

　発動したのは封じ込めるための結界だ。半径五〇メートルの円形に張られた結界は、集束砲ほうの拡散を防ぎ王都を守り、密閉された状態で爆発した砲の威い力りよくにオフィクス自身を巻き込ませた。オフィクスのダメージは、結界に封じ込められた自分の砲のせいだった。

　オフィクスは、さらに最悪の状況に追い込まれている。

　頭上を見上げると、碧凱は死亡したというのに結界が残っている。深い碧の膜が覆おおっており、あまりの魔ま力りよく濃のう度どに向こう側が見えない。

　内側からの脱だつ出しゆつが困難であり、なおかつ外側からはすり抜ぬけられる結界だ。ひび割れてはいるが、破壊するにはそれなりに時間がかかるだろう。

　死後も残存し、退路を防がれた。

　あと五分もすれば王都に待機している他の【七星】がかけつけてくる。

　そうなれば今のオフィクスに勝ち目は無い。

　碧凱ノ星『オズ』はここまで予見して、あの一瞬で判断したのだ──

「この執しゆう念ねん、賞賛に値あたいする……だが貴様は民たみを見捨ててでも俺を屠ほふるべきだった！」

【七星】の一人を倒たおし、同時に三名もの【星】の命も刈かり取った。想定の半分以下だが、王国にとっては大打だ撃げきであろう。残る任務は帰き還かんすることだけだ。出力は下がったが、このひび割れた結界を抜けるだけの力は残っている。

　オフィクスが魔法を発動しようとした、その時だった。

　風がエーテル粒りゆう子しを押し流し、視界が晴れる。

　一〇メートル先に、啞然として膝をつく少女がいた。




　　　　※　※　※




　爆発後、リリスは衝撃により吹ふき飛ばされ、自分が無傷で英雄通りに横たわっていることに気づいた。

　意識が飛んでいたわけではない。あまりに突とつ然ぜんのことにショック状態になっていた。

　目の前で碧凱ノ星が散ったのを目まの当たりにした。

　彼が死ぬのを見た。光に包まれて消えるような、幻げん想そう的な光景とはほど遠い死だった。

【星】の身体は簡単には朽ち果てない。エーテル砲ほうを全身に浴びながら、再生と崩壊を繰り返し、皮は溶とけ、肉が徐じよ々じよに削そげていく光景。美しかったあの人の顔が、無残にも崩くずれて、最後に破裂したのを見た。

　何も出来なかった。目の前にいたのに。大隊の仲間達を失った時と同じだ。

「あ……あぁ……」

　自分の顔に触ふれ、生温かい液体がこびりついていることに気づく。

　血だ。自分のものではない。これは、自分に花束を渡わたそうとしていた少女の血だ。

　地面に転がる朽ち果てた蒼あおい薔ば薇らの花束を見た。

　赤く染まった包み紙を、小さな手がまだ摑つかんでいた。手首から先は無く、消えてしまったけれど、リリスへ花束を渡そうとした時のままで──

「ああっ……あああああああああああああ……！」

　花束を拾い上げ、胸に抱だきながら強こわ張ばった表情で慟どう哭こくする。周りは血の海だった。吹き飛ばされた人々の残ざん骸がいがそこら中に散らばり、瓦礫にへばりついている。

　自分は守られるだけで、いつも周りが死んでいく。

　周りはみんな死んでいくのに、また自分だけが生き残った。

　こんな、膨ぼう大だいな未来が待っていたはずの幼い少女すら守れずに……！

『──行きなさい、リリス！　生き残り、【星】の物語を紡つむぎ続けなさい……！　それが蒼そう天てんノ星、『リリス』の使命なのですから！』

　こんなものが、フレイの死を乗り越こえて得た物語？

『貴女あなたの活かつ躍やくのおかげで、北部戦線の防衛も見直されるはずです。多くの【星】の命も救われることでしょう』

　そう言ってくれた人を守れずにのうのうと生き延びてしまったのに？

『ああ、お前は本当に……』

　こんなことなら【星】になんかならずに、あの家で毎日窓の外を見続けるだけの日々を送っていればよかった。

　誰だれにも迷めい惑わくをかけず、死んでいけたらよかったのに──

『本当に……どうして生まれてきてしまったんだろうねぇ』

　懐なつかしい声が頭を過よぎり、リリスは涙なみだをぽつりと零こぼす。

　それは母の言葉だった。【星】になる前は自由に身体が動かせないほどに病弱で、毎日寝ねたきりだった。兄も姉も、看病で母を独どく占せんする自分に何も言わなかったけれど、疎うとんでいたのは知っている。無口な父だって、薬代や医者を呼ぶお金を工く面めんするのに大変だったのを知っている。誰も言わなかったけれど、自分は何の役にも立たない人間で、生きているだけで迷惑をかける疫やく病びよう神がみだとずっと思っていた。

　だから介かい護ごに疲つかれた母にそう言われて、ほっとしたのをリリスは覚えている。自分の命を絶つことに迷う必要などないのだと、そう思ったのだ。

　しかし、自殺をしようと心に決めたその夜に、鋼国の侵しん略りやくを受けて両親は死んだ。

　真夜中の襲しゆう撃げきで、両親は兄と姉を先に逃がした。リリスは家族に見捨てられてそのまま死ぬのだと思っていた。それで本ほん望もうだった。

　けれど父と母は、自分を見捨ててくれなかった。家が崩れて火の手が迫せまっているのに、二人でリリスを抱きしめたまま置き去りになどしてくれなかった。

　まるで庇かばうように自分に折り重なる両親を見て、『何な故ぜ？』という疑問と共に涙が溢あふれたのを覚えている。

『丈じよう夫ぶに生んであげられなくて、ごめんね』

『守ってやれなくてごめんな……許しておくれ』

　煙けむりにまかれて窒ちつ息そくしていく中で、両親が最後に言った言葉だ。謝りたいのは自分の方なのに、何故二人が謝るのかわからなかった。家族が何故自分のような出来損そこないを守って死ななければならないのかわからなかった。

　事切れた二人の亡なき骸がらに抱かれながら、リリスは悔くやしさと悲しみに涙した。

　──次に生まれてくる時は、誰かを守れるだけの力を持って生まれたい。

　──神様どうか、守ってくれた父母のように、強い人間に生まれ変わらせてください。

　死にゆく魂たましいの願いが神に届いたのかはわからない。

　次に目が覚めた時に、リリスは【星】となっていた。

　これで人を守るための強い自分になれたのだと、その時は嬉うれしかった。自分を守ってくれた父と母のように、命を賭として誰かのために戦えるのだ、と。

　けれど戦場はリリスが思うような場所ではなかった。

　誰かを守るどころか、守られてばかりだった。

　力があろうと、自分は誰一人守れなかった。

「……ううぅ……ひっ……うぐっ……！」

　蒼薔薇の花ごと、血で濡ぬれた手で顔を覆う。花は触れただけで灰になって崩れていく。

　心が軋きしみを上げてひび割れていく音が聞こえた。

「蒼天ノ星──？　貴様、あの破は滅めつの中で生き延びたのか」

　虚うつろな目を向けると、エーテル粒子を振ふり払はらってオフィクスが目の前にやってきた。

　大隊の仇かたき、フレイの仇、碧凱様の仇、少女の仇。

　リリスの涙が止まる。心は砕くだけても、己おのれの存在意義の証明のために立ち上がる。

　この敵と戦うことを、あの日から夢見てきた。もはや躊ちゆう躇ちよなど無い。たとえ勝てずとも、この機会を逃のがす選せん択たく肢しなどなかった。

　この瞬しゆん間かん、リリスの心が戻もどっていく。帰るべき場所へ帰っていく。

　全すべてを奪うばわれた、愛いとしき戦場に。

　否いな、最初からここも戦場だったのだ。

　そこら中血の海で、こうして死が蔓延はびこっているのだから。

（そうだったんだ……）

　メディックの言っていたことは正しいのだと、リリスは思い知った。

（私は結局、あの時から死に場所を探していたのね……）

　それがわかったところでリリスは止まれない。止まるつもりがない。

　もはや、玉ぎよく砕さいこそが彼女の救いだった。

　オフィクスは光の無いリリスの瞳ひとみを見て、呆あきれたように息を吐はく。

「まるで亡ぼう霊れいだな。今の貴様は復ふく讐しゆう者ですらない」

「あなたを……倒します。仇を討うちます……私の手で……」

「ふん。ただ死にたいだけならば首をくくればいいものを……玉砕か。今いま際わの際きわだからこそ価値のある覚かく悟ごだ。今の貴様は碧凱ノ星の気高さを汚けがしている、恥はじを知れ」

　オフィクスが拳こぶしを引き、白兵戦の構えを取る。潜せん入にゆうのために武装は外しているのが見て取れる。それでも勝機を少しも見いだせないのは、第五元素兵器故か、それとも玉砕を望む心のせいか、もはやリリスにはわからなかった。

「結局貴様は、守ることも攻せめることも選ばなんだな？　障害となるのなら望み通り屠ってやる……哀あわれで未熟な【星】よ」

　命を奪おうと、オフィクスが拳を強く握にぎる。リリスもまた魔法を発動するために全身の血管に魔力を迸ほとばしらせた。

　澄すみ渡る空のようだったリリスの魔力は、憎にくしみと悲しみに夜空のように青黒く染まっていく。オフィクスと最初に相対した時よりも濃のう度どが桁けた違ちがいだ。今の彼女にあるのは玉砕という名の覚悟だが、オフィクスはまったくと言っていいほど脅きよう威いに感じていなかった。

　風が吹き、二人を包んでいたエーテル粒子が一瞬晴れる。

　──オフィクスが真横に何かいることに気づいたのはその時だった。

　オフィクスに焦しよう燥そうが駆かけ巡めぐる。虚構原子集束砲Ｄ３がもたらした破は壊かいの中で生きながらえたのが、【星】以外にも存在したことへの驚きよう愕がくが彼を襲おそった。

　そこにいたのは銃じゆうを構えた──漆しつ黒こくの右腕うでの男だった。

「──……貴様……ッ！」

　ここまでの近距きよ離りで自分に察知されなかったこと、虚構原子集束砲Ｄ３を凌しのいだ者がいたこと、それら全てを忘れさせるだけの屈くつ辱じよくがオフィクスの中で蘇よみがえる。

　血管が破れて身体からだ中じゆうから血を流していても、漆黒の右腕を持つ男の目はギラギラと輝かがやいていた。忘れもしない、この目、この右腕を。

　蒼天ノ星を仕留め損なったあの時に現れたのと、同じ男だ。

「貴様は……！」

　男は両腕を伸のばしきらない独特な構えで、トリガーにかけた指に力を込こめた。

「フローラ、やるぞ」

　背後にさらなる気配、エーテル粒子をかいくぐって、女が突つっ込んでくる。

　そちらに気を取られている余よ裕ゆうはオフィクスには無かった。

「──貴様は何だ！」

　ただ男への驚愕と憎しみだけに囚とらわれる。




「星ほし守もりだ」




　男──メディックは短く答え、引き金を絞しぼった。








第四章　ガルガンチュア






「……ィック……──メディック！」

　意識が再起動する。まるで泥どろ沼ぬまから顔を出すように、まとわりつく不快な闇やみの中から浮ふ上じようする。視界が真っ赤なのは痛みの残留のためではなく、額から零こぼれ落ちた血が眼球を濡らしているからだ。身体の感覚が無い。メディックは袖そでで目元を拭ぬぐうと声の方を見た。

　今にも泣きそうな顔のフローラが身体をゆすっている。

　地面を見ると、空のアンプルが三本転がっていた。

　フローラが泣きそうな顔をしているのに納なつ得とくする。彼女がメディックに打ち込んだ薬は痛み止めではなく、常人が使用すれば命を落とす可能性の高い鎮ちん痛つう剤ざいだ

　それが三本もとなれば、メディックでも青ざめる量だった。

　彼の右腕は全てを防ぐ、というより、正確にはダメージを吸収するという性能を持っている。その代だい償しようが痛みとなるが、痛みそのもので命を落とすようなことはない。しかしダメージ量が多すぎれば状じよう況きようは深刻となる。痛みの許容量を超こえれば脳は自己防衛として意識を消失させるが、そうなれば展開された右腕の形状は解除されてしまうからだ。

　彼は右腕で攻こう撃げきを防いでいる間その痛みを延々と感じつつ、意識を保ち続けなければならなかった。フローラが無事なことを考えると、どうやら意識を失ったのは敵の攻撃を防いだ直後だったらしい。メディックはフローラに笑いかけようとした。

「……そんな顔すんな……戻ってこられた、大丈夫だ」

　しかしどうにも引きつってしまう。きっと顔面は蒼そう白はくもいいところだろう。

　状況を確かく認にんする。フローラは無事だが、リリスがいない。攻撃こそ退けたが最後の衝しよう撃げき波によって離はなれてしまったのだ。

　すぐに彼女の捜そう索さくを始めようとしたが、メディックはラビィの状態を見て息を吞のんだ。

「あれ……メディック君、どうしたの……愛しのラビィちゃんが自分のせいでこんなことに～みたいな顔しちゃって～」

　軽口を叩たたいているが、ラビィは半身に火傷やけどを負っていた。右腕を膜まく状じように展開するのが一いつ瞬しゆん遅おくれたせいだろう。エーテル熱傷による火傷だとひと目でわかる。

　致ち命めい傷しようだ。治ち癒ゆ師である彼女ならば生きながらえることは可能だろうが、自分の生存に全神経を傾かたむけなければならない。ラビィは身体中に汗あせを滲にじませて、意識を朦もう朧ろうとさせながらも弱々しく笑ってみせた。メディックはラビィの前で片膝ひざをついた。

「意地でも意識を保て。エーテル汚お染せんの中で無防備になったら、魔ま法ほう士でも死んじまう」

「……あたしより、護衛対象の【星】の心配をしなさいよね」

「…………」

「軍人でしょ……仕事、しなさいよ」

　表情は動かさず、ラビィの姿に拳だけを強く握った。

　メディックは魔力通信を送る。

《──アーサリー、近くにいるか》

《結界内に侵しん入にゆう。第五元素兵器とリリスを捕ほ捉そくした》

　いつものことながら仕事が早い。隠おん密みつ行動をさせれば彼の右に出る者はいなかった。

《リリスの状況は？》

《心神喪そう失しつといったところだが、敵の姿を見れば我を忘れて戦ってしまうだろう。第五元素兵器との距きよ離りが近い。救出が最優先だな》

《敵の状況は？》

《損傷はかなり激しい。索さく敵てき機能も喪失していると見て間ま違ちがいない。あの様子ならば砲ほうも撃うてんだろう。兵装は元から少ないはずだ》

《……了りよう解かいした。俺達が合流したら、お前はリリスを確保しろ。フローラから麻ま酔すいは渡わたされているな？》

《ああ。あの様子ならば簡単に接近できそうだ》

《タイミングはそっちで合わせろ》

《ん。それはいいが、まさかやる気か？》

《ああ、戦せん闘とうだ。結界は内側からは外に出られない。増ぞう援えんが到とう着ちやくするまで時間を稼かせぐ》

　通信を行いながら、メディックはホルスターから銃じゆうを抜ぬいた。

　銃身が太いため見た目はオートマチック拳けん銃じゆうに近いが、扱あつかう弾だん丸がんの特とく殊しゆ性からダブルアクションの回転式拳銃となっている。シリンダーラッチを外して弾薬を確認、装弾数は七発。心こころ許もとないが、メディックにはこれ以上の弾は持ち歩けなかった。

　損傷具合にもよるが、時間稼ぎ程度ならば星守部隊だけでもやりようはあるはずだ。

《気がかりなことが一点……奇き襲しゆうの直前に星ほし影かげを見た。見たことも無い星影だ》

　星影はメディックも確認していた。

　銀色の流星だった。あんな星影は王国の【星】のデータにはどこにも存在しない。

《見間違いだと思いたいが、相手をするならばくれぐれも注意しろ》

《内側からは外に出られない。アーサリーはリリスを確保した後、意地でも守れ》

　メディックはエーテル粒りゆう子し漂ただよう結界内を慎しん重ちように歩き出す。その後をフローラが続く。

「メディック、忘れないで。あなたが【星】を守るのは勝手。私は止めないわ」

　後ろを歩くフローラはかき消えそうな声で続けた。

「でも、私はいざとなったら【星】を見捨ててあなたを守るから」

　それはメディックが星守になると決めた日に交かわした、フローラとの約束だった。

「ああ……わかっているよ、フローライト」

　メディックはフローラをそう呼んで、申し訳無さそうに薄うすく苦く笑しようした。







　アーサリーの分ぶん析せきは正確だった。敵の損傷、大。胸部のリアクターが破損、エーテル兵器は使用できない。

　目的は足止め、増援が到着するまでの所要時間は三分。勝利する必要はない。

　──戦闘開始、死にものぐるいで逃とう走そうの邪じや魔まをする。

「星守だ」

　オフィクスへの返答の後、メディックは拳銃のトリガーを引き絞った。

　拳銃如ごとき避さけるまでも無い。オフィクスはそう判断したのだろう。

　だが──その予測は覆くつがえされる。

　弾丸はオフィクスの頭部へ直撃、同時にメディックは反動で後ろに吹ふき飛んだ。

　激しい火花と共にオフィクスの身体が頭から地面へ激げき突とつする。

　オフィクスは、あまりの衝撃に身体が地面を砕くだいてめりこむのを感じながら、自分が転てん倒とうしたという事実を理解するまでにコンマ数秒かかった。

　放心の最中、エーテル粒りゆう子しの霧きりを押しつぶすように眼前に何かが突き出してくる。

　足だ。メディックの銃撃に合わせてフローラが攻撃を仕し掛かけたのだ。

　反射的にオフィクスが回かい避ひした瞬しゆん間かん、フローラの足が地面を砕いた。

　オフィクスが即そく座ざに立ち上がり警けい戒かいする。あの一瞬で、リリスをアーサリーが回収したことにも気づくのが遅れていた。

　やはり索敵能力が低下している。動きも鈍にぶい。

　勝機はあると確信しつつ、反動で吹き飛んだメディックは歯を食いしばって再び銃を構えた。フローラも地面から足を引き抜くと、軽くその場でステップを踏ふむ。

「星守だと？　なるほど、貴様らは蒼そう天てんノ星を守っているのだな」

「…………」

「魔法士風ふ情ぜいが【星】を守る……何の冗じよう談だんだ、これは！」

「──同感ね」

　ステップに合わせてフローラが躍おどり出る。跳ちよう躍やくからの飛び回し蹴げりがオフィクスの側頭部目がけて繰くり出されたが、オフィクスがその一いち撃げきを左腕うで一本で防ぐ。

　しかし彼女の蹴りはどう考えても人から放たれたような威い力りよくではなかった。防ぎはしたがオフィクスの身体は大きくよろめいた。

「ッ、ただの魔法士ではないとでもいうのか！」

「残念だけど、ただの魔法士よ……！」

　間かん髪はつを入れずに蹴しゆう撃げきの応おう酬しゆうが始まる。その動きは旋せん風ぷうの如ごとしだが、威力はまるで猛もう牛ぎゆうの突とつ進しんのようだった。応戦しようとするが、スピードは僅わずかにフローラが上回っている。

　現在、彼女は身体能力だけで言えば【星】に匹ひつ敵てきしている。魔法士の身体能力は人とは一線を画するが、【星】は格が違ちがうのだ。

　その域にフローラが達している理由はドーピングだった。彼女は生成した《強化麻酔ストレングス》を自らに打ち込むことでこれだけの向上を成し遂とげている。

　だが、強化されているのは身体能力と反射神経のみであり、身体強度は増していない。彼女の身体はオフィクスに一撃を与あたえるごとに壊こわれていく。麻酔はあくまで麻酔、肉体を守ってくれるわけでも頑がん丈じようにしてくれるわけでもない。痛みを緩かん和わさせ、ダメージを無視できるというだけの代しろ物ものだ。

　いずれ動けなくなるのは承知の上。フローラはこの一分半に全すべてを賭かけていた。
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「舐なめてくれたものだな！」

　オフィクスはなけなしのエーテルを噴ふん射しやした。肘ひじや背、下か腿たいからの噴ふん射しや口こうから粒子が吹き荒あれ、オフィクスの動きを後押しする。

　しかし動作の起点でオフィクスに側頭部への衝撃が襲おそった。吹き飛ばされる最中、オフィクスは拳銃を射撃したメディックの姿を見た。反動に後退しまいと足を踏ん張る彼の形相は苦痛に満ちて、しかし殺意をもってオフィクスを凝ぎよう視ししている。

「ッ……！」

　──この程度で傷ひとつつけられないことは、メディックもわかっていた。

　小型のオフィクスの致ち命めい的な点はその重量だ。他の元素兵器とは違い、空を飛ぶことができる上に小型とくれば、当然軽いのだ。

　メディックの拳銃にはオフィクスを吹き飛ばすだけの威力があった。弾丸は４５４マグナム弾だが、その重量と装薬量は通常の一〇倍に匹敵する。レイディの《過密クロウデツド》によって増ぞう幅ふくされた重量と装薬量を持つ弾丸、【七星】の一人が魔法によって生成した物質で作られた強きよう靭じんな銃。当然、常人に扱えるような代物ではない。撃てば反動によって腕うでが折れるどころか千切れ飛ぶだろう。

　撃つには千切れ飛ばない腕が必要だ。

　名を『カデンツァ・エリート』、メディックのためだけに作られた銃である。

「テメェにはここで朽くちてもらう」

　弾丸をくらってもオフィクスは踵かかとを地面に突つき立て、倒たおれることはなかった。

「貴様らがオレを屠ほふる？　笑わせてくれる……！」

「俺達じゃない。俺達が戦っている間にテメェが勝手に朽ちるんだ」

「なるほど、増ぞう援えん到とう着ちやくまでの足止めか……賢さかしいな。もっとも、オレも貴様らのことを言えた義理ではないが──」

　ゴキリと首を鳴らして、装そう甲こうに刻まれた赤き眼めをメディックに向ける。

「オレも恥はじを捨てよう」

　追撃に移ろうとしていたメディックとフローラが警戒し動きを止める。周辺の気圧の急激な変化を察知してのことだった。これは魔法士が魔法を使う際の現象と同様のものだ。

　胸部のリアクターにも火が灯ともる。しかしエネルギー源であるエーテルではなく魔力による起動だ。危き惧ぐしていたとはいえメディックも驚きよう愕がくを隠かくせない。エーテル技術の結集たる第五元素兵器を、魔法士が──いや、違う。この溢あふれ出る魔力量は魔法士では不可能だ。

　怒いかりによりメディックのこめかみに青筋が走る。

「──やはり、テメェは【星】か！」

「オレはこの血を呪のろい、この血を燃ねん焼しようし切るまで貴様ら王国を蹂じゆう躙りんする！　星ほし狩がり──それがこの国に生を享うけ、鋼国で魂たましいを得たオレの存在意義だ！」

　瞬間、オフィクスの姿が消失した。

「！」

　動きを止めていたフローラが目を見開いたその直後、真横に瞬間移動してきたオフィクスがお返しと言わんばかりの回し蹴りを繰り出してきた。

　避けきれないと判断したフローラが腕で防ぼう御ぎよをはかったが、それは愚ぐ策さくだった。

【星】の攻こう撃げきを生身で防御できる魔法士などいない。

　フローラの右腕うでが捩ねじれ折れる。衝しよう撃げきはそれだけに留とどまらず、フローラの身体からだが横からくの字に折れ曲がる。肋ろつ骨こつが五本砕け、肺が損傷、背骨にも罅ひびが入った。普ふ通つうの人間ならば肉にく片へんすらも残らないが、即そく死しを避けられたのはフローラが魔法士として優ゆう秀しゆうなおかげだ。

　即死を免まぬかれたところでどうにもならない。フローラが仰あお向むけに転がった時にはすでにオフィクスが腕を振ふり上げて突っ込んでくる瞬間だった。

　鋼鉄の拳こぶしがフローラの身体を粉ふん砕さいするその直前──彼女の前にメディックが躍り出た。鉄と鉄が激突したような音と衝撃が、結界内に充じゆう満まんしていたエーテル粒子を渦うず巻かせる。

　オフィクスが絶句しているのが鋼鉄に包まれていてもわかる。

　どのようなものであれ、【星】が物質に魔力を通しただけでも兵器となり得る。ただの鉄板は金こん剛ごうですら斬きり裂さくブレードとなり、拳を覆おおった布ですらも戦車を粉砕する徹てつ甲こう弾だんと化した。相対した者は例外なく存在としての格が違うことを思い知るのだ。

　だが、この目の前の男は──

「何な故ぜだ！　その右腕は何なのだ！」

　──メディックは、右腕一本で【星】でもあるオフィクスの拳を前ぜん腕わん部にて防いでいた。

　オフィクスは激情に任せて激しい連打を繰り出す。

　メディックは右腕のみでその全てをガードする。

　衝しよう突とつする度に火花が散り、衝撃波が砂すな埃ぼこりを渦巻かせた。メディックは衝撃に吹き飛ぶどころか一歩も後退せずに、あろうことかオフィクスの拳を手の平で受け止めてしまう。

　メディックの形相は怒りと痛みに歪ゆがみ、憎にくしみをもってオフィクスを睨にらんでいる。オフィクスもまた彼を虫けらではなく敵と認にん識しきし、睨みつけた。

「──名乗れ、刻んでやる！」

「ただの衛生兵メデイツクだ馬ば鹿か野や郎ろう──！」

　メディックが左手に握にぎっていた銃を空中に放ほうり投げ、オフィクスの拳を摑つかんだ右手を押し出す。漆しつ黒こくの右腕に魔力が通り、輝かがやいたかと思うとわずかに膨ふくれあがった。

「!?」

　危機を察したオフィクスが拳を引いて距きよ離りを取る。

　怖おぞ気け。畏い怖ふ。オフィクスの中に駆かけ巡めぐったのはそんな直感染じみた警けい鐘しようだった。メディックはオフィクスが離はなれた隙すきに放り投げた拳けん銃じゆうを右手で摑み、構えた。

「魔力展開、転てん換かん形状《弾だん丸がん》──蜂ほう起き、開始……！」

　右腕の血管を駆け巡った魔力が、あふれだし、カデンツァの銃身にも流れ込む。まるで血が通ったかのように銃が脈打った。

　オフィクスが戦せん慄りつする。怖気はつい数日前に経験したものと同じになった。

　リリスを追撃していた時に突とつ然ぜん現れた男。あの時も過集束エーテル砲ほうを防ぎ切り、あまつさえ反撃に転じオフィクスを一時的に退けた。

　あの一撃を忘れるはずがなかった。

　エーテル砲を放ち終わった直後、あの時、この男は撃うち返してきたのだ。その一撃のせいで撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされた。

　あの右腕は未知だ。引くな、前へ出ろ。

　放たれる前に仕留めろ！──あの右腕がもたらす驚きよう嘆たんは、オレの予想を上回る！

「がああああぁ──ッ！」

　オフィクスが瞬しゆん間かん移動によりメディックの眼前に出現。拳が振り上げられる。彼は【星】ではあるが魔ま法ほう士としては未熟そのもの。嫌けん悪おしているものを極きわめようとしたことはない。

　だがそれでも、動きはオフィクスの方が早い。

「滅ほろびろ、イレギュラァアッ！」

　拳が迫せまる。メディックの顔面を砕かんと一直線に──

　その瞬間、オフィクスの側頭部に足が直撃した。

　身体が大きくぶれて拳が空を切る。再起不能にされたはずのフローラが、右脚あしを振り抜ぬいていた。肉体の損傷がほぼ治りかけている。麻ま酔すいの効果ではなく治ち癒ゆ魔法だ。

　この数秒間に治癒が可能なのは一等魔法士ぐらいのものだ。

　──メディックはこの所業がラビィのものだと即座に察知した。

《高度治癒ハイリカバリー領域フイールド》。魔力を内包させた手しゆ榴りゆう弾だんを爆ばく発はつさせ魔力を散布し、後発的に魔法として構築させることで空気中に散布された魔力自体に治癒効果を持たせる事後魔法。本来治癒リカバリー領域フイールドと呼ばれる魔法はあくまで体力を回復させ、部隊の突撃力を落とさないためのものだが、高位の魔法士の手に掛かかれば負傷が数分で完治するレベルのものも存在する。

　だが、決して一瞬で重傷状態の患かん者じやが戦せん闘とう可能なまでに回復するような代物ではない。そんなことをやってのけるには、高位魔法士複数人がガス欠覚かく悟ごで己おのれの全魔力を注ぎ込み、全神経を魔法に傾かたむける必要がある。

　ラビィはたった一人で、しかも瀕ひん死しの状態でメディックとフローラのために《高度治癒ハイリカバリー領域フイールド》を展開していた。己の命を顧かえりみず、任務のために。

　フローラやメディックも同じだった。よろめいたオフィクスに組み付き、フローラが己の肉体をもって拘こう束そくを試みる。第五元素兵器の身体を拘束するなど無む謀ぼうだ。オフィクスはすぐにでもフローラの身体を千切り、拘束を解くだろう。

　だが、命を賭として稼かせげた時間がたとえ一秒だとしても──

「さっさと撃って！」

　檄げきを飛ばすフローラ。しかしオフィクスはフローラの拘束をものともせずに肉にく薄はくし、メディックを仕留めにかかる。

　メディックが照準を合わせる。焦あせりも怒りもなく、ただただ弾丸を練り上げ、敵へ直撃させることだけを思考する機械と化す。

　まだ足りない。十分な威力を溜ため込む。

　仕留められずとも、逃にげられなくなるぐらいの深手は負ってもらう。

　メディックは焦らない。たとえ眼前に敵の拳が迫ろうとも。

　──仲間の援えん護ごを信じているからだ。

《生きていますね？　アァ悦よかったッ！》

　狂きよう喜きと呼ぶに相応ふさわしい声が鼓こ膜まくを震ふるわせ、風と呼ぶにはあまりに凶きよう悪あくな衝しよう撃げきがメディックの頰ほおを撫なでていく。

　麻酔によって研とぎ澄すまされた彼の眼は、視界の端はしに確かにその弾丸を捉とらえていた。

　貫かん通つう力に特化したその徹甲弾はオフィクスの頭部に直撃。オフィクスの身体が大きく後退する。続けざまに三発もの弾丸が肩かた、腹部、胸に着弾する。拘束していたフローラのことなど微み塵じんも考えていないその射撃は、紛まぎれもなくレイディからのものだった。

　オフィクスからしてみれば想定外の連続だ。

　奇き襲しゆうを仕し掛かけ、【七星】と【星】の幾いく人にんかを屠り、平和ボケした王国と、自分を第五元素兵器と認めない鋼国の貴族共に力を示すはずが、気づけば翻ほん弄ろうされている。

　レイディの追い打ちのせいでついに後ろへ倒れ込もうとした時、彼は見た。

　銃口を向け、目を見開いたまま微び動どうだにしなかったメディックが動くのを──！

「──ぶちかます！」

　変異した拳銃から弾丸が放たれる。ブヅン、という電源を落としたかのような奇き妙みような発射音。カデンツァの構造は別物に造り替かえられ、弾丸もまた右腕を通して極限まで溜め込まれた魔力により別物と化している。

　まるでこの世の黒という黒を濃のう縮しゆくさせ、闇やみと化したかのような魔弾だった。

　太陽の黒点のようなソレがオフィクスの眼前に飛来する。

　魔弾はオフィクスの左肩に直撃した。

　──ズグンッ！

　着弾と同時に、魔弾は膨ぼう張ちようした。しかし閃せん光こうや爆発ではなく、漆黒の空間が膨れあがり、瞬時に収縮しただけだった。猛もう烈れつな爆発が生じたわけでも、眩まばゆい閃光が走ったわけでもない。メディックが放った魔弾が、消しゴムで消したかのように元の空間を削けずり取ったのだ。

　オフィクスは自分の左半身が消し飛んだのを見て、啞あ然ぜんとしながらその場に膝ひざをついた。

「馬ば鹿かな」

　第五元素兵器は結けつ晶しよう化させたエーテルを圧縮し、幾百層と重ね合わせた特とく殊しゆ装そう甲こうに包まれている。この装甲に傷をつけるとなれば星屑魔法スターダストが必要となるし、仮に貫通できたとしても結晶化エーテル装甲を消しよう滅めつさせることは事実上不可能だ。

　だが、オフィクスの半身は明らかに消失していた。

　文字通り、この世から消し飛ばされていた。

　──これがメディックの右腕が持つ力だ。この腕うでは、蓄ちく積せきさせたダメージを任意の効果、範はん囲いで放出することができる。爆発、貫通、切断、拡散、溶よう解かい、分解、振しん動どう。どのような破は壊かいの形にも自由自在に放出が可能である。

　そして極限の破壊が『消失』だ。

　濃縮されたダメージは、触ふれた瞬間に対象をこの世界から空間ごと消し去る。

　死そのものを空間に与あたえるのである。

「瞬間移動で着弾点をずらしやがった……厄やつ介かいな野や郎ろうだ」

　オフィクスがわずかに右に避よけていたことにメディックは驚おどろかされ、舌打ちをする。

　息を吸うように魔法を扱あつかうのが【星】ではあるが、中には魔法に分類されない不可解な異能を発揮する者がいる。オフィクスの瞬間移動はその類たぐいのものだ。【七星】によく見受けられるが、オフィクスの【星】としての格はかなり高いということになる。

　額を流れる汗あせを拭ぬぐいもせずに、メディックは弾たまを確かく認にんする。

「だが当てたぜ。これでもう逃がさねぇ」

「オレが……負けるのか……？」

「ああ、いずれにせよ──俺達の勝ちだ」

　シリンダーを銃身に収めた瞬間、メディックの目の前に三人の人ひと影かげが空から飛来した。

　着地するなり、その者達はマントを翻ひるがえして前に出た。

　マントの色は琥こ珀はくと紫むらさき、そして純白だった。

「遅おそい登場で……【七星】ご一行様」

　メディックがふらつきながら皮肉交じりにそう言っても、三人は振ふり向きもしない。

　左が【七星】第四位琥珀ノ星『オブリビオン』、右が第五位紫し滅めつノ星『ハイドランジア』、そして中央が第二位──紛れもない王国の主力、王都付きと呼ばれる者達だった。

「足止めご苦労。部下を連れて下がれ、ガルガンチュア」

　第二位、白びやく夜やノ星『ヴィスマルク』の言葉の通り、メディックは肩を竦すくめて一歩下がる。

　額から輝く角の生えた、背の高い筋骨隆りゆう々りゆうの男だ。眼光の鋭するどさやその立ち居振ふる舞まいからでも、強者としての格が溢あふれだしている。メディックは碧へき凱がいノ星『オズ』と同じく、彼とはアルスタイン平原の戦いで面識があった。

「あの、俺単体でそう呼ぶのやめてもらえます？」

「黙だまれ。お前のような衛生兵がいるものか、ガルガンチュア」

「……はいはい……仰おおせのままに」

　メディックが後ろに下がると、ヴィスマルクは得体の知れない剣けんを鞘さやから引き抜いた。

　同時に空に星ほし影かげが昇のぼる。空を覆おおい尽つくすような白色巨きよ星せい、覇は者しやを表す無類の惑わく星せいである。

　その格の違ちがいにオフィクスですら怯ひるんでいた。ヴィスマルクは、これまでに三体もの第五元素兵器を墜おとしている最強の【七星】だ。

　ヴィスマルクはオフィクスから五メートルほど離はなれた距きよ離りで、剣を地面に突つき立てた。

　オフィクスを見下ろしながらヴィスマルクは顎あごを上げる。

「第五元素兵器の操者に告ぐ──投降しろ。その機体、回収させてもらう」

　投降と聞いて、オフィクスは下を向いてくつくつと笑い声を吐はいた。

　笑い声が次し第だいに大きくなる。その声は不気味で、怨えん嗟さに満ちていた。

　オフィクスが顔を上げる。視線の先にいるのはヴィスマルクでなく、メディックだった。

「貴様の顔……覚えたぞ、衛生兵メデイツク……！」

　メディックがため息を吐つく。

　直後、空に新たな星影が昇った。

　銀色の流星の星影。オフィクスが【星】たる証しよう拠こ。

「貴様はオレの─────敵だ！」

【七星】が構えたその瞬間、オフィクスは──その場から忽こつ然ぜんと姿を消した。

　啞然としたのはメディックだけで、他の【七星】達は平然としている。

「星屑魔法スターダストの長距離転移魔ま法ほう……あの野郎逃げやがった！」

　ヴィスマルクは冷静に剣を引き抜き、鞘に収める。

「ふん。まあ、だろうな」

「だろうなって、いいんですか!?　新型の第五元素兵器ですよ？　つか、投降とか日ひ和よったこと言って、らしくないですよね!?」

　メディックが無礼にもヴィスマルクを問い詰つめる。少なくとも、メディックの知るヴィスマルクという【七星】は投降を呼びかけるような男ではないはずだった。

　ヴィスマルクは、思し慮りよ深く目を閉じた。

「この状じよう況きよう下で我々が星屑魔法スターダストを使用すれば、結界が崩ほう壊かいしエーテルが王都に拡散する」

「しかし捕ほ縛ばくはできたのでは!?　損傷していましたし！」

「リスクを鑑かんがみてのことだ。第五元素兵器としては無力化できていたとしても、奴やつが【星】である以上、戦闘は避けられん。追い詰めて炉ろ心しん誘ゆう爆ばくでもされれば、エーテル汚お染せんどころの話ではない。ここは王都だ。これ以上国民に犠ぎ牲せい者を出すわけにはいかん」

「……っ、ですが……！」

「碧凱が望むと思うか？」

　ヴィスマルクが刺さすような視線でメディックを貫つらぬく。

「………………すみません、頭冷やします」

　冷静になる。確かに【七星】という立場を考えるとその判断は正しい。彼ら王都付きの任務は、敵を屠ほふるのではなく王都を守ることだ。

　碧凱ノ星『オズ』の遺志を尊重したのは彼らしかった。ヴィスマルクとオズは衝しよう突とつすることも多かったが、認め合う部分も多い戦友だとメディックは聞いている。

　ヴィスマルクのおかげで気持ちが落ち着いてくる。オズの死やラビィのことで頭に血が上っていたことを、メディックは素す直なおに恥はじた。

　ヴィスマルクが、メディックをじろりと睨にらんだ。

「強しいて言うなら、お前があそこで外すのが悪いのだ」

　率そつ直ちよくに責められて、メディックは返す言葉もなくぺこっと小さく頭を下げた。

　ヴィスマルクは踵きびすを返し、メディックの横を通り過ぎる際に肩に手を置いた。

「碧凱の殉じゆん職しよくもある。これ以上、王都で事を荒あらげたくはない。それより……さっさと部下の元へ行け。一人手て遅おくれかもしれん」

「…………」

「アレを使うなら、人目のつかぬところで使え」

「……【星】以外に使うことは許可されていませんが」

「私が許可する。今回の功績を称たたえてのことだ、上に文句は言わせん。もっとも……許可が出ていなくてもお前は使うつもりだったろうが」

「……感謝します」

「早く行け。私は忙いそがしい」

　ヴィスマルクはそれ以降メディックに構わず淡たん々たんと現場の指揮を執とり始めた。

　やがてフローラが、よろめきながらそばにやってくる。

「無事？」

「ああ、俺はな」

　メディックは拳こぶしを握にぎり、魔力通信をアーサリーに送る。

《アーサリー……状況報告》

《リリスは無事だ。レイディも、今確認した》

　眉み間けんに皺しわを寄せ、ある程度の覚かく悟ごをしながら空を仰あおぎ見る。

《ラビィは？》

　問いかけると少しだけ間があった。

　ため息と共に、アーサリーは返答する。

《一分前に、死亡を確認した》

　メディックは目を閉じて、悔くやしげに奥歯を強く嚙かみしめるのだった。








第五章　衛生兵






　防護服を着たエーテル除去班の人間とすれ違いながら、メディックはアーサリーと合流した。アーサリーはメディックを見ずに首を横に振る。

「自分なりに手は尽くしたが、すまない」

「…………」

「リリスは無事だ。できれば彼女の遺体を見せたくはなかったが……麻ま酔すいの効きが悪かったようだ」

　傍かたわらには、昏こん睡すいからすでに目を覚ましたリリスが、茫ぼう然ぜん自失なまま視線を一点に向けて両膝をついていた。

　視線の先には、夥おびただしい量の血だまりと、少女の亡なき骸がらが横たわっている。

　ラビエッタ・エクセリオス。三等魔法士にして一流の衛生兵。元々は看護部隊にいた少女だったが、メディックのヘッドハンティングで正式に星ほし守もりの一員として入隊したのは、一年前のことだ。星守部隊では一番若く、戦せん闘とう経験もまだまだ少ないながらも、誰だれよりも周りを見ていて、誰よりも明るい。少々気が短いが、そのはっきりとモノを言う性格に、メディックも救われていた。そんな少女を失ったというのに、メディックは涙なみだ一つ流さずに、彼女の遺体の前に立っていた。

「……お前達の戦闘を援えん護ごすると言って聞かなくてな。自分の回復を後回しにして、《高度治癒ハイリカバリー領域フイールド》を遠えん隔かくで行い続けた」

　アーサリーの言葉を聞きながら、無言でラビィの遺体を見下ろし続ける。

　魔力が枯こ渇かつしていることが見ただけでもわかる。彼女はメディックとフローラを守るために、己おのれの命さえも全すべてを使い切ったのだ。

「……私のせいです……私が、戦えなかったから……」

　リリスはラビィの死さえも自分のせいだと言う。彼女の心の傷はもはや修復しようがないほどに開ききり、血を流していた。

　玉ぎよく砕さい覚悟で戦うことをメディックが止めても批難することもなかった。

「いいや、違う。部下の死は俺の責任だ」

「…………」

「頼たのまれたとしても、お前にはやらないよ」

　メディックはラビィの前で膝ひざをつき、左手で亡骸の頰ほおに手を当てた。

　リリスが顔を上げてメディックを見た。

　メディックは泣いているような、困っているような、心を読み取れない笑えみを浮うかべていた。どうして笑うのかがわからなくて、リリスは首を傾かしげる。

　フローラは顔を背け、自分自身を抱だくように腕うでを組んだ。

「全部俺のもんだ。こいつの痛みも、苦しみも……死ですらも、全て」

　メディックは黒い右腕を、ゆっくりとラビィへ伸のばす。

「いいえメディック、間ま違ちがえてもらっては困りますわ」

　瓦が礫れきを乗り越こえて、レイディが姿を現した。レイディは肩かたに銃じゆうを担かつぎながら、瓦礫の上からメディックを見下ろしている。

　髪かみを搔き上げ、まるであざ笑うかのように恍こう惚こつとした笑みを浮かべていた。

「あなたは彼女から奪うばうのですよ。わたくしにやったように、ラビィさんから痛みも苦しみも、死も、全て奪うのです……まるで部下を死なせたことの責任逃のがれのようにね」

「…………」

「自覚しながら罪を重ねなさい。それがわたくしを蘇よみがえらせたあなたの贖しよく罪ざいなのだから」

　蘇らせた。確かにレイディはそう言った。次いで、アーサリーが時計を確かく認にんする。

「黙れレイディ。これはラビィが望んだことだ。メディックに罪はない」

「そんなの関係ありません。これは罪。逃れることはこのわたくしが許さない」

「……メディック、残り三〇秒だ。人目は無い、やるなら急げ」

　アーサリーが言うと、メディックの黒い右手がラビィの額に当てられた。

　右腕に魔ま力りよくが通り、ふわりとメディックの髪が浮き上がる。

　膨ぼう大だいな魔力の胎たい動どうを感じ、リリスは目を見開いた。レイディは彼女の動どう揺ようを目まの当たりにして、目を月のように細めた。

「ああ、そうでした。リリスさんは彼の魔法士としての本質を知らなかったですわね。教えてさしあげます」

　レイディが笑顔で話している間も、メディックは右手をラビィに当て続ける。

　魔法だ。メディックは何か魔法を使おうとしている。それも普ふ通つうではない魔法を。

「彼の右腕はあらゆるダメージを吸収、蓄ちく積せきし、放出するという力を持っている。でも、それだけじゃないんですのよ」

　瓦礫が震しん動どうし音を立てて浮き上がる。漆しつ黒こくの右腕が微かすかに脈打ち、魔法使用時の独特な空気の圧あつ迫ぱくが周囲を包む。

「対象が受けたダメージも吸収することができるんです。ダメージを取り除き、ダメージを受ける前の状態に戻もどすことができる」

　メディックの顔が前まえ髪がみで隠かくれて見えなくなる。
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「すごいでしょう？　本当に衛生兵の鑑かがみなんですよ。だって──」

　その瞬しゆん間かん、ラビィの遺体が痙けい攣れんを始めた。

　事切れていたはずの亡骸が動き、魔力の一ひと粒つぶ一粒が、傷口に集まっていく。まるで流れ出ていったラビィの命そのものが身体からだに戻っていくかのように──

「──彼の看護は死すらも無かったことにできるのですから」

　そして痙攣によって胸が大きく跳はねた後──ラビィの喉のどが動き、呼吸が再開した。

　浮ふ遊ゆうしていた瓦礫や砂すな埃ぼこりが地面に落ち、逆立っていたメディックの髪も元に戻る。

　何事も無かったように静せい寂じやくが戻ってきて、何事も無かったようにラビィの身体は損傷前の姿に戻り、何事も無かったように彼女は息をしている。

　死者を蘇そ生せいさせる魔法など記録には存在しない。

　たとえ【星】であろうともそんな奇き跡せきを体現できる者などいなかった。

　目の前で起こった奇跡に、リリスの目に光が戻り始める。死者が息を吹ふき返し、生命の鼓こ動どうを再開した光景を前に、リリスの脳のう裏りにある思おも惑わくが過よぎる。

　彼の力があれば、もしかしたら死んだ碧へき凱がいノ星も蘇らせることができるのではないか？　それだけじゃない。王都で巻き込まれた民間人、碧凱ノ星、花束の少女……北部戦線で守れなかった蒼ノ大隊、近この衛え分隊……フレイも……。

（お父さん、お母さんも……）

　リリスはその希望に縋すがり付くようにメディックの肩に手を伸ばそうとした。

　しかしその手は空を切り、希望は地面に頽くずおれた。

「……メディックさん……？」

　倒たおれた彼の顔は青白く、まるで生気がない。

　しゃがみこんで頰に触ふれると氷のように冷たい。揺ゆすってみても反応はなく、完全に全身から力が抜ぬけきっているのがわかる。

　その姿は息を吹き返したラビィとは正反対の、まるで死人のようだ。

　リリスは身につまされたような想おもいに表情を強こわ張ばらせた。

「そんな……噓うそ、ですよね……？」

　リリスは必死に揺り動かしてメディックを起こそうとするが、フローラが止めに入る。

「どいて。アーサリー、運ぶよ。レイディはラビィをお願い」

「か、彼はいったいどうなったのですか!?」

　アーサリーと共にメディックの腕を肩にかけて運ぼうとしていたフローラは、リリスを睨んだ。フローラから感情らしい感情を向けられたのは初めてだった。

　向けられたのは、苛いら立だちにも似た敵意だ。

「死んだわけじゃない。でもこうなったら私の麻酔も効果が無い。わかったならどいて」

「わ、わかりません、彼の力はいったい！」

　リリスが食い下がると、フローラは思い切り彼女の胸むなぐらを摑つかみ上げた。

「退どきなさい……！　あなたは今、この人を利用しようと手を伸ばしたでしょう？　そういう人間は今までもごまんと見てきたわ……！」

「……そんな、私はただっ」

「事情を知らないのは承知の上だけど言わせてもらう。他人の都合のいい力に頼たよるのはやめたほうがいいわよ、お星様……！」

　明確な敵意を込こめたその言葉にリリスの心が軋きしむ。アーサリーが「やめろ」と言うと、フローラはリリスの横を通り過ぎて行った。

　両手を力なく下げたリリスに、ラビィを両手に抱かかえたレイディが微笑ほほえみかける。

「無事でよかったです。貴女あなたを守るという最低条件はクリアできましたし、星守部隊としての任務完かん了りようです。きっと犠ぎ牲せいになったラビィさんも喜ぶことでしょう」

　笑顔は美しくはあったが、レイディは薄うす目めを開けてリリスをしっかりと見ている。

「この先国がどう動くか、貴女やわたくし達にどういう命令が下されるかはわかりませんが、またお会いできることを心から願っていますわ」

　レイディが通り過ぎ、靴くつの踵かかとがコツコツと地面を叩たたく音だけが響ひびいている。

　リリスは空くう虚きよさを内包したまま空を見上げていた。澄すみ渡わたるような、雲一つない青空が広がっている。けれど何も無いその空はどこかハリボテのようで不気味だった。

　そこに星ほし影かげの痕こん跡せきを探す。けれど見えるのはオフィクスとヴィスマルクの星影の残ざん滓しのみで、それ以外には確認できなかった。
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　死という虚無から意識が浮ふ上じようする時、メディックはいつも夢を見る。

　そういう時に見る夢は、まるで走そう馬ま燈とうだ。

　過去の記き憶おくの再現。彼にとっては絶望に等しい記憶だ。

『それじゃ、行ってくるね、フローラ』

　そう言って故郷を後にしたのは、五年も前のことだった。

　王国と帝てい国こくと連れん邦ぽう。三すくみの戦争が終わったばかりなのに、今度は鋼国が大陸の外から侵しん略りやくしてきた。疲ひ弊へいしていた軍は民間人からの兵を募つのった。

　──君を必要としている──

【七星】二位がこちらを指さしている募ぼ兵へいポスターに踊おどらされて、多くの若者が自ら地じ獄ごくへと赴おもむいた。山脈沿いの港町の孤こ児じ院いんにいたメディックは、毎晩山の向こうが昼間のように明るくなり、何十キロも離はなれているのに遠えん雷らいの如ごとく響いてくる砲ほう声せいを聞きながら眠ねむりについていた。山で遮さえぎられた向こう側の戦場。自分があの場所へ行くことはないだろうと思っていたが、彼が戦場へ行くことになった切っ掛かけは幼おさな馴な染じみだった。

　名前はレオン。孤児院では一番年上だった。

『このまま鋼国軍が進しん攻こうすれば孤児院にも戦火が届くだろ？　そうなったら、誰だれもフローラを守ってくれない。だから僕らが守りに行くんだ』

　レオンは誰よりも才能があった。何をするにしてもそつなくこなし、勉強も運動も同い年の中では飛び抜けていた。

　物語の主人公みたいに完かん璧ぺきで、孤児院ではみんなのヒーローだった。

　いずれ何かの分野で偉い業ぎようを成し遂とげるのだろうと誰もが思っていたのに、レオンは戦場へ行くと言う。皆みなが悲しみ、彼が兵士になることを惜おしんだ。魔法士としての才能だけは無かった彼が、一いつ般ぱん兵として戦場へ行くことを祝福などできなかったからだ。

　メディックは幼い頃ころからレオンともう一人の幼馴染、二つ下のフローラといつも一いつ緒しよだった。メディックは出来がよくない子供で問題児だったが不思議とレオンとは気が合った。だからレオンが兵士になると言うと、彼もまたその後に続いた。無鉄砲なところのあるレオンのことが心配だったというのが一番の理由だが、フローラのためでもあった。

　別れの日、レオンはフローラの頭を撫なでた。

『僕らは絶対に帰ってくるから、泣かないでおくれフローラ』

『え、全然泣いてないんですけど』

　泣いてはいないが、目元が腫はれているせいで昨晩泣いていたのがバレバレだった。

『帰ったら結けつ婚こんしよう』

　レオンの突とつ然ぜんのプロポーズに赤くなったフローラは、メディックから見てもとても可愛かわいらしいものだった。

『……そ、そこまではまだ……ちょっと考えたことないっていうか……でも、その』

『子供は三人欲ほしい。全部女の子で』

『とと、と、飛びすぎじゃない!?　まだキスもしたことないわよ!?』

『そんでその子供の誰かをこいつに嫁とつがせる。それが僕の夢なんだ』

『おい話聞け！　仮にそうなったとしてもこいつに嫁がせるのだけは無いから！』

　こっちから願い下げだ、とメディックが言う。フローラはむすっとしてメディックのそばにやってきた。二人はあまり馬が合わなかったが、レオンのおかげでバランスが取れていたといっていい。フローラとメディックにとってレオンは無くてはならない存在で、幼馴染という関係の中心だった。

　フローラはメディックの胸を拳こぶしで叩いた。

『レオンのこと、頼たのんだからね』

　メディックは小さく肩かたを竦すくめ、言われなくてもわかってらい、と答えた。

　──そう。メディックはフローラにレオンを守ると約束したのだ。

　しかしそれから一年後、アルスタイン平原の戦いの最中、レオンはあっさりとこの世を去った。激戦区の平原では、兵士の命は軽かった。敵の侵攻を山脈の手前で食い止めるために防衛に当たっていたレオン達の部隊は、味方の爆ばく撃げきに巻き込まれて敵諸もろ共とも全ぜん滅めつさせられてしまう。

　部隊を攻撃したのは【星】だった。

　第五元素兵器の山脈到とう達たつを防ぐため、レオン達は囮おとりとなって犠牲になったのである。

『僕達は、何のために生まれてきたんだろうね』

　平和な世界しか知らなかったレオンは戦場で神経を磨すり減らし、次し第だいに病やんでいった。衛生兵として誰かを救おうとしても無む駄だに終わる日々。助けられたとしても、足や手を失った者から「殺してくれたほうがマシだった」と嘆なげかれる日々。もう大だい丈じよう夫ぶだ、必ず治る、そんな噓をはき続ける毎日に、レオンは故郷に帰ることを望むようになった。

　そんな矢先に、レオンは自分達を守ってくれるはずの【星】に殺されたのである。

『またお前と僕と、フローラの三人で……霧きりの掛かった海に、小こ舟ぶねで……ああ、フローラ、フローラに会いたいなぁ』

　それがレオンの最さい期ごの言葉だ。たった一人生き残ったメディックがどれだけ手を尽つくそうとも死は免まぬかれず、故郷で皆に愛されていたレオンは、戦場で傷つき心を病み、誰からも感謝されることなく、【星】に殺された。

　傍かたわらに転がっていた銃じゆうを拾い上げ、メディックはレオンを殺した【星】を探した。

　レオンの仇かたきを討うつためだった。

【星】は爆心地の中心にいた。何も無い荒こう野やに膝ひざを抱えて座っていた。

【星】が……彼女が泣いているのだと気づいたのは、すぐ後ろまで迫せまった時だった。

　傷だらけの少女は、目を擦こすりながら声を押し殺して泣いていた。

『……ごめんなさい……こうするしかなかったの……』

　メディックは一歩一歩、足音を殺しながら近づいて行く。

『……本当に、ごめんなさい……』

　自分の接近に気づかない少女の頭に、銃口を当てる。

　引き金に指が触れると、指先が震ふるえた。泣き声にあわせて揺れる少女の細い肩を見ていると、何な故ぜか自分の頰ほおにも涙なみだが伝うのを感じた。

　メディックも本当は自分達の部隊の全滅が必要だったことぐらいわかっていた。あそこで自分達が踏ふん張り、敵の注意を引き続けなければ防衛線は突破されていただろう。部隊の撤てつ退たいを待っていては敵は【星】の接近に気づき、迎げい撃げきを行っていた。そうなれば王国にとっての防ぼう御ぎよである山脈の一部が占せん領りようされ、本土に敵の侵攻を許すことになる。

　必要な犠牲だった。とてもとても必要な犠牲だった。

　だからって納なつ得とくなんかできない。割り切れるほど人としての心を捨てられない。

　責める相手が必要だ。憎にくむべき相手が欲しい。このやりきれない思いのはけ口をくれ。

　自分は人間。【星】とは違ちがう。

『私は守らなくちゃいけないのに……守るべきはずのあなた達を……殺してしまった』

　その言葉に愕がく然ぜんとして、メディックの涙は止まった。

　少女だって自分と同じはずなのに、守るべき相手を殺させた王国を憎んでいいはずなのに、彼女は──

『守ってあげられなくてごめんなさい……っ、ごめんなさい……！』

　──彼女は自分を責め、自分自身を憎んでいた。

　引き金にかけられた指から力が抜けていく。

　メディックにはただただ目の前の少女が、哀あわれで不ふ憫びんで、孤独に見えた。

　これが話に聞いていた【星】だというのか？　【星】というのはもっと神聖で、超ちよう然ぜんとして、無む慈じ悲ひな存在だと聞いていた。

　こんな子が【星】？　王国の兵器だって？

　メディックは目を見開いたまま、怒いかりで歯を食いしばった。

　──冗じよう談だんじゃない。この子は自分とは違う善良な人間だ。こんな子に、大人達は国を守らせていたのか？　こんな子に、敵諸共味方を屠ほふれと命令したのか？

『……助けて……誰か私を……終わらせて』

　頭こうべを垂れたままそう呟つぶやいた瞬しゆん間かん、メディックは銃を下げ、怒りと共に投げ捨てた。

　そこで初めて少女が振ふり返る。

　涙で濡ぬれた少女の瞳ひとみは途と方ほうもなく澄んでいて、まるで海の底のようだった。責めるべき相手を探すのはもう止やめだ。国や戦争を憎んだところでどうにもならない。

　だったら、俺は──

　涙を拭ぬぐい、口をへの字に曲げながらも自分の胸に強く拳を打ちつける。

『終わらせてなんかやるもんか──俺は君を許さない！　君は俺が守る！　俺がずっと見ててやる！』

　それが【七星】、海かい淵えんノ星『グリューエル』とメディックの出会いだった。

　守ると誓ちかった彼女との、かけがえのない、忘れじの日々の始まり──。
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　瞼まぶたを開けると暗い天てん井じようがあって、自分がどこにいるのかを確かめようと周りを見る。メディックは安あん堵どのため息を吐ついて、彼女の名前を呼ぼうとした。しかしそこにいるのがグリューエルではないと気づいて、メディックは言葉を飲み込んだ。

「……リリス」

　見間違えたのは月明かりに照らされた髪かみのせいだったのだろう。

　リリスはベッドの横の椅い子すに座り、じっとメディックを見つめていた。

「目覚められたのですね……よかった」

　安堵するリリスに「よっ」と挨あい拶さつして改めて周りを見る。

　場所は病室だろうが、どこの病院までかはわからなかった。

　もう一度リリスに視線を戻もどし、月明かりに照らされた彼女を見る。

　グリューエルに似ていることは、出会った時から感じていた。考えまいとしていたが、どうしても重ねてしまう。外見が似ている、雰ふん囲い気きが似ている、それだけじゃない。メディックの過去の記憶のせいだ。

　歳としを重ねても忘れられるものではない。

　己おのれの力に翻ほん弄ろうされながらも戦い続けた、あの少女の鮮せん烈れつな人生を。

　メディックは、彼女と共に心を半分アルスタイン平原に置いてきたのだ。

　それでも【星】を守るという信念を曲げなかったのは、この右腕うでを授さずかったからだ。グリューエルを失って生きる意味を無くしたメディックにとって、この腕はもう少しだけ生きてみようと思わせるだけの力があった。

　右腕を天井へ向けて伸のばし、拳を開く。どうやらまだ、自分は生きているらしい。

「ラビィさんから聞きました。あなたは、かつて海淵ノ星、『グリューエル』の直属大隊に所属していたのですね」

「あいつめ……そんなことまでしゃべったのか」

　観念してメディックは直属大隊にいた頃の身の上を話すことにした。

「直属大隊には衛生兵として所属していたってだけだ。それも戦せん闘とう中の補ほ充じゆう兵としての移転だから、別に能力を買われたわけじゃねぇよ。あの頃はこいつも無かったしな」

　伸ばした手で拳を作る。

　右腕に感覚は無い。感覚があるのは、敵からの攻撃を受けた時だけだ。

　リリスは姿勢を正してメディックに真しん剣けんな瞳を向けた。

「率直に聞きます。あなたは、【星】なのですか？」

「俺が？」

　変な笑い声が出てしまう。

「まあ、そう思われてもしかたねぇか……だけど俺は【星】じゃねぇよ。いわゆる、なり損ねってやつだ」

「なり損そこね、ですか？」

「聞いたことねぇか？　どうにも魔ま力りよくってやつは【星】の再臨の際に、間違って分不相応な奴やつに再臨の兆候を見せちまうことがあるらしい。そういう兆候が現れちまった奴は、魔力が誤作動を引き起こすせいで死ぬこともある。生き残っても、身体からだの一部が異形になったりして、まともに魔法も扱あつかえなくなるんだとよ」

【星】の中にも人間とはかけ離はなれた姿形の者が多い。そういったタイプの【星】は強い力を持つ者が多いが、身体になんらかの異常を抱かかえている場合があった。

　なり損ねは、その異常を抱えたまま【星】になれなかった者達だ。

「こいつはその異形ってやつだ。辛かろうじて魔法は使えるが、俺の格付け知ってんだろ？」

　五等魔法士。実戦運用ができる魔法士の中でも最底辺だった。

「確かに俺は彼女の最期に立ち会ったし、こうなったのも彼女が死んだ直後だ。でも別に俺がグリューエルの再臨ってわけじゃない。正直、こいつに関しては俺もよくわからん」

　むしろグリューエルの再臨の可能性があるのはリリスだった。しかし彼女は恐おそらくそれを知らないだろう。メディックもあえて教えようとはしなかった。

「……あなたはグリューエルとは別の【星】の可能性がある、ということですよね」

「だから【星】じゃねぇんだって。こいつの力を使っても星ほし影かげなんざ見えなかったろ」

　メディックが肩を竦めると、リリスは躊ちゆう躇ちよした後こう言った。

「ガルガンチュア」

　その名に、メディックはわずかに目を細めた。

「……星天秘譚アカシツクレコードにも載のっていない【星】ですが、いくつかの偽ぎ典てんに名が残っています」

　リリスの言う通り、星天秘譚アカシツクレコードには多くの偽典も存在する。

　全すべてが創作とされているが、いくつかの偽典に共通点があった。

　それは原典には登場しない【星】の存在だ。

　星ほし守もりノ星『ガルガンチュア』はその一つだ。ガルガンチュアの逸いつ話わは、白銀流星の災さい厄やくの折、全ての【星】の盾たてとなり砕くだけ散り、永久に失われた、とある。曰いわく、星影は光を反射しないほどの漆しつ黒こくであり、人の目には見えない、とも。

　ガルガンチュアの名は、複数の偽典に記されているのだ。

「【星】が偽典なんか読むもんじゃねぇぜ？」

「星守部隊の部隊名も……ガルガンチュアでしたよね」

「あれは白びやく夜やノ星が勝手に名付けたもんだ。あの人、異い端たん者ばりに原典のことを信じちゃいねぇんだ。鵜う吞のみにすんなって」

「どうしてあなたは自分のことを偽いつわろうとするのですか……？」

　あしらわれているのが気に障さわったのかと思い、メディックはリリスを見た。

　リリスは瞳を潤うるませて、今にも泣きそうだった。

「あなたはその力で、たくさんの【星】を救ってきたと……ラビィさんから聞きました」

　膝の上に置いた両手の拳こぶしを握にぎりしめ、リリスは下を向く。

「だけどその右腕で誰だれかを守る度たびに、途方も無い痛みに苦しんできた。麻ま酔すいを打たなければ心が壊こわれてしまいそうなほどの痛みを抱えながら、それでも救ってきたのでしょう？　あなたも他の【星】と同じように国民から称たたえられるべきではないのですか……？」

　まるで自分が【星】として称えられていることが罪であり、メディックこそが賞賛されるべきだと言っているかのように、リリスは言葉を吐はき出す。

　メディックは心の中でため息を吐く。自分を卑ひ下げしているのではなく、称えられるような人間ではないことを自覚しているからだ。

「最初にあなたの力を見た時、私は羨うらやましかった。そんな力があれば、私だってもっとたくさんの人を救えた……直属大隊のみんなや、近この衛え分隊のカターシャやドロレス、フレイも……お父さんやお母さんもみんな救えたかもしれないって……嫉しつ妬としたんです。でも、あなたが人や【星】を蘇よみがえらせる度に、実際に死を味わわなければならないことを知って……私は、自分が情けなくなった」

「……やめろ」

「メディックさんはすごいです。私なんか力があっても何もできないのに、あなたは」

「──そんなたいそうなもんじゃねぇ。それにお前だって、誰かに認められたくて【星】をやってるわけじゃねぇだろ」

　少し語気を強めると、リリスはハッとして膝ひざの上で握っていた拳を解いた。

　メディックは上半身を起こして自分の右腕を撫なでた。

「この右腕だって万ばん能のうじゃない。あらゆる攻こう撃げきを防げるにしてもまずクソ痛くてしょうがねぇ。守れる範はん囲いも激げき狭せまだ。蘇そ生せいだって心肺停止から三分以内限定。やった後は確実に昏こん倒とうして、数時間起きることはない」

「……だからこそ、です。苦しみの上に成り立つ力でも、あなたは救い続けている……どうしたら、そんな風に強くなれるのですか？」

　リリスの向けてくる瞳には、切実な光が宿っていた。

「俺は自分のことを強いだなんて思ったことはねぇよ。ラビィは俺がたくさんの【星】を救ったと言ってたかもしれないが、そんなことは無い。救えなかった【星】はたくさんいる。ケートゥ、イドゥル、ヤハ……それにグリューエル。王都襲しゆう撃げきの時だって、一人を守るのに精せい一いつ杯ぱいで、オズは守れなかった」

「…………」

「俺が守れるのは一人だ。しかも仲間の助けがあって、多くを見捨ててようやく一人……それが星守部隊の隊長をやって、この右腕を授かった俺が学んだことだ」

　メディックは右腕を撫でるのをやめて、真剣にリリスを見た。

「リリスは、まだ【星】でいたいか？」

　問われて、リリスは唇くちびるを震ふるわせた。

　動どう揺ようはしていたが、けれど視線だけは外さなかった。

「嫌いやならやめたっていい。力を授かったからって、【星】でいなければいけないなんてことは無い」

「私は……」

「逃にげたなんて少なくとも俺は思わねぇ。【星】でいることが並なみ大たい抵ていの辛つらさじゃねぇのは……よく知ってる。だからお前は、自分で自分の道を選べ」

　多くの【星】を見てきたメディックだからこそ、その言葉には重みがあった。戦い、傷つき、失い、報むくわれずに散っていった【星】達たちを彼は実際に見てきたのだ。

「私……は」

　リリスの瞳ひとみに涙なみだが浮うかび上がる。まるで抑おさえていたものがあふれ出すように、雫しずくが頰ほおを伝っていく。今までにも理解者はいた。直属大隊はリリスを大切にしていた。

　でも、こんなことを口にしたのはメディックが初めてだった。

　──辛いならやめてもいい。【星】でなくとも、お前にはお前の人生がある。

　その言葉はリリスにとって優やさしさでもあり、棘とげでもあった。

　彼女の肩かたに手を置いて、メディックは問いかけた。

「なあ、リリス。お前はどうして【星】という道を選んだ？」

　自分が好きで選んだわけではないと言われればそれまでだ。しかしメディックは、リリスは違ちがうと確信していた。

　リリスは自分に似ている。

　彼女が【星】になった理由の、その根源は、

「……ずっと、守れなかったから」

　自分と同じなのだろうと、そう思っていた。

「守られてばかりの自分が嫌で、悔くやしくて……誰かを守れる人になりたかったから……」

　肩の震えを止めて、リリスは顔を上げた。

「だから私は、まだ【星】でいたいです」

　瞳は涙に濡ぬれながらも、泣くまいと口をきつく結ぶ。

　じっと見つめ返してくるリリスの表情に噓うそはなかった。

　メディックも同じだ。親友を守れず、約束を守れず、守ると決めた少女すらも失った。

　そして願いを込こめて力を求め、この右腕を授かった。

　同じだ。何もかも。だからこそ、メディックにはリリスに言えることがある。

「だったら生きろ。特攻だとか、玉ぎよく砕さいだとか、仇かたき討うちだとか、そんな考えは捨てちまえ。命を差し出すことに意味なんかない。誰かを守りたいなら、それだけは絶対に考えちゃいけねぇ。強さってのはそういうもんだと俺は思う」

「……メディックさんは……やっぱり全部、わかっていたんですね」

　また泣き出しそうになるリリスに、メディックは優しく苦く笑しようする。

「ああ、お前の気持ちはわかる。俺も戦場に、グリューエルと一いつ緒しよに心を半分置いてきた。だけど今俺はここにいて、また誰かを……お前を守れることに喜びを感じている」

　涙を指で拭ぬぐってやりながら、メディックは一番伝えたいことを口にする。

「リリス、これだけは忘れんな──」

　少しだけ胸を張り、ニッと笑いながらリリスの頭の上に手を置く。

「──生きなければ守れない。それが俺が教えてやれるただ一つのことだ」

　そして乱暴にわしゃわしゃと撫でてやる。

　リリスは驚おどろいて身体を竦すくめた。

「夜逃げ部隊の隊長が言ってんだ、間違いねぇから覚えとけ。自己犠ぎ牲せいなんざくそくらえ、生きてなんぼのもんだってなっ」

「む、矛む盾じゆんしていませんか？　守るという行こう為い自体が自己犠牲では……」

「ちげーよ！　全然ちげー！　俺はな、夜逃げ部隊なんかに守られちゃった高こう慢まんちきな【星】共にありがとうを言わせて、ドヤ顔でどういたしましてって言うのが趣しゆ味みなんだよ。だから星守やってんのさ」

「そんな理由ですか……!?」

「慣れてくると半分趣味みたいになっていくわけよ」

「……趣味……」

「ああ、そんぐらいの心意気でやった方がぜぇったい上手うまくいく」

　リリスは撫でてくるメディックの手をくすぐったそうにしながらこくんと頷うなずいた。

　頰を赤く染め、少しだけ嬉うれしそうに笑う。

「いいですね、それ。守ることが趣味……ですか」

「ああ、守るのは趣味。生き残ることを仕事だと思うのだ。それが長く続けるコツだぜ」

　メディックのくだけた顔に、リリスは洟はなを啜すすりながら笑った。

「……不思議な人ですね。冷たくて現実的かと思ったら、こういう時ばっかり優しい……なんかちょっと悔しいです」

「なんですと？　俺はいつだって優しいですよ？」

「どの口が言うんですか……第一印象、最悪でしたからね？」

「そーそー、俺ってばよく誤解されんのよね。なんでかなぁ、目つきかね？」

「わかってるくせにとぼけないでください……ふふ」

　楽しげに笑うリリスを見て、メディックも安あん堵どする。

　生きなければ守れない。

　グリューエルに伝えなければならなかった言葉だ。それを姉し妹まい星としての因子を引き継ついでいるリリスに伝えられただけでも、メディックの後こう悔かいは和やわらいだ。

　最初は彼女に対してどう接していいか戸と惑まどったが、自分の歩んできた道と重ねることで何を言ってあげればいいのかがわかるようになった。この子の護衛を請うけ負ってよかったと思える。上司であるオッカムの見立ては正しかったのだろう。メディックが頰を指で搔かいていると、ふとリリスが笑えみを消して遠くを見つめるように目を細めた。

「できれば、もう少しあなたや星ほし守もりの方々と話す機会が欲ほしかったです」

　そう言われてメディックは眉まゆ根ねを寄せた。

「……まさか、もう配備先が決定したのか？」

　リリスが頷く。

「出発はいつだ？」

「今夜……一時間後に王都を離はなれます」

　表情が険しくなったのが自分でもわかった。

「何があった」

「王都襲撃は、敵の陽動だったようです。ほぼ同じ頃ころに、北部戦線に新たな第五元素兵器が出現しました」

「……待て、あのへんにいる第五元素兵器は要よう塞さい型のはずだろう」

「はい、要塞型の『アラクネー』です。敵は移動を始め、防衛線を突とつ破ぱ……北方司令部に接近中とのことです」

　どうやら昏こん睡すい状態だった間に目まぐるしく戦せん況きようが動いたらしい。ある程度予想はしていたが、メディックも驚きを隠かくせなかった。

　この状況で同時多発的に敵が動くことは予想できて然しかるべきだが、陽動が王都襲撃というあまりにも致ち命めい的なものであったため軍も混乱状態に陥おちいった。

　敵の狙ねらいは北方司令部の占せん拠きよ。山さん麓ろくの司令部を墜おとされれば、敵の王国本土への進しん攻こうルートが確立されてしまう。

　是ぜが非でも第五元素兵器の進攻を阻そ止しし、山麓を守り切らなければならない。

「どうして直属大隊を持たないお前が出なくちゃいけないんだ……」

「軍は、私のような帰国中の一二人の【星】に、北部戦線への出撃を命じました」

「【七星】はどうした？　王都付きの連中と混成師団が出て然るべき状況だ」

「北方司令部に戦力を集中させるのでしょう。ベルシオーネ様が足止めを行っています。私達は先行し、そちらに合流せよと……機動力を重視するために大隊も付きません」

　メディックは怒いかりで血が逆流するような感覚に襲おそわれた。

　敵はオフィクスのような小型ではなく大型の第五元素兵器、しかもナンバーズと呼ばれる特とく殊しゆ機体であり、番号のついていない量産型とは別格だ。【七星】が三人がかりでようやく相手ができるというのに、足止めだとしても【星】一二人、それも直属大隊抜ぬきなど危険すぎる。一いつ騎き当千とはいえ直属大隊あってこその【星】だ。ベルシオーネの大隊が奮ふん闘とうしていればいいが、再編制後の緋夜ノ大隊は第五元素兵器との戦闘経験が無い。そこへ【星】が五人増ぞう援えんに向かったところでどうにかなるものでもなかった。

　北方司令部に【七星】と直属大隊を配備し、迎げい撃げき準備を完かん了りようさせるまでの時間稼かせぎ……つまりリリス達は完全な囮おとりということだった。

「……ッ！」

　憤ふん怒ぬの形相を隠すようにメディックは下を向く。

　王国軍は自分が一いつ般ぱん兵だった頃から何も変わっていない。わずかな犠牲であれば味方ごと爆ばく撃げきに巻き込むことも厭いとわず、王国の象しよう徴ちようだと担かつぎ上げながら消しよう耗もう品の如ごとく【星】を浪ろう費ひする。ギチリと奥歯を鳴らすと、リリスは静かに目を閉じた。

「私のために怒おこってくれて……ありがとうございます」

　リリスは椅い子すから立ち上がると姿勢を正し、メディックに向き直った。

　そして、王国式の敬礼をした。

「蒼そう天てんノ星、『リリス』。本日より戦線に復帰します。短い間でしたが、本当にお世話になりました」

「……リリス」

「私、戦います。たとえ守れなかったとしても、胸を張って【星】でいられるように」

　敬礼を止やめて胸に手を当て、少しの逡しゆん巡じゆんの後、彼女は微笑ほほえんだ。

「生きていなければ守れない……メディックさんの言葉、私、絶対に忘れません」

「…………」

「生きて帰って、いつか守ることが趣味だと笑って言えるぐらいに強くなってみせます」

　メディックは怒りが引いていくのを感じた。

　死にに行くために戦場へ向かうのではなく、強くなるために戦うのだと言った彼女の笑顔に憂うれいは感じられない。だが、たった一つの言葉だけで傷が癒いえるものではない。本当はもっと時間が必要だ。その時間が残されていないのならば、言葉一つだろうと点火剤ざいにして奮い立たなければならない。メディックにできたことは、敗北濃のう厚こうの戦場で、指揮官が兵士を鼓こ舞ぶするのと同じだった。

　でも、それじゃダメだ。

　この子にしてやれたことがそれだけじゃ──星守の名が廃すたる。

「リリス」

　メディックは毛布から身体からだを出して、ベッドの脇わきに腰こしを下ろす。

　覚かく悟ごを決める。星守部隊としての使命を胸に、己おのが存在意義の証明のために決意する。

　彼は言った。

「もしどうにもならなかったら──俺を呼べ」

「……メディックさんを？」

「ああ。お約束みてぇに『ママ』じゃダメだぜ。神への祈いのりも願いも無む駄だだ。喚わめいて怒ど鳴なって泣き叫さけんで……俺を呼べ」

　不敵に笑い、念を押すようにもう一度言う。

　あらゆるしがらみを無視すると決め込み、リリスを右手で指さす。

　上がどう判断しようがもう知ったことではない。行くなと言われても強行する。

「声を聞いたら、どこにいたって駆かけつける。お前を必ず見つけ出して、一緒に戦ってやる。なんたって俺は……」










　構うものか、ここからは仕事じゃない。

　趣味の時間だ。




「これでも衛生兵だからな」








終章　蒼あおき星は流星の如ごとく






　横から殴なぐりつけるような強風に髪かみをばらつかせながら、メディックは輸送機の発着場にいた。風は強いが晴れ渡わたり、満天の星々が輝かがやいている。

　空を睨にらみながらメディックはある声に耳を傾かたむけていた。

　聞こえてくるのは【星】の声だ。

『──痛い……助けて……どうしてこんなことに……っ』

『──ダメだ！　もう魔ま力りよくが尽つきる！　このままでは──！』

『──ベルシオーネ様ももう限界だ……！　我々だけではこれ以上どうにもならない！』

『──増援はまだなのか!?　【七星】でも【星】でも、魔法士でもなんでもいい！　誰だれか助けてくれよ！』

　それは北部戦線で戦う【星】達の助けを求める声だ。メディックが右腕うでを授さずかった後に得た特性であり、【星】が極度の怯おびえや恐きよう怖ふを抱いだいた時に、魔力通信のように彼の頭の中に声が響ひびく。聞こえれば発生源の【星】の居場所がわかり、距きよ離りに制限が無いため使える能力ではあるのだが、助けられることは極ごく希まれだった。理由は、ほとんどの場合断末魔の叫びで、聞こえた時点で手て遅おくれの場合が多いからだ。また、戦場慣れした【星】の場合、死の覚悟ができているからか聞こえてくることは少なかった。

　そんな【星】の悲鳴とも言える声を聞きながら、メディックは目を鋭するどく細める。

《メディック、聞こえるか》

【星】の声に混じって魔力通信が送られてくる。

　相手は上司であるオッカム星属軍医部長だった。

　オッカムはメディックが返事をする前に話し始めた。

《星守部隊は動くな、というのが上の判断だ》

《……でしょうね。俺達は軍部や王族に嫌きらわれていますから》

《【星】の声は聞こえたのか？》

《確かく認にんしました。位置は把は握あくしてます。他の拠点から応援に行った【星】達でしょう。すでに危機的状況にあります》

《一〇分前にリリスを含ふくむ混星小隊が出撃した。魔力噴ふん流りゆうの輸送機が使用されているため、彼らは二〇分もすれば到とう着ちやくするだろう》

《魔力噴流機レイブンズ……そんなご大層な代しろ物ものまで持ち出すのに、遅ち滞たい戦に【七星】は出せないってわけですか？》

《王都の守りは必要だ、また襲しゆう撃げきがあったらどうする……と、王族がごねたのだ。この決定はどう足あ搔がいても覆くつがえらん。諦あきらめる他あるまい》

　言われるまでもなく、増援の見込みが無いことはメディックもわかりきっている。

　だからこそ、彼はここにきたのだ。

《政治的権けん威いを期待するな。星属軍医部長の私が先んじてできることは無い》

《ならば我々は指をくわえて【星】が失われるのを傍ぼう観かんする、ということですね？》

　語気は強くない。極きわめて平静なまま尋たずねると、オッカムが盛せい大だいにため息を吐ついた。

　しばらくして、彼が葉巻に火をつける音が聞こえてきた。

《先んじて、と言ったはずだ。貴様、今発着場にいるな？》

　まるでメディックがこれから何をしようとしているのかわかっているかのような言い方だった。メディックはとぼけるつもりなど毛頭ないのにあえてとぼける。

《ええ、ちょっとお高い飛行機をチャーターしようと思いまして……休きゆう暇かですよ休暇。有給たまってますし、たまには俺も羽を伸のばさないとね》

　とぼけているようで、声こわ音ねは穏おだやかではなかった。

　対するオッカムも、気にくわなそうにふんと鼻を鳴らす。

《いいだろう、休暇を許可する。責任は私が取ろう──かましてこい、好きにやれガルガンチュア》

　その返答を待っていたと言わんばかりに、メディックは心の中で快活に笑う。

　有給を許してくれるなんて、いい上司の下に付けて心の底から幸福だ、と。

「感謝します。夜よ逃にげ部隊の本ほん懐かい、せいぜい見せてやりますよ」

　通話を終え、メディックは軍服の袖そでボタンを外しながら歩き始める。

　そのまま右腕の袖をまくり上げ、肩かたを慣らす。行く先には夜空に溶とけ込むような黒のジェット機が待機しており、近くには四人の人ひと影かげが立っていた。

「お前ら、これ下手すると銃じゆう殺さつ刑けいだぜ？　本当にいいのかよ？」

　笑いながら問うと、ラビィが舌打ちをしながら腕を組んだ。

　どういうわけか滅め茶ちや苦く茶ちや機き嫌げんが悪そうだった。

「──全然よくねーんですけど。あんたいつもそうだよね。リリスちゃんのためだし、昨日は迷めい惑わくかけたから行くけどさ？　今こうしていられんのもあんたのおかげだし？　でもお風ふ呂ろ入ってパジャマ着て目覚ましセットしたとこで呼びつけるとかひどくない!?」

　ラビィの横で狙そ撃げき銃を胸に抱だきながら爪つめの手入れなんぞしているレイディも、メディックを見もせずに爪に息を吹ふきかけている。

「はぁ、オッカム軍医部長には頭が上がりませんわね。メディックさん、あの方が完全にハゲ散らかす前にあなたの毛根を移植してさしあげては？　というかその右腕で頭皮のダメージを取ってあげられないんですの？」

　レイディの横ではアーサリーが輸送機のマニュアルを注視しながら首を傾かしげている。彼の足あし下もとにはロープで簀す巻まきにされた魔力噴流機レイブンズのパイロットが芋いも虫むしみたいに蠢うごめいていた。

「言っとくが、僕は魔力噴流機レイブンズの操縦は初めてだ。無茶振ぶりをしたんだから墜つい落らくしても文句を垂れるなよ。あと燃料タンク役は言い出しっぺのお前がやれメディック……こんなん干ひからびるわ、僕は絶対ごめんだぞ」

　さらにその横で、フローラが髪を指で遊ばせながらジト目でこちらを睨んでいた。

「今後一週間、隊員に昼食を奢おごりなさい──クソ高いガーナリーズ以外認めないから」

　笑顔のまま固まっていたメディックだったが、次し第だいに顔が引きつっていき、

「──お、お前らさァ！　緊きん張ちよう感とか生まれ持ってこなかったの!?　切せつ迫ぱくした状じよう況きように首突つっ込むわけだけど、どうしてそんなウルトラリラックスなわけ!?　ボンクラなの!?」

「うっさいバーカバーカ！　行くのは全然いいけど乙女おとめのタイミングを察しなさいよ！　急ぎだっていうから、あたし発着場までパジャマできたんだからね!?」

「フローラさん、一週間でいいんですの？　いっそ一ヶ月間なんてどうです？」

「こいつにそんな金があるわけないでしょう。誕生日にもやし炒いため食ってるような男よ」

「僕は新しいギリースーツがいいな。砂さ漠ばく仕様だけ持ってないんだ買ってくれ」

「ええい黙だまれ黙れ！　それでも軍人かよお前ら！」

「あんたにだけは言われたくない」「どの口が言ってるんですの」「胎たい児じから人生やり直してくれる？」「すごいブーメランだな、お前いつからコメディアンになったんだ」

　打ち合わせしてたのかよと言いたくなるぐらいに反論のタイミングが重なり、それに対して何も言い返せずに青筋だけを浮うかべるメディック。

「……貴様ら星ほし守もりは相変わらずだな」

　その時、背後から靴くつ音が響いてきて、メディックは苛いら立だち顔のまま振り返った。

　しかし、

「あ、あひぃ……！」

　みっともない声を出してしまう。

　そこにいたのが【七星】二位、白びやく夜やノ星『ヴィスマルク』だったからだ。

　顔を引きつらせながら、メディックはその場で姿勢を正して気をつけをした。

（ヤバい……一番バレちゃいけない人にバレちまった）

　旧知の仲といっても彼は規律にだけはやたら厳しい男だった。魔力噴流機レイブンズは【星】の輸送以外に使用許可が出ない上に、パイロットをふん縛じばっているこの状況はとても言い訳できない。脂あぶら汗あせをだらだらと流しつつも平静を装よそおう努力をするが、ヴィスマルクの眼力を前に為なす術すべもなく竦すくみ上がってしまう。

　ヴィスマルクはズンズンと音を立てて急接近してきた。

　そして、右腕に抱かかえていた大きな筒つつ状の箱をメディックの目の前の地面に突き立てた。

　ぶん殴られると覚かく悟ごしていたメディックは慌あわてて右腕で防ぼう御ぎよしようとしたが、予想が外れて目をしばたたかせる。

「リリスへの餞せん別べつだ。届けろ」

　ヴィスマルクはそう言って箱の外部レバーを引いた。

　瞬しゆん間かん、蒸気と共に中から一本の槍やりのようなものが現れた。柄えが短く、切っ先がやたらと長く大きい。深い青色を持つ鉱石で作られているように見えるが、内部に回路基板のような科学的な機構が備わっているのが表面から透すけて見えている。

　それを見たメディックの胸は激しく締しめ付けられた。

「……星屑兵装メテオウエポン……」

　微かすかに震ふるえた声でメディックはその名を口にする。

　星屑兵装メテオウエポンは、【星】のために用意された専用兵器だ。この兵器の使用権を持つのは【七星】と特とく殊しゆ任務を与あたえられた極一部の【星】だけだ。物質創造魔法を使用する【七星】の一人が作製したものだが、その【七星】は一〇年前に命を落としているため新たに作られることが無く、貴重であると同時に危険な兵器でもあった。内部回路に魔ま力りよくを流し込むことで形状が変化し、埋うめ込まれた魔力増ぞう幅ふく結けつ晶しようが活性化すると、この兵器は真価を発揮する。

　この槍の形をした星屑兵装メテオウエポンを、メディックが忘れたことは一度も無い。

　──ステラマリス。かつて海かい淵えんノ星『グリューエル』が使用していたものだった。

「リリスとは魔力の互ご換かん性があるはずだ。現状、彼女しか扱あつかえない。持っていけ」

「……オッカム軍医部長にリリスを守るように要よう請せいしたのは、あなただったんですね」

「知らんな。何の話だ」

　わざとらしく白を切るヴィスマルクを他所よそに、メディックは槍をじっと見つめていた。

　グリューエルの行く末を見届けたメディックにとっては懐なつかしくも苦い代物だ。

　だが、頼たよらざるを得ない。この槍無くして、恐おそらく突とつ破ぱ口こうは開けないのだ。

「……前大戦じゃ抑よく止し力扱いだった兵器を、俺らなんかに渡したら問題になりません？」

「グリューエルの一番近くにいた貴様でなければ託たくさん」

「…………」

「何より国の一大事を格下の【星】に任せ、【七星】が王都でぬくぬくと惰だ眠みんを貪むさぼっている方が大問題だ。このぐらいはしなければ私の気が済まん」

　ヴィスマルクはそれだけ伝えると踵きびすを返した。

　メディックはその背中に敬礼をした。

「必ず届けるとお約束します」

「ああ、そして必ず返へん却きやくしろ。貴様の手でな」

「感謝を」

「……リリスを頼たのむ。彼女の潜せん在ざい能力は、我々に必要だ」

　ヴィスマルクとは反対方向に、メディックもまた踵を返した。

　不安要素はあるが、星屑兵装メテオウエポンがあるならリリス達が生き延びられる可能性が出てきたことは確かだった。司令部の状況を鑑かんがみるに、迎げい撃げき準備が整うまで少なく見積もっても今から一時間弱。リリス達が到着するのは二〇分後、自分らが到着するのは今から三〇分後。

　聞こえてくる【星】の声が少なくなってきている。自分達が到着するまでベルシオーネ率いる緋夜ひよりノ大隊や【星】達が健在かどうかは怪あやしい。

　メディックは右手で拳こぶしを作りながら歩き始める。

　仲間達は彼に続いた。

「ラビィ、移動中に弾を詰めてレイディに渡わたしとけ。到着したら《治癒リカバリー領域フイールド》を展開、現地の【星】達に応急手当てを施ほどこせ」

「あいあいさー。あんたのおかげで今日はコンディションいいからいけるいける」

「レイディは戦せん闘とう中の【星】のサポートだ。攻こう撃げきは牽けん制せいに留とどめ、メインは味方を狙え」

「了りよう解かいですわ。うふふ……ＦフレンドリーＦフアイアは得意です」

「フローラはベルシオーネの無事を確認。生きているなら、戦えるようにしろ」

「了解」

「アーサリーは負傷した【星】の回収を頼む。回収後はラビィに引き渡せ」

「了解した。メディック、お前は？」

「俺はリリスの盾たてだ。ベルシオーネの状況によっては、あいつが戦力の要かなめになる」

　魔力噴流機レイブンズのハッチを開ける。

　逆境、命令違い反はん、今に始まったことじゃない。尻しりぬぐいは上司に任せるような軍人としてクソッタレだとしても、存在意義だけは決して曲げることはない。

【星】以外は二の次で、目先の勝利は後回し。

　彼らにとって【星】を失うことが敗北であり、王国にとっての敗北でもある。

　ならば彼らの勝利はどこにある？

　否いな。勝利をもたらすのは彼らに非あらず、彼らが守りし星々だ。

　そう、何な故ぜならば彼らは、

「征いくぜ──星守を始めるぞ」

　メディックは魔力噴流機レイブンズに乗り込む前に仲間へと振り返った。

　すでに皆みな表情が切り替かわっていた。

　人から軍人、そして星守へ。

　向かい風に煽あおられながら仲間の顔を見つめ、彼もまた星守となる。

　星守部隊『ガルガンチュア』

　それは偽いつわりの物語において、【星】を守った名も無き流星の名だった。




　　　　※　※　※




　耳鳴りが音を消し去り、自分の鼓こ動どうと息づかいだけが聞こえてくる。

　恐きよう怖ふと戦せん慄りつに瞳どう孔こうが開いていくのがわかる。

　視界は緑色の霧きりに阻はばまれて見えない。息を吸うと、硫りゆう酸さんでも喉のどに流し込まれているかのように痛かった。額から流れ出ている血が目に入りそうになって、拭ぬぐう。

　目の前を緑色の炎ほのおに灼やかれて彷徨さまよう亡もう者じやのような兵士が通り過ぎていった。

　一人、二人、三人、どんどん増えていく。

　人だけでなくいたるところが炎に灼かれていた。支し援えん砲ほう火かを行っていた戦車も、自分の周りにいたはずの砲兵も、木々も草木も全すべて燃えている。

　地じ獄ごくのような光景に鼓動が速くなり、呼吸も加速する。

　わけがわからず、頭を抱えて縮こまりたくなる。

　直前に見た光景が頭から離はなれない。

　魔力噴流機レイブンズに乗って他の【星】達と共に北部戦線へやってきた。ベルシオーネから緋夜ノ大隊の指揮を任されていた大隊長、カノーラ・ケデックと共に後退し、援護を行おうとした矢先の出来事だった。

　衝しよう撃げき波と共に地を這はうような緑の炎に全てを焼き尽つくされたのだ。液状エーテルの膨ぼう張ちよう蒸気爆ばく発はつ。爆発と共に猛もう烈れつな衝撃波が襲おそい、その余波を免まぬかれたとしても燃焼した粒りゆう子しによって生命を死し滅めつさせる対軍兵器。過集束エーテル砲が発射されたのだと知った時、リリス達【星】は前へ出て防御をしようとした。だが同時に気化爆ばく弾だんが上空に発射されたのにカノーラが気づき、叫さけんだ。しかし対応が間に合うことはなく、リリス達【星】諸もろ共とも、緋夜ノ大隊は上空からの衝撃波になぎ倒たおされた。

　爆発の寸前に、カノーラに塹ざん壕ごうへと突つき落とされたため、リリスは助かったのだ。

　惑まどうな、思考しろと自身に呼びかける。塹壕に逃にげた兵士達は炎に灼かれる者、酸欠により地面でもがき苦しむ者、衝撃波によってねじ切られた腕うでを探し彷徨っている者、リリスと同じように呆ぼう然ぜんとする者、皆負傷兵ばかりだ。

（助けないと……苦しんでいる彼らを守らないと……）

　そう思考して、リリスは思い出す。カノーラ・ケデックが自分を塹壕に突き落とす瞬間に、死の間ま際ぎわに何を叫んだのかを思い出す。

『──ベルシオーネ様を！』

「……ッ……！」

　リリスは歯を食いしばり、顔を上げた。

　今自分にできる精せい一いつ杯ぱいを、自分にしかできないことを──

（──今、私が守るべきは彼らじゃない……！）

　塹壕の縁ふちに手をかけ、息を殺しながら顔を出す。

　炎の向こう側、渦うず巻く霧の中を巨きよ大だいな影かげが前進している。

　見ているだけで絶望したくなってくる大きさだった。

　全高一〇〇メートルはあろうかという、正に要よう塞さいだ。

　第五元素兵器・Ⅷナンバーズ『アラクネー』。巨大なパーツ群を搬はん入にゆうし、敵司令部にて現地で組み立てられた機体だ。そのためアラクネーは敵司令部を根城として動かなかった。王国軍が鋼国領内に進入しようものなら猛烈なミサイル爆ばく撃げきとエーテル砲ほう撃げきを遠距きよ離りから行ってきたが、あくまで防衛のための動かない要塞型の第五元素兵器なのだと判断されていた。

　その判断は裏切られ、現在アラクネーは移動している。四本の脚あしが巨大な胴どう体たいを支え、歩く度たびに地じ響ひびきを轟とどろかせるその様はまるで蜘く蛛ものようだ。しかし胴体部位からは人の上半身を思わせる部位が飛び出している。

　見た限りでは背部の長距離ミサイルが五〇門、エーテル気化砲ほう弾だん発射口が二門、巨大な過集束エーテル砲が二門。遠距離爆撃に特化した機体だ。

　竦み上がる思いだったが、リリスはアラクネーではなく地上に目を走らせる。

（いた！　生きている……！）

　ベルシオーネの姿を発見して、リリスは希望を抱いだいた。

　見るも無む惨ざんな状態だ。全体の半分以上の皮ひ膚ふが焼けていた。普ふ段だんであれば回復できるのが【七星】だが、今は勝手が違ちがう。

　ベルシオーネの周辺に浮ふ遊ゆうする拳ほどの赤黒い球体は、緋夜ノ星専用の星屑兵装メテオウエポンだ。

　星屑兵装メテオウエポンを使い続ければ【七星】であろうとも簡単に魔力が枯こ渇かつする。

　今のベルシオーネには自身の回復に回すだけの魔力の余よ裕ゆうは無いのだ。

　彼女の任務は第七防衛線を守ることだったが、すでに敵の足止めに変わっている。これ以上の前進を許せば、遠距離型のアラクネーの攻撃は北方司令本部に届いてしまう。

　敵の前進を許してしまったため【七星】としてのプライドが悲鳴を上げているのが、彼女の表情を見るだけでもわかった。

　ここへ到とう着ちやくした時、ベルシオーネは戦いの最中にリリス達に言った。

『──北方司令部には【七星】一位がくる、だから死にもの狂ぐるいで時間を稼かせぐんだよ！　ここで稼いだ時間は我々の命より重い！』

【七星】一位はこれまでに一度も公おおやけの場に現れたことがなく、実態を知っているのは同じ【七星】だけだと噂うわさされていた。

【七星】一位がきてくれる……その希望に縋すがるように皆が命を賭として時間を稼ごうとした。それはベルシオーネも同じだ。

　しかし、

《──兵士諸君、無む駄だな足止めご苦労！　いや、しかし王国の軍事力は失しつ笑しように値あたいするとは聞いていたが、まさかこれほどとはな！　小しよう銃じゆうと戦車で我がアラクネーに立ち向かってこようとはおもわなんだぞ！》

　第五元素兵器の操者が、外部スピーカーを通して言葉を投げかけてくる。

《つまらんな、【七星】は脅きよう威いに値すると警けい戒かいされていたが、この程度とは！》

　操者の挑ちよう発はつに、ベルシオーネは憔しよう悴すいしつつも笑えみを浮うかべた。

　同時に星屑兵装メテオウエポンが音もなく高速回転を始めたのをリリスは見た。空中のあちこちに散らばった球体の数は一〇〇余り。それらがゆっくりとベルシオーネの近くに集まってくる。

「ぺちゃくちゃとよくしゃべる鉄てつ屑くずだねぇ……ッ！　その無駄にデカい棺かん桶おけはそんなに居い心ごこ地ちがいいのかい？」

　球体が一気に集束し、魔ま力りよくが一点に集中される。

「だったらそのまま棺桶ごと焼かれちまいなッ！」

　ベルシオーネは猫ねこのような目を大きく見開き、右手を前方へ突き出した。

「【星】と戦うなら空ぐらい確かく認にんするんだったね！──消し飛べよ鋼国兵ッ！」

　空に赤き月の如ごとき星影が、闇やみ夜よに爛らん々らんと輝かがやいている。

　リリスは慌あわてて塹壕へ伏ふせた。

　瞬しゆん間かん、集結した球体に連続で凄すさまじい閃せん光こうが走ったかと思えば、巨大な光体となってアラクネーへ向かって放たれた。その大きさはアラクネーの巨きよ軀くをも凌りよう駕がする、赤せつ褐かつ色しよくのエネルギーの塊かたまりだ。

　兵装限定星屑魔法スターダスト《超新星スーパーノヴア》は、恒こう星せいの最さい期ごの煌きらめきの如く、あらゆる物質を飲み込んで道連れにする。ベルシオーネが放った魔法は、アラクネーと接せつ触しよくした時点でさらに膨ふくれあがった。まるで瞬間的に太陽そのものが地上に出現したかのようだ。伏せた状態で防ぼう御ぎよ魔法を展開するも、あまりの破は壊かいの渦に張る度に割れていく。

　その破壊力にただただ圧あつ倒とうされる。

　ベルシオーネの星屑兵装メテオウエポン『セレスティアルスフィア』は、魔力を通すことで自由自在に飛行する。球体は全てベルシオーネと魔力を連結しており、言うなれば分身も同然だ。

　この兵装の恐おそろしいところは、一〇〇個の球体がベルシオーネの扱あつかう魔法を全く劣おとることなく同時に模も倣ほうするという点だ。ベルシオーネが魔法を放つと、一〇〇個の球体が自動的に同じ魔法を同時に放つのである。仮に星屑魔法スターダストを全ての球体に同時使用をさせれば、単純に一〇〇倍の規模で星屑魔法スターダストが発動することになる。

　これが【七星】であり、軍が使用に制限をかけた星屑兵装メテオウエポンの威力だった。

《超新星スーパーノヴア》は極限まで肥大化した後、一気に収縮した。

　収まった原因は魔力切れだ。『セレスティアルスフィア』は、魔法を同時発動できるが、燃料となる魔力は使用者に依い存ぞんする。故ゆえに長期戦は想定されておらず、星屑魔法スターダストを使う場合は一撃必滅でなければならなかった。

　もっともこのような破壊の中心点で生き延びられるような存在がいるとすれば、

「……ひッ……！」

　それは、この大陸の理ことわりから逸いつ脱だつした科学技術の産物に他ならない。

　花はな緑ろく青しようの光の膜まくに包まれたアラクネーが健在であることを目まの当たりにして、ベルシオーネは絶望の淵に立たされた。

　無傷。装そう甲こうに傷どころか、汚よごれすらないまま第五元素兵器は佇たたずんでいた。

《破壊力はさしずめ放射線をまき散らさぬ四世代前の原子爆弾と言ったところか……戦略兵器のナンバーズを相手にこの程度の破壊では事足りんよ。もっとも貴様らのような猿さるは核かく兵器なんてものの存在すら知らんのだろうがな》

　アラクネーの操者の声などベルシオーネの耳には届かない。

　全てを懸かけた攻こう撃げきで傷一つ付かなかった現実に打ちのめされ、変わらずそこにある第五元素兵器の姿にただただ恐きよう怖ふし、震ふるえていた。

《いい顔をするじゃないか。貴様のような野の良ら猫ねこを昔飼っていた。別大陸の先住民で、種族名はなんだったか……？　ああ、そうだ──》

　アラクネーが右脚を上げ、ベルシオーネへ向ける。

《──あの猫共のように、貴様も標本にしてやろう。その恐怖に歪ゆがんだ顔のまま死に絶えて、私の慰なぐさみ者になれることを光栄に思うがいい》

　空気を押しつぶしながらアラクネーの脚が迫せまる。

　すでに魔力が枯渇したベルシオーネには防御する術すべはなく、絶句したまま自分の命を絶とうとするアラクネーを見上げ続けた。

　アラクネーの影がベルシオーネを包み、超ちよう質量が彼女を捻ひねり潰つぶさんとしたその時だった。

（全強化脚きやく部ぶ集中！　魔力磁場展開──射出！）

　鳶とびの鳴き声の如き風を斬きる音と共に、蒼あおき流星がベルシオーネの身体からだを攫さらった。アラクネーの脚が大地を揺ゆるがした時、ベルシオーネは高速で移動するリリスに抱かかえられていた。

（速く、もっと速く！　敵の背面、足あし下もとへ！）

　電流化させた魔力の反発力によって自らを射出する《投射移動カノンシフト》を使用し、独特な蒼あおい魔力に長い尾おを引かせて駆かけ巡めぐる。外したことに気づいたアラクネーの操者は、背部の射出口から凄まじい数のミサイルを発射。ミサイルはリリス目がけて降り注ぐが、彼女の速さに追いつけず連続で地面に着ちやく弾だんしていく。

　抱だきかかえられたベルシオーネが怒いかりで顔を歪めた。

「く、くそっ……放せ……【七星】がお前みたいなただの【星】なんかに……！」

　もがこうとするも、ベルシオーネはぐったりとしてまともに身体を動かせない。

「ご容よう赦しやください！　敵の後方へ移動し、エーテル砲ほうが届かない角度に退たい避ひします！」

「余計なことするんじゃない……！　ボクはあの鉄屑を……！」

「今はご自分のお命を優先すべきです！」

「お前……ぐっ……！」

　問答無用でリリスは魔法を連射し、ミサイルを回避してあっという間にアラクネーの後方へ回り込んだ。

　強化した脚でブレーキをかけ、アラクネーを背後から見上げる。

　あれだけの巨軀だ、やはり動きは鈍にぶい。方向転てん換かんにも時間がかかる。前面に二門のエーテル砲が搭とう載さいされているが、足下に近い後方のこの角度ならば射程に収まることはない。ミサイルは回避が可能。問題はエーテル気化爆ばく弾だんだが、直撃を避よければ爆風は防げる。

　リリスはベルシオーネを降ろして、両手を前へ掲かかげた。

《自動オート防護プロテクシヨン》が発動。空中にいくつもの蒼いプレートのようなものが出現し、リリス自身とベルシオーネの傍そばにやってくると空中に待機した。

　武器は必要ない。リリスが扱う程度の魔法では、たとえ星屑魔法スターダストであろうと傷をつけることはできない。しかし防御と回避に徹てつすれば、あるいは──

　怯おびえを振ふり払はらって気を引き締しめる。

「敵は背面の足下にさえいれば強力な兵器は使用できません。私が時間を稼ぎます……ベルシオーネ様は魔力の回復に努めてください」

「回復にどれだけ時間かかると思ってんのさ！　お前なんかが相手にできるやつじゃない……っ、さっさと逃にげ──」

「あなたを守ることが、今の私の役目です！」

　リリスはベルシオーネを残して再び《投射移動カノンシフト》を使用し、敵の注意を引き始める。一定の距きよ離りを保ってアラクネーの周囲を回りながらミサイルを回避する。

　飛行するのはダメだ。高速で動き回れば、ミサイル達は勝手に地面に激げき突とつする。

　縦じゆう横おう無む尽じんに動き回るリリスに、アラクネーの操者は翻ほん弄ろうされているかに思われたが……。

《速度と距離での撹かく乱らん……小こ賢ざかしいウジ虫だ》

　その余裕に満ちた声こわ音ねに、リリスは一いち抹まつの不安を覚える。よくよく考えれば要よう塞さい型の第五元素兵器が護衛無しというのは妙みようだ。アルスタイン平原に出現した同型の『ヨルムンガルド』も、アンガースケールと呼ばれる護衛機が接近する敵に対応していた。

《残念だったな、蝿はえに気を取られてアラクネーが歩みを止めることはない》

　特とく殊しゆ機体のナンバーズに接近戦の手段が無いのはおかしい──そう思った時だった。

《タペストリを起動する》

　ガゴン、という何かが外れる音が響ひびいた。

　さらには大地を揺るがす音。

　アラクネーの本体から、何かが分離、落下したのだ。

「そんな……！」

　巨大な人型の機械だ。蜘く蛛ものような形をした本体から、上部についていた人型の部分が分離したのである。地面に降り立った人型は、まるで生まれたての獣けもののように震えていたが、やがて脊せき椎つい部のエーテルリアクターに光を宿して起き上がった。

　背を向けたまま、人型の首がぐるりとこちらを向く。

《さて、続きをやろうか王国の虫共！》

　ズンッ──！

　人型の第五元素兵器『タペストリ』が、リリスへ向かって追撃を開始する。これがアラクネーの接近してきた敵への対応手段、内蔵されたもう一機の第五元素兵器だった。

　小型といえども、その全長は三〇メートルはある。

「──ッ！」

　人を模した柔じゆう軟なんな機構を持つタペストリは、《投射移動カノンシフト》で高速移動するリリスに数歩で追いついてしまう。

《蝿はえ叩たたきの時間だ！》

　タペストリが腰よう部ぶに取り付けられたレールガンを連射する。

　実弾兵器のようだが、王国の兵器とは比べものにならない威力だ。当たれば【星】といえどもただでは済まない。砕くだけた地面の破は片へんに襲おそわれながらも、リリスはギリギリで回避しながら《投射移動カノンシフト》を連発する。

《一定距離を直線でしか移動できないのであれば予測は容易たやすい！》

　レールガンがリリスの進行方向へ着弾。急ブレーキをかけ、動きを止めてしまったリリスは慌てて《自動オート防護プロテクシヨン》を頭上へ三重に展開した。

　直後、振り下ろされたタペストリの拳こぶしが魔ま法ほうに直撃する。この程度の防護魔法では大質量の暴力の前には簡単に砕かれてしまう。

　リリスは後方へ飛び退のいたが、地じ盤ばんごと吹ふき飛ばされた。

　地面を転がるリリスへ向けてタペストリがレールガンを連射する。

「ぐっ、あうぅッ！──うわぁぁっ！」

　全弾身体に命中する。レールガンの威力で見る見るうちにリリスの身体はボロボロになっていく。応戦しようにも第五元素兵器には星屑魔法スターダストしか通用しない。リリスのような若い【星】が使用できる星屑魔法スターダストは《蒼き咆哮エンシエントブルー》の一つだけしかなかった。それも魔力の充じゆう塡てんと術式構築にわずかながら時間のかかる代しろ物ものだ。

　これだけ縦横無尽に動く敵に対する場合は、気を逸そらしてくれる直属大隊が必要だ。

　今まで自分がどれだけ蒼ノ大隊に頼たよっていたのかを思い知る。

　自分一人ではまともに戦うことすらできない。

　でも、だとしても！

「私は……足あ搔がきます！」

　弱くともこれは守るための力だ。これは願いの果てに手に入れたかけがえのない力だ。

　それを証明するためには、足搔く以外に無い！

　衝しよう撃げきに吹き飛ばされた状態から勢いに乗って立ち上がり、発射されたレールガンの弾丸へ向けて魔力を纏まとわせた拳を放つ。魔法でもなんでもないが、魔力量はだけは絶大だ。レールガンの弾たまの大きさはリリスと同等。しかし弾はじくだけなら十分だった。

《……む！》

　リリスは受け流すように弾丸を逸らしながらタペストリへ向かっていく。

　アラクネーからのミサイルを避けながらタペストリの攻撃も回避し続けるのは厳しいと判断したリリスは、あえて前進したのである。

　アラクネーと同じように近づいて撃うたせないようにする。遠距離から星屑魔法スターダストを使う時間が無い以上は、魔力を出し惜おしみせずに放出し続けるしかない。

　白兵戦だ。相手は巨きよ大だいだが、取り付けるチャンスがあれば勝機はある！

（《投射移動カノンシフト》……ッ！）

　真っ直すぐに、ただ前へ！　これは、生きるための特とつ攻こうだ！

　襲い来る弾丸を全すべて受け流しながら、リリスは一気にタペストリへの距離を詰つめた。そして足下から上へ向けて《投射移動カノンシフト》を行い、跳ちよう躍やく。

　分離時にリアクターの輝かがやきは確かく認にんしていた。動力源は首裏にある。

　リリスはタペストリの膝ひざ、胴どう体たい、肩かたへ飛び、そして首裏へ取りつく。

　両手をリアクターの外装に当てて、己おのれの全魔力を手の平に集中させる。

　魔法として変換されていない魔力に破は壊かい力は見み込こめない。

（でも、零ゼロ距離だったら──！）

　蒼きエネルギーが両手を通して放出される。魔法として形を成していなくとも、【星】の魔力は魔法士のものとは質が違ちがう。魔力という代物は膨ぼう大だいな量を当て続ければ物質をプラズマ化させることができる。装そう甲こうを貫つらぬけずとも、誤作動を起こすことは可能なはずだ。

　吹き荒あれる己の魔力に吹き飛ばされそうになりながら、リリスは両手を当て続ける。

《リアクターに取りつくとは愚おろかな女だ！》

　だが──次の瞬しゆん間かん、リリスの身体はエーテルの波に吹き飛ばされた。

　タペストリを中心に正体不明の爆風が発生したのだ。

《エーテリアルバースト……もっともただのリアクターの放熱だが、貴様らにとっては脅きよう威いであろう？》

　リリスの身体がエーテルの炎ほのおに灼やかれながら墜つい落らくする。

　地面を転がったリリスは、息もできずに喘あえいだ。

　炎を消し去る余よ裕ゆうがない。回復が追いつかない。このまま焼かれ死ぬわけにはいかないと、リリスは死にものぐるいでめくれ上がった地面の土を自らにかぶせた。泥どろだらけになりながら、立ち上がれずに蠢うごめくリリスの様を、操者はため息交じりに見下ろしていた。

《惨みじめだな。魔法になぞ頼った貴様らのような猿さるは、そうして地を這はうのがお似合いだ》

　うつぶせに倒たおれ、息も絶え絶えのリリスはなんとか起き上がろうと足搔いたが、せいぜい首を上げるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　視線の先では、アラクネーが北方司令部を目指して進んでいる。

「止め……ない……と」

　このままでは司令部が射程に入ってしまう。アラクネーに搭載された大型のエーテル砲をなんの防ぼう御ぎよもなしにくらえば、司令部は壊かい滅めつしてしまうだろう。

　もう時間が無い。タペストリを無視してでも、アラクネーを……。

《飽あきたな。何な故ぜこのようなクズ共に我が国は六年近くも手こずっているのだ？　このまま山脈を越こえ、王都も我が愛機で蹂じゆう躙りんしてみせよう》

　タペストリの胸部に輝きが帯びる。

《我が鋼国の技術の結けつ晶しようで屠ほふってやる。あの世で自じ慢まんするといい》

　過集束エーテル砲の光を浴びながら、リリスは仰あお向むけになる。

　諦あきらめたくない。考えろ。どうすればいい。

　ベルシオーネは回復していない。ほんの少しでも隙すきを見いだせれば、勝てずとも諦めずに済む。生き残った【星】達、緋夜ひよりノ大隊の生き残りに誰だれかいないか、魔力通信を──。

　誰か。誰か力を。誰か──




『もしどうにもならなかったら──俺を呼べ』




「……ック……」

　最後の最後に頭に浮うかんだのは、あの言葉だった。

　届くはずはないとわかっている。戦地へ赴おもむく自分への応援の言葉だったのだろうと、最初からわかっている。

『声を聞いたら、どこにいたって駆かけつける』

　だけど、自分を奮い立たせてくれた、あの人の言葉だから。

『なんたって俺は……これでも衛生兵だからな』

　少しでもいい、今は希望が欲ほしいから。

「……メディ……ク…………」

　血を吐はき、溺おぼれそうになりながら、リリスは空を見上げる。

　戦場で巻き上げられた煙けむりと土が雲になって空を覆おおっている。まるで自分の行く末を暗示しているように真っ暗だ。このまま暗くら闇やみに包まれて、自分は消えていくのだろう。

　つい昨日まで自分はこんな暗闇を欲ほつしていたのだ。

　敵と戦って、自分を守ってくれた人達と同じように死にたかったのだ。

　だけどもうそんなのは嫌いやだった。

　誰にも知られず、誰も守れず消えていくなんて、そんなのは嫌だ。

　強くなると決めたのだ。守れる人になると決めたのだ。

　いつか【星】として、守ることが趣しゆ味みだと言える人になりたいのだ。

　だから、お願い──

「メディックさん…………………………………助けてください」

　声は星一つ無い空に溶とけて消えていく。

　星がどこにも見えない空に。

　けれど、見えないのは当然だった。

　その星は空に映らない。その星は誰にも見えない。

　それが、彼の【星】の逸いつ話わなのだから。

「おう、任せとけ」

　その声が聞こえたのは、過集束エーテル砲ほうが放たれたのと同時だった。

　いつも通りの軽けい薄はくそうな声と、ぶっきらぼうな口調。

　最初に会った時と同じように──彼は、真っ黒な右腕うでと共に空から降ってきた。
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　閃せん光こうが漆しつ黒こくに衝しよう突とつし、弾はじける。

　メディックは右腕を盾たてに変形させて、リリスを守るように足を踏ふん張った。

　猛もう烈れつな痛みが右腕を通してメディックの脳に直接襲ってくる。

　痛い。痛い痛い痛い。毎回防ぐ度たびに、こんな痛みはもう二度と御ご免めんだといつも思う。

　だがメディックはこういう時は泣くよりもいい方法を知っていた。

「うわっはははははははははくっそ痛てぇぇぇぇええ！！！　ああああああもうほんとぜってぇぇぇぶちのめす！　てめぇコラ聞いてんのかデカ物がァ！」

　破壊の中にあっても、何故かその声はリリスにも届いていた。

「倍返しだ倍返しッッ！　テメェのケツにこれ以上のもんぶち込んでやるから覚かく悟ごしやがれ!!!!　ファアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアック！」

　この状じよう況きようで、この土ど壇たん場ばで、この修しゆ羅ら場ばで、笑いながら怒おこっている彼の声を聞いている。

　目の前の光景が信じられないという状況はとうに越えていた。それよりも目の前の男が本当に助けにきた挙げ句、汚きたない言葉で第五元素兵器を罵ば倒とうしている状況に啞あ然ぜんとしていた。

　過集束エーテル砲を防ぎ切り、痛い痛いと地じ団だん駄だを踏んでいる姿を、リリスはぽかんと見つめている。

　右腕をぷらぷらさせながら、涙なみだ目めになったメディックがリリスの方へ振ふり返る。

　そして、いつもの挑ちよう発はつ的な笑えみを浮かべた。

「リリス、生きてるか!?」

「は、はいっ！　い、生きてます！」

「よぉしッ！　ならオーケーだ！」

　そう言いながら、右腕をぐるんぐるんと回して敵の方へ振り返る。

《馬ば鹿かな……主砲をくらって……無傷だと……!?》

　操者の反応がおかしいのか、「へっ」と吐き捨てるように笑ってツバを吐く。

「おいおいなんだこいつ？　くそバカデカいナンバーズに、人型の第五元素兵器か？　リリス、お前よくこんなめんどくせぇの一人で相手にできたな」

《そうか、貴様がオフィクスの言っていたイレギュラーか……！　唾だ棄きすべき自己弁護だと思っていたが、まさか本当に存在していたとはな！》

「おぉっとしゃべるのかよ！　いいねぇ、小物臭くさいいけすかねぇ声で殺やる気が出てくる！　おい聞こえるかデカいの！」

　ケタケタと、タペストリというよりその操者を指さしながらメディックが嘲ちよう笑しようする。

　わざわざ音こわ声いろを拾っているわけがないのに大きな声でわめきつつ、メディックは肩に背負っていた箱のレバーを引きリリスの方へ投げた。

「白びやく夜やノ星からの餞せん別べつだ。使っていいとさ」

　箱が自動で開かい封ふうされ、その中から槍やりが姿を現す。

「星屑兵装メテオウエポン……これを私が？」

「ああ、でも心して使え。油断してると魔ま力りよくを全部持っていかれる……特にそいつはな」

　闇夜に煌きらめく槍を摑つかむリリスの姿を肩かた越ごしから見て、メディックは拳こぶしを鳴らした。

「さぁて……そんじゃリリス、趣味の時間といこうじゃねぇか」

　一歩前へ足を踏み出しながら、メディックは言った。

「最初はお前を助けてとんずらここうと思ってたけど予定変へん更こうだぜ。司令部ひいてはお国とかその他もろもろ全部守るために、こいつらをぶち壊こわす……！」

　まだ頭がぼんやりとしていて、今生きていることが信じられないまま首を傾かしげる。

　足止め、それが自分達の任務のはずだ。

　それなのにぶっ壊す？　何を言っているのだろう？

　リリスが啞然としていると、メディックは第五元素兵器に向けて親指を下に向けた。

　そして、動きで操者に伝わるように、メッセージを込こめて口を大きく開けた。

　──く・た・ば・れ・デ・カ・ブ・ツ！

　あろうことか、この期ごに及およんでの大挑発だった。

　動きを止めて静止するタペストリだったが、次し第だいにぶるぶると震ふるえ始める。たぶん操そう縦じゆう桿かんを握にぎっている手が震えているのだろう。リリスも呆あきれを通り越して笑みを浮かべそうになってしまったが、挑発しつつもメディックは重い声でこう言った。

「──合図がきたら全速力でデカい方へ走るぞ」

　有う無むを言わせない声の迫はく力りよく。壊すと言ったことが本気かどうかリリスにはわからないが、彼に何か考えがあるのは間ま違ちがいなかった。

　頷うなずくよりも先にタペストリの方に動きが生じる。

《第五元素兵器を相手に、咆ほえたな王国兵ッ！》

　怒いかりに任せてレールガンを構え、銃じゆう身しんに電気が走る。

　発射音。しかしレールガンの弾だん丸がんはメディックを逸それて遠くの地平線に着弾した。

　撃うつ瞬間、レールガンに横槍が入って銃身がブレたのだ。タペストリにとってはほんの少しの衝しよう撃げきだったが、その横槍は弾道を逸らすだけの威い力りよくは十分だった。

《狙そ撃げきか!?》

　タペストリがターゲットを狙撃手へ切り替かえようと銃身を動かすが、戦場に障害物があるのは遠方の森、モニタを拡大してもすでにそこに狙撃手の姿は無かった。高速で森を移動する熱源を探査して追いかけるも、狙撃手は猛もうスピードで蛇だ行こうしながら動き回っている。

　邪じや魔まをされたことに苛いら立だちつつ、優先順位を考えてタペストリの操者が照準をメディックに戻もどした。

《な、なにっ──!?》

　リリスとメディックは、すでに全速力でアラクネーへ向かって走っていた。
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「よくあんな安い挑発に乗るものですわ……鋼国人はひょっとしてバカなのでは？」

　狙撃ポイントを変更中のレイディは遠くに見えるタペストリが猛牛のような勢いでメディック達の追撃を始めたのを見て、森を出るために木の幹を足場にして跳ちよう躍やくする。

　視界の開けた戦場へ躍おどり出た彼女は、排はい莢きようを行いながら次弾を装そう塡てんする。

　弾頭が半はん透とう明めいな琥こ珀はく色をした弾丸だ。レイディの銃はボルトアクション式の軍用小銃で装弾数は五発だが、魔法士が扱あつかう場合は弾頭や薬莢部分に魔法が充じゆう塡てんされた特とく殊しゆ弾を用いることが多いため、単発で扱うことが多い。

　レイディの愛銃の名は『シルヴェスタ』。

　メディックの銃同様に、特殊弾を扱うための特注品だ。

「やはり狙撃は弾を選べるボルトアクションに限りますわね」

　レイディは塹ざん壕ごうに滑すべり込むとタペストリではなくリリスを狙ねらった。

《リリス、もっと速く走れないか！》

《す、すみませんッ……戦せん闘とうのダメージが……！》

　その言葉を聞いて、レイディはくすりと笑って唇くちびるを舌で舐なめた。

　射撃。照準はリリスの背中。【星】であるリリスは持ち前の反射神経で背後からの狙撃を避よけようとしたがレイディはそれを予測済みだった。

　避けた地点で、肩に弾が着弾する。足を止めるリリスだったが、メディックが叫さけぶ。

《そいつはくらっても大だい丈じよう夫ぶだ、止まるな！》

《今のは、レイディさんですか!?》

《治ち癒ゆ弾ってやつだよ！　弾頭に過密させたラビィの治癒魔法が詰つまってる！》

　薬莢に満たされた火薬は通常のものと変わりないが、弾頭は魔法の密度が増えたせいで硬かたくなっている。そのため、威力は変わらず殺傷能力を持っていた。普ふ通つうの人間の頭に直撃させれば即そく死しするだろう。

《痛かったですか？　でもお注射って痛いものですわよ？》

《……っ、構いません！　撃ってください！》

《──あはっ！　御み心こころのままに！》

　レイディは塹壕から飛び出しては射撃ポイントを前進させつつ、喜び勇んでリリスに連続射撃を行う。【星】の身体強度ならばわずかな傷が付く程度だが、着弾と同時に弾頭が砕くだけて中の魔法が発動し、リリスの傷が弾を当てる度に見る見るうちに治っていく。

　衝撃にいちいちよろめきながら必死に走るリリスの姿に、レイディは恍こう惚こつとした表情を浮うかべた。軽くよだれも垂れている。

《あっ、あっ、いけませんわこれ……！　やばい！　変な性せい癖へきに目覚めそうですっ！　わたくし、今すごく衛生兵ではなくて!?》

《通信で喘あえいでんじゃねぇぞ腐くされシスター！　いいから人型を足止めしやがれ！》

　リリスへの攻こう撃げき的な看護を行いつつ、再び塹壕から飛び出しながら、クリップで留められた五発の弾丸を取り出し、右手に強く握りしめた。

　リリス達を追いかけて疾しつ走そうするレイディの身体からだから、魔力の粒りゆう子しが立ち昇のぼる。

《過密クロウデツド》の魔法を施ほどこし、弾頭に込こめられた魔法の密度を上げに上げまくる。

　弾頭が耐たえられなくなるギリギリまで──！

「密に、密に……！」

　十分な密度を与あたえた後、レイディは重量が膨ふくれあがった弾丸を装弾し、銃を構えた。

「足あし下もと、お気をつけ遊ばせ」

　そして射撃を行った瞬しゆん間かん、レイディの身体は後方に五メートルほど反動で押し下げられる。弾丸は真っ直すぐにタペストリの進行方向の地面へ着弾、大爆ばく発はつを引き起こした。

　さらに二発、三発、四発、五発目を続けて射撃。それらが着弾した直後、タペストリは体勢を崩くずしてそのまま地面に転倒した。

「あーあ！　だァから言いましたのに……っ！」

　泥どろを巻き上げて倒たおれた敵を目視して、レイディは外れた肩をゴキリと戻し、熱で焼けた銃身を肩に担かついで熱い息を竜りゆうのごとく吐はき出すのだった。
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　北部戦線の大地はすでに第五元素兵器とベルシオーネの戦闘で地じ盤ばんが崩れ果てている。まともな地形などどこにもない戦場を、一台の四輪駆く動どう軍用車が走っていた。

　運転席にはギリースーツを着たアーサリー、後ろの荷台にはラビィが髪かみを押さえながら、進しん攻こうする巨きよ大だいな移動要よう塞さいを睨にらんでいる。

「メディック、ちゃんと降りられたかな？」

「大丈夫だろう。あいつ、実はあの着地が好きなんだ」

「え、腰と膝ひざに悪いよ？」

「かっこいいと思っているんだろう」

「いい歳としして何やってんだ、あの男……」

　呆れ顔の吞のん気きなラビィとは違い、アーサリーは目を鋭するどく細める。

　進行方向の地盤は隆りゆう起きと陥かん没ぼつが両方起きており、軍用車であろうと走行は不可能だ。

　ハンドルを握る手に力を込める。

「地形が悪い。造り替えるから覚かく悟ごを決めろ」

「え!?　ちょっ、乗ったままやるの!?」

「時間が無い。メディック曰いわく、大隊がいたポイントはこの先だ」

　待って！　ラビィは叫ぼうとしたが遅おそかった。隆起した地盤を飛び台にして車がジャンプした直後、いきなり車体が空中でバラバラに分解した。

「ちょちょちょちょうわわわわわわわわわ～！」

　悲鳴を上げながら宙を舞まい、落下が始まってさらに悲鳴を上げるラビィ。

　アーサリーは外れたハンドルを握ったまま意識を集中し、魔ま法ほうを発動した。

「《構造フイツクス変換ブロークン》」

　バラバラになった車ごと地面に激げき突とつしそうになった瞬間、飛び散ったパーツが一気に集結して二人を包み込み、再び車両を形作った。しかし新たに走り出した車は四輪駆動の軍用車両ではなく、履り帯たい走行の装そう軌き車両へと変身を遂とげていた。

「無茶しないでよ！　メディックの時みたいにあたしの身体が部品に組み込まれちゃったらどーすんのよ！」

「むぅ……大丈夫だっただろう」

「ほんと男ってなんでかっこよさを重視しようとすんの!?」

「時間が無いからやったんだ！　僕をメディックと一いつ緒しよにするんじゃあない！」

　ラビィに反論しながら卓たく越えつしたハンドル技術でアーサリーは装軌車を運転する。

　彼が扱うことのできる魔法《構造フイツクス変換ブロークン》は、文字通り無機物の構造を造り替える能力だ。古くは錬れん金きん術じゆつと呼ばれていた魔法である。

　万ばん能のうに思えるが、造り替えるにしても分解前の設計図と、造り替えたい構造体の設計図が完かん璧ぺきに頭に入っていないと機能しないため、非常に扱いが難しい魔法だった。

　アーサリーも過去に二台の軍用車を戦車に変へん換かんしようとした際に、メディックの身体がエンジン付近に組み込まれてしまったことがあった。

「信用しろ……自信が無ければこの魔法は扱えん」

「前・例！　前例がございます！」

「～～～っ、うるさいな！　摑つかまってろ舌嚙かむぞ！」

　アラクネーにかなり近づいてきた頃ころ、アーサリーはブレーキを踏ふんで車を止めた。ラビィが荷台から降りて周囲を見回し、塹壕らしき連なった穴を見つけ、そこへ飛び降りる。

　着地して周りを見ると、半分灰になった兵士達の死体が大量に転がっていた。ある者は銃を構えたままの姿勢で、ある者は炎ほのおに焼かれてもがき苦しむ姿のまま死に絶えている。

　ラビィは地じ獄ごくじみた塹壕の中を平然と早足で歩く。

　──た、助けてくれ……。──誰だれか……水を……。

　辛かろうじて息のある兵士達の声を無視する。構っている暇ひまは無いし、魔力量を節約しなければ【星】は治せない。

　ラビィも戦場には慣れている。可哀かわい想そうだが治してやることはできなかった。

「あんた……その黒い軍服、夜よ逃にげ部隊だよな!?　こっちだ、来てくれ！」

　声の方を向くと負傷した魔法士らしき兵士三人が、黒焦こげた負傷者を横たえている最中だった。

「あんた達は緋夜ひよりノ大隊の生き残り？　生きてるってことは魔法士よね？」

「ああ、だが衛生兵はみんな死んじまった……医薬品も汚お染せんされちまって……」

「この患かん者じや、三人とも【星】ね」

　ラビィは塹壕の壁かべ際ぎわに横たえられている黒焦げの人間を見て、ひと目で彼らが【星】であることを見み抜ぬいた。見た限り全身の半分以上が火傷やけどを負っており、右側の【星】に至っては一部炭化してしまっていた。普通であればどう見ても助からない。

「……まだ若い。彼らは防護結界に俺達も入れてくれたんだ」

「頼たのむ！　助けてやってくれ！　あんたらは【星】を守るのが仕事なんだろ!?」

「お願いだ、私達のことはいい……ベルシオーネ様を守れなかった上、彼らまで死なせてしまったら、私は……！」

「──下がって。邪じや魔まよ」

　ラビィは縋すがり付こうとしてきた兵士達を押しのけ、三人の【星】の前に跪ひざまずいた。

　症しよう状じようを確かく認にんする。目視では全身の皮ひ膚ふの七〇％以上を失っているが、ラビィは精密な検査を行うために魔法を使用した。

「《治癒リカバリー領域フイールド》、展開」

　ラビィの体内から魔力が吹ふき荒あれ、周辺一帯に治癒効果を促そく進しんさせ、文字通り癒いやしの空間が出来上がる。その魔力密度に兵士三人が感かん嘆たんの声をあげる。軽傷ではあったが、彼らの傷もまた《治癒リカバリー領域フイールド》により見る見るうちに治っていった。

「すごい……これほどとは……」

「俺達の傷がもう傷が治った……これなら【星】達も！」

「──あんた達とは質が違ちがうからこの程度じゃ治らない。もう黙だまって。集中できない」

　次いで、さらに魔法を使用する。

《損傷ダメージ分析スキヤニング》。網もう膜まくに使用される魔法で、人体情報のつまびらかな収集ができた。

　ラビィの思考が機械のように先せん鋭えい化され、目の前の【星】を助けるための装置と化す。

（見た目よりも火傷の深度は深くない。【星】の再生機能が働いていないのはエーテル熱傷が原因。皮膚下に入り込んだエーテル粒子が再生を阻そ害がいしている。でも染色体破は壊かいの兆候は無し。さすが【星】ね……細さい胞ぼうまで強きよう靭じんだわ）

　次いで、ラビィの目の前に半はん透とう明めいのプレートのようなものが出現する。

　プレートには分析によって頭の中で整理した全すべての情報が表示されていた。

（三名中二名は内臓の損傷無し、呼吸器官は応急処置が必要。まずは気道確保のために体内の浮ふ腫しゆ、水すい疱ほうを除去する）

　瞬まばたきを数回して、三人へ同時に魔力を慎しん重ちように操作する。

　気道内の腫はれを鎮しずめ、除去。わずかな血を吐き出すと共に三人の呼吸が再開。胸が上下に動くのを見て、兵士達が感嘆の声を上げる。

　集中するために雑音をカットする。

　体内に流した魔力を操作して、ラビィは【星】三人の身体を浮遊させた。

（急ぐのよ。熱傷が神経に届く前に粒りゆう子しを取り除かないと。壊え死しした皮膚をエーテル粒子ごと除去）

　ラビィが立ち上がり、三人に魔法を使用する。患者の体表の焦げた皮膚が、火花が弾はじけるような音を立てながら、浮き上がっていく。時間をかけながら慎重に、神経や筋肉の細部に至るまでを確認しながら、精密な手術を魔力を使って行っていく。

（よし……二人の体内に粒子は残ってない。《人工魔膚マジツクスキン》を展開、先に治すわ）

　手先をくるりと一回転させると、患者の上に薄うすいヴェールのような膜まくが出現する。

　膜はゆっくりと患者に下りていき、その身体を隙すき間ま無く覆おおっていく。口元と鼻び孔こうの部分の膜を消失させて呼吸ができるようにした後、ラビィは三人を地面に降ろした。

《人工魔膚マジツクスキン》はその名の通り、魔力で構築した移植するための皮膚だ。この皮膚は即そく座ざに人体に定着するため植皮術を必要としない。ただし魔力が切れれば消失してしまうため、帰き還かんした後に正しい手術を行う必要がある。【星】であれば体力次し第だいで自分で皮膚を再生できるが、それまでの応急処置として、火傷にはこの方法が最適だった。

　額の汗あせを拭ぬぐって息を吐はき、聴ちよう覚かくのカットを取りやめる。

「まさかこの場で手術をやっちまうなんて、あんたすげぇよ軍医さん！」

「軍医じゃない、衛生兵。エーテル熱傷の治ち療りようは時間がかかるし、ちゃんとした魔法軍医に診みせないと……」

「でも、もう命に別条はないんだよな？」

「二人は急場を凌しのいだわ。でも、右の子は──」

　その時、プレートに表示されている心電図が反応を失った。

　心停止を知らせる点てん滅めつを見て、ラビィは急いで右側で横になっている【星】に近づいた。（血中に入り込んだ粒子が内臓に影えい響きようを与え始めてる……！）

　ラビィは腰こしから一本の注射器を引き抜き、思い切り【星】の胸に突つき立てた。

　フローラが作製したエピネフリンに似た麻ま酔すいだ。普ふ通つうの人間には使えないが、【星】の心臓ならば十分に耐えられるはずだった。

　鼓こ動どうは戻もどってこない。ラビィは体内に流した魔力を操作し、手の動きと連動させる。

　優やさしく細やかに、一定のリズムを保ちながら心臓へ負ふ荷かをかける。

「ダメよ……戻ってきて……！」

　歯を食いしばりながらも、繊せん細さいな指の動きで心臓に刺し激げきを与あたえる。

　何度も何度も諦あきらめずに続ける。願いを込こめながら、何度も。

　やがて、プレートに表示されたバイタルに反応が戻り、兵士達が安あん堵どのため息を吐ついた。

　ラビィは鼓動を再開した【星】を慈いつくしみに満ちた表情で見下ろしながら、魔力を通して心臓に触ふれた手をゆっくりと離はなす。

「そうよ、大だい丈じよう夫ぶ……息をして……治るから……きっとまた、戦えるから……」

《人工魔膚マジツクスキン》の上から軽く頰ほおに手を当てながら、ラビィは再び気を引き締しめた。

「あんた達、治ったならさっさと手伝いなさい。あたしはこの子の看護を続ける……その間に、まだ生きてる負傷兵をあたしのそばに引きずってきなさい。《治癒リカバリー領域フイールド》に入っていれば治る人もいるわ。【星】の応急処置が終わったら、他の兵士もちゃんと看みる。生きているなら全員治すのがあたしの仕事よ」

　再び治療に集中し始めたラビィの横顔を、兵士達は尊敬の眼まな差ざしで見つめている。

　その一部始終を見ていたアーサリーが、装軌車に背を預けながら腕うでを組んで立っていた。

「おい。一人は僕を手伝え。生きている【星】がまだいるはずだ。回収に向かう」

　呆ほうけた顔の兵士達に対して、アーサリーは車のドアを激しく叩たたいた。

「──急げ！　お前ら【七星】の直属大隊なんだろ、使命を果たせ！」

　檄げきを飛ばされて、兵士達が慌あわてて立ち上がるのを横目で見つつ、アーサリーは装軌車へ乗り込むのだった。




　　　　※　※　※




　遠ざかっていくアラクネーを、茫ぼう然ぜん自失の状態で眺ながめている少女がいた。

　彼女の名はベルシオーネ。緋夜ノ星にして【七星】の一人だ。

「ちきしょ……あんな無名の星と……メディックなんかに……！」

　彼女はもがいていた。【七星】としてのプライドが、二人に助けられているという事実を認めようとしなかったからだ。

「ボクは選ばれたんだ……！　【七星】になる資格があると……最強としての因子を持つと……神が選んだんだ……！」

　それが彼女のアイデンティティーだった。

「やっと手に入れたんだ……他の誰にも、この力は与えない！　見下させはしないぞぉ……いぐ、う、ぅ～～～！」

　彼女の思いとは裏腹に、身体からだは動かない。

　魔力は完全に枯こ渇かつし、身体は痛みきって悲鳴を上げている。

「うぅ……うぅぅぅ……ちくしょぉ……い、痛い……よぉ……うぇぇん」

　誰も見ていないためか、痛みに弱い素すの自分が出てきてしまう。ベルシオーネは痛いのも苦しいのも苦手だった。

　涙なみだを流しながら、情けなく鼻水を垂らしながら、それでももがく。

　そんな姿を盛り上がった地じ盤ばんの上から見ている女がいることにも気づかずに──

「……あなたほんとに泣き虫よね。とても【七星】の一人とは思えないわ」

　しゃがみこんで頰に手を当てつつ、フローラがジト目で彼女を見下ろしていた。

「!?　お、お前は夜逃げ部隊の……！　いつから見ていた!?」

「痛いよ～ママ～、のあたり」

「マ、マママ、ママは言ってないぞ！」

　痛みを忘れるほどに恥はずかしかったのか、ベルシオーネは真っ赤になった。フローラは相変わらず盛り上がった土の上で彼女を見下ろし続けている。

　ベルシオーネは立ち上がろうとしたがやはり力が入らずに呻うめくことしかできない。

「おい……！　お前ら、一応衛生兵なんだろ！　ボ、ボクを助けろよ！」

「そうよ。私の仕事はあなたを助けること。それは間ま違ちがいないわ、うん」

「じゃあ早くしろ！」

「──でも私、ほんとのところ【星】のことが大嫌きらいなのよね」

　そう言って飛び降りたフローラは、ゆっくりとベルシオーネのそばにやってくる。ベルシオーネは不安げな顔でフローラを見上げる。

　陰かげになったフローラの顔は、目玉だけが妙みように白く見えて不気味だった。

「メディックと違って私はあなた達を守りたいとは思わない。だってそうでしょう？　あなた達は超ちよう絶ぜつな力を持っていて、地位も名めい誉よももらってる。だけどあなた達を助けている私達に与えられるのは不名誉な評判ばかり。好きになれという方が無理な話じゃない？」

「ぐ、軍人だろ……お前らの仕事は、ボ、ボクらを助けることであって……！」

「そうね。そうだね──でも私、今日オフなのよね」

「……え……」

「休きゆう暇かでここにきているのに、仕事なんかしたくないのよね」

　意味がわからない、という顔をするベルシオーネ。休暇で戦場にくるという神経もわからないし、この状じよう況きようでそんな話をするフローラの意図がわからない。

　だけどそれよりもまず聞きたいのは、

「た……助けて……くれないの？」

　ふにゃふにゃな声でベルシオーネが言った。フローラが陰になった顔でニヤリと笑う。普段笑わないフローラが、こんな状況で笑っていた。

「ええ、私は助けない──助けるのはあなたよ。だって誇ほこり高き【七星】なのだから、あなたが私達を助けなさい」

　フローラが腰の弾だん帯たいから空のアンプルを引き抜く。右手に摑つかんだアンプルを、魔ま力りよくを溜ため込んだ左手の指先でピンと弾はじいた。

　空だったアンプルに見る見るうちに発光する液体が満たされていく。

　ベルシオーネが、「ひッ」と怯おびえた声を上げた。

「そ、それは……まさか……！」

「そう、麻酔よ。覚えているわよね。以前に助けてあげた時に、あなたに注射したもの……よりも強力にしてあげたわ」

　無表情のフローラがベルシオーネに近づく。ベルシオーネは身体を引きずって彼女から逃にげようとするが、やはり身体は動いちゃくれない。

　コツコツと、フローラが近づいてくる足音が聞こえてくる。

「怖こわがらなくてもいいわ。メディックに使っているものよりはだいぶ弱いし、全てが終わった時には、きっとあなたは何も覚えていないはずよ」

「やめろ！　その麻酔は嫌いやだ！　お前の作る麻酔なんかボクは二度と受け入れないぞ！」

「後こう遺い症しようはせいぜい一ヶ月ぐらい寝ね込むだけ。たぶん死にはしないから安心しなさい……だって、ねえ？」

　拳けん銃じゆう型の注射器にアンプルをセットして、ガシャンとコッキングを行う。

　必死に地面を這はいずって、誰だれか助けてと手を伸のばすベルシオーネ。

　逃げようとする彼女の耳元に、フローラの唇くちびるが触れた。

「──あなた、最強の【七星】なんでしょう？」

　首に冷たい注射器の針が当てられた瞬しゆん間かん、ベルシオーネの意識はぷつんと途と切ぎれた。




　　　　※　※　※




　アラクネーの進行速度は遅おそいといっても一歩一歩の距きよ離りがデカい。走って追いつくとなれば軍用車のフルアクセル並みのスピードが必要だった。

【星】ならば容易たやすくとも、その速度で走れる魔法士はそうそういない。

　だがメディックは、リリスすらも追いつくのがやっとの速度で走っていた。

　麻酔によって身体能力の限界を引き出しているのだろう。走っているメディックは涼すずしい顔をしているが、その身体からだ中じゆうから吹ふきだしている汗の量は尋じん常じようでなかった。

　後ろ姿を追いかけるリリスが、彼の異常に気づき始める。

「メディックさん……あまり無茶は！　《強化麻酔ストレングス》は強度は高めてくれません！」

「構うな、集中しろッ！　もうすぐミサイルの射程内だ！」

　怒ど鳴なられて前を向くと同時に、アラクネー本体から大量のミサイルが発射される。

　リリスは迎げい撃げきのために魔法を展開しようとした。

「魔法は使うな！　星屑兵装メテオウエポンのために魔力を温存するんだ！」

「じゃあどうすれば!?」

　問いを投げかけたその直後、メディックは空へ向かって跳ちよう躍やくした。

「片っ端ぱしから──俺が防ぐ！」

　そして降り注ぐ一〇〇発近くのミサイルへ右腕うでを振ふりかぶった。

　振り抜ぬいた瞬間、腕は鞭むちのように伸び、軌き道どう上のミサイルへぶち当たった。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおらッ！」

　ミサイルは腕のおかげで連れん鎖さ誘ゆう爆ばくしていく。空は爆発で昼間のように明るくなり、ミサイルの破は片へんが降り注いだ。

　ほとんどが地面に着弾することは無かったが、リリスはその間も彼の顔を覗うかがっていた。

　顔色は蒼そう白はくに近く、目の下には深い隈くまができている。ミサイルが爆発する度たびに白目を剝むきそうになるのを必死に堪こらえている姿を見て、リリスは確信した。

　着地してよろめいた彼のそばに駆かけ寄り、身体を支えようとする。

「やはり、強化と複合して使用しているせいで、鎮ちん痛つうの麻ま酔すいが効いていないのですね？」

「いいから、走れ……！」

「でもっ、このままじゃ痛みであなたの精神がもちません！」

「だいじょうぶだ……気を失ったりなんかしねぇよ……！」

「そういう問題では──！」

「!?　リリス伏ふせろッ！」

　突とつ然ぜん、メディックがリリスの肩かたを摑んで自分の後ろに引き下げた。

　何事かと思うよりも先に、メディックが振り払はらった腕に巨きよ大だいな砲ほう弾だんが直ちよく撃げきする。

「がっ……！」

　痛みに呻き声を上げ、防いだ反動で右腕が弾かれた。

　そこへさらなる砲弾が──

「んなろぉがッ！」

　歯を食いしばり、あらん限りの力で右腕を引き戻もどして砲弾を殴なぐりつける。

　タペストリが追いついてきたのだ。レイディの足止めは有効だったが、弾薬が重い分弾たま切れは早い。レールガンの射しや撃げきは精密で、全弾がメディックへ向けて放たれていた。

　五発、六発、七発目。痛みで意識が飛びかけ、メディックが片目を瞑つぶりかけたその時、

　緑の閃せん光こうが遠くで瞬またたいた。

　過集束エーテル砲──！

「上等だあああああああああああああッ！」

　メディックはリリスを守るように右腕をシールドに変形させ、迫せまり来る閃光に備えた。

　──飲み込まれる。破は壊かいの粒りゆう子しがシールドに激突する。一日のうちに二度もこの砲を防ぐことになったのはメディックも初めてだ。

　麻酔は使ったがこれほどの攻こう撃げきに晒さらされ続ければどんどん効果が薄うすれていく。

　だが、ここで意識を失えば全すべてが終わる。自分の命もリリスの命も守れない。

　何を犠ぎ牲せいにしたって、それではダメだ！

　左手で注射器を取り出して、首へ。

　しかし、震ふるえた手から注射器が零こぼれて、地面に落ちた。

「っ……！」

　拾っている暇ひまはない、今はただ耐たえ切るだけだ！

「があああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　メディックの雄お叫たけびが敵の攻撃に搔かき消されることなく響ひびき渡わたる。

　そして、

「メディックさん！」

　彼は防ぎ切り、リリスを守り切った。

　しかしそのまま仰あお向むけに倒たおれそうになったところをリリスに支えられる。

「意識が……」

　白目を剝き、身体の破れた血管、汗かん腺せんからすらも血が溢あふれていた。精神への負荷が肉体にも及およんでいるのだ。守ってくれた彼に対して感謝を抱いだくと同時に、危機的状況が依い然ぜん変わっていないということにリリスは直面する。

　追いかけてきたタペストリが、すぐそこまで迫っていた。

《ふふ……ははははは！　二度もエーテル砲を防いだこと、敵ながら賞賛に値あたいする──が！　ウジ虫はウジ虫だ！　蝿はえになる前に駆く逐ちくせねばな！》

　腰こしの二門のレールガンを構え、勝利を確信した操車が高笑いをする。

　リリスは、苦く渋じゆうの思いで星屑兵装メテオウエポン『ステラマリス』の柄えを握にぎる。

　これを使えば、少なくともタペストリと操者は屠ほふることができるはずだ。

　自動操縦のアラクネーは司令部の防衛部隊に任せるしかない。遠距離からの攻撃で被ひ害がいは甚じん大だいになるだろうが、ここでやられて完全な状態で敵に進しん攻こうさせるよりは──！

　リリスがそう考えた時、柄を握る手にごつごつとした黒い手が重なった。

　目を覚ましたメディックが、引きつった笑えみを浮うかべながらリリスを見ていた。

「ばかやろ、俺を信じろって……」

「で、でも、もうこれしか！」

「大だい丈じよう夫ぶだ……もうすぐ、くる……」

　頭を振って朦もう朧ろうとする意識を振り払いながら、メディックは前まえ髪がみの隙すき間まからソレを見ていた。いったい何が？　リリスの顔がそう問うと、メディックは口元を歪ゆがめて笑った。

「なにがって……我が国の最強戦力、【七星】様だよ」

　リリスはメディックの視線を追った。

　高笑いをするタペストリの頭上に緋あかく煌きらめく陽かげ炎ろうが見えたのは、その時だった。

《さぁ散るがいい！　科学技術の炎ほのおに灼やかれて果てるがいい、イレギュ──ラ!?》

　──ドゴンッ！

　操者の言葉が轟ごう音おんに遮さえぎられる。タペストリは凄すさまじい衝しよう撃げきをくらい頭から地面に激突し、地じ盤ばんと共にわずかに上空へ跳はね上がった。

《なっ、なぁあぁああぁぁああにィィィイィィイィィィィ!?!?》

　驚きよう愕がくが悲鳴に変わる。

　激げき震しんする操縦席で操者が見たのは、タペストリの頭部を蹴けり飛ばした女の姿だった。

　それは紛まぎれもなく、野の良ら猫ねこと蔑さげすみ、標本にすると宣言した緋夜ノ星『ベルシオーネ』だった。轟音に沈しずむタペストリと、獣けもののように四つん這いになって着地するベルシオーネ。

　様子が明らかに異常だった。身体中の血管から血が噴ふき出し、形相は怒いかり狂くるう獣の如ごとくであった。体内に魔力が残っていないためか、普段から火花を散らしていた魔力の余波が出現しておらず、蹴しゆう撃げきを放ったことによって足も折れている。

「ギ、グギギガギガ！　ギ、ギギギイイイアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　そして人とは思えぬその咆ほう哮こうに、リリスは絶句した。

　反してメディックは苦笑いと共に若じやつ干かんの申し訳なさを感じていた。

　命令したのが自分なだけに罪悪感がぬぐえない。

《任務完かん了りよう》

　淡たん泊ぱくな声で通信をしてきたのはフローラだ。

　メディックは、戦意喪そう失しつか負傷して動けなくなっている可能性の高かったベルシオーネに麻酔をうつように命じていたのである。

《お前、あいつに何うったの？》

《魔ま力りよくが枯かれてたから、身体だけでも動けるように五日間全力疾しつ走そうできるレベルの強きよう壮そう薬のようなもの。それとへたれてたから記き憶おくがぶっ飛ぶレベルの特とく濃のうエピネフリンのようなもの。他にもいろいろアレンジしといた》

《フローラブレンド……気の毒だ。でもごくろーさん、助かった》

《お礼なんかいい。さっさと終わらせてみんなで帰りましょ》

　いつもなら過保護なほどにメディックの身体のことばかり気にしていたフローラだったが、この時ばかりは激げき励れい（？）の言葉をかけていた。

《メディックが生きて帰ってくれれば……私はそれでいいから》

　幼おさな馴な染じみはそれ以上何も言わなかった。

　メディックは小さく笑い、何も返さずに通信を終える。

　そして、魂たましいを振り絞しぼりながら、頭を上げた。

「さあ、征いこうリリス。仕上げだ」







　自分の息づかいと鼓こ動どうだけが響いている。

　いつかの戦場でもそうだった。生きるべき人達が死に絶えた荒こう野やで、こうして二人で支え合いながら、泣きながら前へ進んでいった。多くの屍しかばねを踏ふみ越こえれば自分を誇ほこれる人間になれると信じて……傷ついたお互たがいを慰なぐさめ合いながら戦っていた。

　あの日々をメディックは忘れない。

　守れなかったあの日々を、苦くもかけがえのない日々を。今も続くあの日々を。

　彼女の儚はかなげな笑顔を、忘れない。

（グリューエル……俺はまだ、君のことを守れているか……？）

　今は亡なき彼女に問いかける。

（君はまだ……俺のそばにいてくれているか……？）

　問いかけの途と中ちゆうで目を閉じてしまいそうになると、名を呼ばれた。

「メディックさん」

　意識が現実に戻ってくる。メディック……本名ではない。ただあの戦場でそう呼ばれていたから、今も名乗っているだけだ。

　自分に肩を貸しているリリスは、しっかりと前を向いている。

　メディックもまた前を向き、空を見上げた。

　自分達がいるのはアラクネーの足あし下もとだ。自動防衛システムが働いて、アラクネーはこちらに旋せん回かいしようと多た脚きやくを動かしている最中だった。

「ここだ。この位置がいい。俺の射程だ」

「しかし、アラクネーはベルシオーネ様の星屑兵装メテオウエポンの攻撃を防ぐシールドを発生させます。この『ステラマリス』でも突破できるかどうか……」

「大丈夫だ。シールドは俺が破る」

　メディックは『カデンツァ・エリート』を引き抜いて、まずは左手に握りしめる。

「リリス、チャンスは一度きりだ。敵の攻撃を受けきった後、俺がシールドを破壊する」

「受けきった後って……まさかもう一度防ぐつもりですか!?」

「ああ、過集束エーテル砲ほうをこいつで受ける。その蓄ちく積せきさせたダメージを放って、俺のカデンツァでシールドを突破する」

「いくらなんでもそれは無茶です！」

「シールドを破壊するにはまだダメージが必要だ。やるしかねぇ。お前はそいつを使え」

　リリスは『ステラマリス』の柄を握りしめながら、ごくりと喉のどを鳴らした。

　アラクネーが旋回を完了し、過集束エーテル砲の照準を合わせてくる。

　エーテル粒子の充じゆう塡てんを開始し、砲身に熱が灯ともる。

「使い方は単純だ。とにかくお前の全力を、その槍やりに込こめればいい。そいつは使用者の魔法を吸い取って極限まで増ぞう幅ふくさせた後、槍先に集束させて螺ら旋せん状に放つ兵器だ。威い力りよくだけなら全兵装中最強だぜ」

　彼が槍の性能や使い方を知っている理由に、リリスは思い当たった。時折メディックが自分を通して別の誰だれかを見ていることぐらい、リリスはとっくに気づいていた。

「わかりました……あなたが守ろうとした【星】の槍、全力で振ふるわせていただきます」

　メディックは少しだけ悲しそうな笑みを浮かべ、「その意気だ」と返す。

　アラクネーの長距きよ離り用過集束エーテル砲は、オフィクスやタペストリの放ったものとは段だん違ちがいの威力を持っている。近距離でくらえば、【星】ですら細さい胞ぼうも残さずに消し去ってしまうだろう。

　だが、メディックの右腕うでは違う。

　彼が数多あまたの苦しみを越えて授さずかった絶対防ぼう御ぎよは、あらゆる脅きよう威いをはね除のける。

「来るぞ……！」

　メディックが首に麻ま酔すいを打ち込み、リリスは彼の背後で槍を構えて魔法を構築し始めた。

「《蒼の咆哮エンシエントブルー》……！」

　彼女唯ゆい一いつの星屑魔法スターダストを、『ステラマリス』に流し込む。

　魔力が通った瞬しゆん間かん、『ステラマリス』は形状を変化させた。柄が長く伸のび、槍先が解放されて中央に魔力を溜ため込んでいく。この槍が何な故ぜか驚おどろくほどに馴な染じむのをリリスは感じていた。まるで自分の意思に誰かが応こたえてくれているような錯さつ覚かくを感じながら、歯を食いしばって全魔力を注ぎ込む。

　エーテルの輝かがやきを打ち消すように、蒼あおき閃せん光こうが槍を通して迸ほとばしる。

　しかし先んじて放たれたのはエーテル砲だった。

　破は壊かいの光が右腕を襲おそい、メディックの魂を揺ゆさぶる。

　エーテルという技術がどのようにして生まれたのか王国は知り得ない。だがこの輝きと猛もう威いは科学と呼ぶにはあまりに神話染じみた破壊力を持っている。

　全てを焼き、全てを蝕むしばみ、放ほうっておけば永遠に残り続ける破は滅めつの粒りゆう子し。

　まるで神の怒りそのものだ。

「───────────────!!!!!!!!」

　だがメディックの右腕は、神の怒りをも防ぎ切る星の盾たてである。

　代だい償しようとして与あたえられる使用者への痛みは、人の心には耐たえられない。いや、きっと石や鉄に心があったとしても耐えられるものではないだろう。

　されどメディックは全身から血をまき散らしながら、それでも人として耐えていた。

　守り、そして生き続けるという耐える理由があるからだ。

（グリューエル……見ててくれ、俺は──！）

　メディックが夥おびただしい量の血を口から吐はき出す。

（──君の代わりに、【星】達を守り……ッ）

　意識が途と切ぎれ、背後に死の闇やみが迫せまるのを感じる。

　まだだ、まだ終われない。

　今度こそ守るのだ。

（──君との約束を、守ってみせる！）

　永遠にも感じられる時間の中で、メディックの魂が崩ほう壊かいしていく。

　その時、ギリギリで彼を呼び戻もどす声がした。

「私、あなたに伝えたいことがあるんです……！」

　リリスは彼の耳元で、魂に語りかけるように想おもいを伝える。

「初めて自分で決めたことがあるんです……だから！」

　魂が戻ってくる。人間としての自我が還かえってくる。

　メディックは、彼女の言葉に笑えみを浮かべていた。

「生きて帰ります！　これからも守り続けるために！　だからメディックさん──」

　リリスも笑みを浮かべて、真っ直すぐに前を見ながら告げる。

　その横顔がグリューエルと重なるが、その幻げん影えいはすぐに消えてしまった。

「──今は私が、あなたを守ります！」

　こんなに希望に満ちた顔を、彼女は見せたことがなかったから。こんな風に、太陽のように笑うことはなかったから。

　そうだ、彼女はグリューエルではない。

　蒼そう天てんノ星、『リリス』だ。

　この瞬間に、あの平原に置いてきた心が半分、メディックの元へ還ってきた。

　もう二度と、二人を重ねることはないだろう。

　少し寂さびしいけれど、そうできることが誇らしく思う。

　何故ならば、彼女を守ることで、自分も前へ進めるのだから──！

「ああ、俺もお前を守ってみせる……！」

　不思議と、痛みは越えていた。

　極限を超こえてメディックはリリスに応える。

　どれだけ長くとも耐えてみせよう。

　この少女を守り、そして──勝利へと送り届けるために。

　まるで夜のとばりが下りてくるかのように、次し第だいに光が弱まっていく。

　完全に砲の余波が消え去った瞬間、メディックは叫さけんだ。

「征け！」

　叫びに応じるように、リリスが地上から空へ砲ほう弾だんのように跳ちよう躍やくする。

　アラクネーの周囲にシールドが展開し、その征く手を阻はばむ。

「させるかよ……！」

　メディックは左手に握にぎったカデンツァを右手へ投げ渡わたし、瞬時に魔力を通す。右腕に溜め込まれた破壊の悉ことごとくを、銃じゆう身しんへ──！

　イメージするのは太陽の黒点、光に抗あらがう究極の暗黒。

　右腕が銃身を侵しん食しよくし、巨きよ大だいな砲となって包み込んだ。

「──蜂起リベリオン・《黒天ヴアルカン》！」

　そして偽ぎ典てんに記された魔法名と共に、渾こん身しんの破壊を宿した魔弾が放たれる。



















　──ズグンッ！




　光を吞のむような極小の黒点が跳躍したリリスの真横を通り過ぎ、シールドに触ふれる。

　直後、黒点は黒き太陽の如ごとく膨ふくれあがり、星屑兵装メテオウエポンですら突破できなかったシールドを、空間ごと喰くい殺した。

　ぽっかりと開いた穴へ、今度は一本の槍と化した蒼き星が迫り来る。

　シールドの自己修復が開始され、瞬時に閉じていく。

　だが、

「征けリリス……ぶちかませ！」

　その願いに応えるように、リリスの身体からだはシールドの内側へ到とう達たつした。

「届いて……！」

　リリスの願いを込めて、槍先が螺旋を描えがくように回転し溜め込まれた魔力を解放する。

　その槍は、全すべての願いをただ一点に込こめて突つき放つ星屑兵装メテオウエポンだった。突き出された槍が、アラクネーの装そう甲こうに接せつ触しよくする。

　しかしエーテル結けつ晶しよう装甲が槍先を押しとどめる。アラクネーの装甲の分厚さは第五元素兵器の中でも最高位。シールドを突破しようとも、この鉄てつ壁ぺきの要よう塞さいは簡単には落とせない。

　リリスは悔くやしそうに顔を歪ゆがめた。

　アラクネーが前脚あしを持ち上げ、リリスに構わずメディックの方を向く。

　足先が彼の真上に移動し、振り下ろされる。ふらついているメディックに防御はできない。仮に防御できたとしても、この大質量では潰つぶれてしまう。

「私は約束したんです……彼を守るんです……！　お願いステラマリス……！」

　その呼びかけに、悲しいかな蒼き槍は応えない。

　何が足りないのか。魔力が足りない。力が足りない。資質が足りない。

　願いが……足りない……。

「うぅ……ッ！──ふざけるな！」

　リリスは激げき怒どする。弱い自分に憤ふん怒ぬを抱いだく。

　そうじゃない、願いではダメだ！

「私はもう願わないッ！」

　思い出せ、自分が何のために【星】になったのかを！

　願いはもう、とっくの昔に叶かなえられているじゃないか！

　自分は守るための力を与えられているじゃないか！

　じゃあ──！

　だったら──！

「手を伸ばせ！　ひたすらに、真っ直ぐに──ッ！」

　迷いも後こう悔かいも全て擲なげうって、己おのれの全てを叩たたきつけるために！

「届けえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええッ！」

　リリスの咆ほう哮こうに後押しされて、ステラマリスに宿った魔力が覚かく醒せいする。

　槍やり先がついにアラクネーの装甲を食い破る。

　それだけでは終わらない。装甲内部の機関部も、動どう力りよく炉ろも、何もかもを食い破り、リリスはそのまま敵の中を突き抜ぬけた。対面の装甲すらも突き抜けて、リリスの身体は槍となり空へ昇のぼった。衝しよう撃げきによってアラクネーの身体が頽くずおれて、メディックに振り下ろされるはずだった脚が空を切り、地面に激げき突とつする。

　激しい土つち煙けむりに巻かれながらも、メディックは確かにリリスが敵を貫つらぬく姿を見届けた。

「はは、星ほし守もりなのに【星】に守られちまうとはな……」

　彼の瞳ひとみがグリューエルの姿を追いかけるようなことはもうない。

　何故ならば、空に輝く蒼き流星があまりにも美しかったからだ。




　　　　※　※　※




　ベルシオーネの妨ぼう害がいのせいでメディック達に追いつけなかったタペストリに乗る操者、マロイ・アナベルドは、モニター越ごしに瓦が解かいする第五元素兵器・Ⅷナンバーズ『アラクネー』を見ていた。

「ば……馬ば鹿かな……鋼こう帝てい陛下から賜たまわった、私のアラクネーが……」

　魔力ではなく身体能力が暴走したベルシオーネに翻ほん弄ろうされていたわずかの間に、まさか絶対防ぼう御ぎよを誇ほこる要塞が墜おとされるとは露つゆほども予想していなかったのだ。

【七星】の身体能力を甘くみていたのは確かだが、彼は慢まん心しんしていたわけではない。メディックというイレギュラーを警けい戒かいし、糸が切れたように気絶してしまったベルシオーネにとどめを刺ささずに彼を追いかけた。

「あり得ない……こんなことが、あっていいはずが……！」

　アラクネーがリリスに貫かれる瞬しゆん間かんを目まの当たりにして、マロイの自尊心が崩くずれていく。

「逃にげなければ……！　第五元素兵器といえどタペストリはあくまで護衛機、北方司令部を墜とすほどの武装も性能も持ち合わせていない！　一いつ旦たん旧帝てい都とへ戻り、増ぞう援えんを──！」

　慌あわてて操そう縦じゆう桿かんを握りしめたその時だった。

　崩れ落ちていくアラクネーの方向から、一人の男がゆっくりとこちらへ歩いてくる。

　ボサボサの髪かみに、ボロボロの軍服。剝むき出しの右腕うでは光を反射しないほどの漆しつ黒こくだった。

　男はタペストリを睨にらみながら、真っ直ぐにやってくる。

　マロイはわずかに怯おびえた表情を見せたが、歯を食いしばって怯えを怒いかりに変えた。

《貴様が……貴様さえいなければ、私一人で北部戦線を支配できたはずだ！》

　マロイの憎にくしみを聞いても、メディックは長く伸のびた前髪の間から睨むばかり。

　マロイはタペストリを動かしてレールガンを彼へ向ける。

《せめて貴様だけでも屠ほふり、鋼帝陛下への忠誠をここに示さん！》

「ぐだぐだぐだぐだと、よくしゃべる奴やつだ……」

　メディックが右腕をゆっくりと上げて、肩かたの高さで拳こぶしを握りしめる。

　血管のような筋が光を帯びて、拳に魔力が込こめられていく。

「こちとらデカぶつのキツい一撃のおかげで、ダメージが余ってる。余よ韻いんがあってまだ痛ぇんだ……テメェ、ちょっと付き合え」

　魔力が立ち昇り、メディックの髪が浮うき上がっていく。

　露あらわになった彼の形相を見て、マロイは「ひッ」と恐きよう怖ふに戦おののいた。

「もう防ぐのは止やめだ。こっからは俺が征かせてもらうぜ──デカいの！」

　メディックが地を蹴けって走り出す。

　マロイは過呼吸を起こしそうになりながらレールガンを連射する。

　当たらない。メディックは豹ひようのようなしなやかさで一直線にタペストリへ猛もう進しんする。

「魔力展開──形状、《拳》」

　拳が輝かがやきを帯び、さらに迫せまる。

「放出形式、《衝撃》──制限解除、全開放──蜂起開始……！」

　迫る。迫る。迫り来る。

《くるな、くるなくるなくるなぁ！》

　その恐怖に喘あえぎながらマロイは過集束エーテル砲ほうを放とうとする。

　だが間に合わない。間に合うわけがない。

　メディックはすでに、コックピットの薄うすい装甲の目の前に跳躍していたのだから。

　モニター越しに、拳を振ふり上げたメディックと目が合った。

　恐怖に歪んだ口が、自然とその問いを投げかける。

《何なのだ……お、お前は……》




「──ただの衛生兵メデイツクだ、馬ば鹿か野や郎ろう！」




　繰くり出された拳が何をもたらしたのかを、マロイが見ることはなかった。

　痛みも苦しみも感じる暇ひまもなく、彼の身体は血煙すら残らなかったからだ。拳が装甲に触れた瞬間、爆ばく風ふうに晒さらされた草木の如く操縦席が吹ふき飛んだのである。

　衝撃波は、崩ほう壊かいするアラクネーの残ざん骸がいをわずかに浮かせるほどだった。

　バラバラの細切れになって遥はるか彼方かなたに飛んでいくタペストリの残骸を見送りながら、メディックは口元に弧こを描えがき、そしてそのまま大地に頽れるのだった。







　朝焼けに白む空を眺ながめながら眠ねむりにつくのは、たぶん死ぬ時だろうなと思っていた。

　頭は痛いし、なんだか身体の感覚もない。

　全てやりきってしまったような満足感のせいか、このまま死ぬのも悪くないと思いそうになる。

「……ダメですよ。まだ、許しませんからね」

　そう言ってのぞき込んできた少女の顔に、ため息を吐つきたくなる。

　美少女だった。いまさらながらとんでもない美少女だと思い知る。

「……美少女の膝ひざで朝焼け見ながら寝ねるとか、これはマジで死ぬしかないと思うんだわ」

「やめてください。ほんとに怒おこりますよ」

「……ごめん、冗じよう談だん。大だい丈じよう夫ぶ、死んだりしねぇよ」

　微睡まどろみに目を閉じそうになるが、もう少しだけこの光景を見ていたいと思ってしまう。

　蒼そう天てんノ星『リリス』。

【星】の中では無名も無名だし、お披ひ露ろ目めすらしていなかった新星だ。

　されど今日をもって、国を守った誇り高き【星】だった。

　死に場所を探して彷徨さまよっていた少女は、もうどこにもいなかった。

「任務、完かん了りよう……っと」

　満足したようにそう口にすると、リリスがくすりと笑ってくれた。

「はい、おつかれさまです。【星】の膝で眠るなんてほんとなら懲ちよう役えきものですけれど……今回ばかりは私が許してあげます」

「こんな瘦やせた膝じゃ死ぬに死ねないっての……俺はもっと……肉付きのいい女が……」

「む。さっきと言ってること違ちがいませんか？」

「…………」

「ちょっと、メディックさん……メディックさん？」

　ため息のような吐と息いきの後、メディックからの返事が無くてリリスは少し不安になる。

　口元に耳を近づけると寝息といびきが聞こえてきたおかげでリリスは安あん堵どした。

　眠りに落ちていく中で、メディックは額に冷たいものが当てられたのを感じる。

　撫なでられている。

　その感かん触しよくが気持ちよくて、暗くら闇やみの中で音が遠のき、メディックは完全に眠りに落ちていった。

「ねぇ、メディックさん、聞いてますか……私、あなたに伝えなくちゃいけないことがあるんです」

　朝焼けの空の下で、リリスはメディックの額を撫でながら、彼の寝顔を眺めている。

　もう眠っているのはわかっていた。

　だけどそれでも伝えなくちゃいけないことがあった。

　忘れてはいけない一言があった。

　リリスは一筋の涙なみだと共に、彼に言葉を贈おくる。

「助けにきてくれて……ありがとう」

　もう聞こえていないはずなのに、リリスにはメディックが少しだけ笑っているように見えた。

　その笑え顔がおはまるで、どういたしまして、とでも言っているかのようだった。








エピローグ






　──第五元素兵器の王都襲しゆう撃げきから二週間が経たった。

　軍広報部は北部戦線の勝利を大々的に報じることで王都襲撃の不安を打ち消すつもりのようだったが、大山脈と【星】に守られて平へい穏おんを謳おう歌かしていた王国民達にとって、王都を襲おそった第五元素兵器の脅きよう威いはあまりにも大きかった。

　植え付けられてしまった不穏の矛ほこ先さきは全すべて軍部へと向けられ、責任の追つい及きゆうと今後の軍事行動への懸け念ねんが国民の中で高まってしまった。

　外ではデモを行う民衆やら、疎そ開かいのために荷物を車に押し込もうとする者達で溢あふれかえっていた。

「国を守るためのデモを起こす暇があるなら、志願兵にでもなって戦えばいいのに……」

　兵舎の窓から街並みを眺めながら、リンゴを齧かじるフローラがぼそりと言った。

　星守部隊の兵舎は軍施し設せつ外にある。元々衛生部の部隊ではあるのだが、しかしあまりに在り方が特とく殊しゆであり、評判はよくなく、多くの兵士達から恨うらまれているという実情もあるため、軍兵舎外にある雑居ビルの三階に住まわされていた。

　もの凄すごい不ふ遇ぐうだと思うかもしれないが、許可なく好きに出歩けるので正直彼らはこの兵舎を好んでいた。しかし部屋は二つしかなく、オフィスを改造したリビングと女子のための寝しん室しつだけ。お世辞にも広いとはいえなかった。

「愛国者が全員兵士になってしまったら、国の運営はできませんわ。適材適所、民衆は経済を支えて政治家に声を上げるのが仕事なのですわ」

　花か瓶びんにそなえられた花を選別し、枯かれた花をゴミ箱に捨てながらレイディが言う。

「疎開といったってどこに逃にげるのかしらね～。西の海沿いとか？」

　ウォームキャンディを口に咥くわえながら、ラビィはブラウン管テレビのアンテナをいじっている。見ている番組は最近流行はやりのサイレントアニメーションだ。

「西側は海軍がいて物々しいわよ。鋼国は海からやってきたのだから、回り込んでくるかもしれないという想像ぐらいできないのかしら。この国に安全な場所なんて、もうどこにもありはしないのに」

「そういえば、戦せん艦かん型の第五元素兵器も確かく認にんされていますわよね？　確か白びやく夜やノ星が沈しずめたはずですが、あれが王国にたどり着いていたら今いま頃ごろ王国は完全に占せん領りようされていたかもしれません。そう思うとワクワクしませんか？」

「……レイディって、時々鋼国の回し者なんじゃないかと思う時があるのだけれど」

「あら、帝てい国こくならまだしも鋼国と言われるのは心外ですわ」

　花瓶に残った花を愛めでながらレイディが言うと、キャンディを食べ終えたラビィが、棒を口に咥えたまま思い出したように声を上げる。

「そういえば、リリスちゃん元気かな？　あの後、配属先どこになったんだろ？」

「さあ？　まだ直属大隊の再編制は行われていないみたいだし、北部戦線の防衛は見直されて第七防衛線の担当は二大隊二星編制で別の【星】が守っているはずよ。というかどうでもいいわ、もうあの子の護衛任務は終わったのだし」

「というわりにはその後の情勢に詳くわしいねフローラちゃん」

「ちゃん付けはやめなさい。薬くすり漬づけにするわよ」

　いつものジト目ではなく見開かれた眼で注視されて、ラビィはびくんと肩かたを震ふるわせて「ごめんなさい」と謝った。

　その時、突とつ然ぜん兵舎のドアが蹴け破られた。

　皆みながドアの方を見ると、そこには肩で息をするメディックが血相を変えていた。

「や、やばい！　とんでもねぇことになっちまったぞお前ら……！」

　拳をぐっと握にぎってヤバさを誇こ示じするメディックだったが、仲間達は一度彼を見ただけでそれぞれ自分のやっていたことに戻もどってしまう。

「ドアの修理費お願いね」

「その様子だと検査大丈夫だったんだおめでとー」

「あら、ご健勝なようで心よりお悔くやみ申し上げますわ」

「──いやお前ら何があったのかまず聞けよ！」

　唾つばを飛ばしながら怒ど鳴なるメディックに、全員がため息を吐く。

　黙だまって聞いてやるから勝手に話せという感じの態度だ。

「あ、すげーイライラする！　隊長様のご帰き還かんなのに！」

「はいはい聞いてあげるから喚わめかないでくれる～？　何があったのよ」

　ラビィが慈じ悲ひで問いかけてくれたことで、メディックはようやく話し始める。

「じ、実は──」

　なんとなく緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きで語り始めようとしたその時だった。

　コンコン、と外れたドアの横で誰だれかが兵舎をノックした。

　皆の視線がそちらへ向く中、メディックだけが汗あせをだらだらと流して青い顔をしている。

「わ……ほんとにありました。兵舎と聞いていたから、私てっきり兵営の中にあるものだとばかり……」

　聞き覚えのある声に、さすがの仲間達も驚おどろいて目を剝むいている。

　メディックは、ギギギと音を立てそうなほどにぎこちない動きでゆっくりと後ろを振ふり返っていく。

　そこには、

「お久しぶりです、皆さん。といっても、まだ二週間ですけど」

　えへへ、と恥はずかしそうに照れ笑いを浮うかべる少女は、誰がどう見てもリリスだった。

　といっても、別に彼女が会いにきたから驚いているわけではなかった。

　驚いているのは彼女の服装だ。リリスは本来の【星】専用の白地の軍服ではなく、黒地のものを着ていた。

「ご報告が遅おくれましたが──本日付で、王立陸軍衛生部星ほし守もり部隊『ガルガンチュア』に配属されることになりました、リリスです！　よろしくお願い致いたします！」

「「「「「…………」」」」」

「あ……ほ、本名はアリスベル・ウォーターフィールドと言うんですけど、変わらずリリスでお願いします！　これでも一応、【星】なので！」

　リリスは照れて赤くなった顔でビシッと敬礼なんぞしているが、フローラはリンゴを手から落とし、ラビィもキャンディの棒を口から落とし、レイディも花瓶を床ゆかに落とした。

　そして偶ぐう然ぜん同じタイミングでトイレのドアが開き、中から室内でもギリースーツを着たアーサリーが現れ……

「ふぅ。定食屋安あん寧ねい堂どうのカサカサ丼どんは相変わらず美味うまいのに腹を下すな……何な故ぜだ、いったい何が入って──ぷぁ」

　妙みような声を上げて、彼もまたリリスの姿を見てハンカチを床に落としてしまう。

　メディックは引きつった顔で、ドアの前でリリスと向き合っている。

　まじまじと見られて気恥ずかしくなったのか、リリスは少しだけ目を泳がせた後、彼に視線を戻す。

　そして可愛かわいらしい微笑ほほえみを浮かべて彼にこう言った。

「先日はお世話になりましたが……メディックさん、今後ともよろしくお願いします」

　彼は病院の帰りに人事から手紙を預かっていると言われてこの事実を知ったわけだが、まさか本当に自分の部隊に【星】が配属されてくるとは思っていなかった。

　あまりに反応が無いので焦あせり始めたリリスは、胸の前で二つの拳こぶしを作って、上下にぶんぶん振りながらメディックに顔を近づける。

「ほ、【星】を守れる【星】になりたいと思って……そのための経験になるかもって思って志願したら、オッカム軍医部長とヴィスマルク様が無理を言って上に通してくれて」

「…………」

「自分の道は自分で選べって言ったのは、メディックさんですよっ」

「…………」

「自分で決めて偉えらいなって……な、撫なでてくれてもいいんですよっ、いつもみたいに！」

「…………」

「う～～～っ、何か言ってくださいよメディックさん！」

　犬っぽいところがあるんだなと思いつつも、メディックは過去の記き憶おくを遡さかのぼる。

　…………。

　ああ、言った。自分で選べと確かに言ったけども。

「あ、あんの角とハゲええええええええええええ！」

　上司だとか【七星】だとか、そんなのは抜ぬきにしてメディックは大声でそう言った。

　──王国の象しよう徴ちようたる【星】が部下になる。

　それが軍内部でどういう評価をされるのか、兵士達からどういう視線を向けられるのか、想像に難かたくなかった。

　こうして星守部隊『ガルガンチュア』は、魔ま法ほう士五人＋【星】という異例の編制となり、隊長であるメディックには必要以上の重責がかけられることになるのであった。








あとがき






　初めまして、柳やなぎ実み冬とう貴きと申します。

　ファンタジア文庫さんではほぼ三年ぶりでしょうか？　ここまで間が空いてしまうともはや新人ですので、軽く自己紹しよう介かいを。

　デビュー作は『量産型はダテじゃない！』、二作目は『Ｒｅ：バカは世界を救えるか？』、そして前作で『対魔導どう学園35試験小隊』という作品を書かせていただいていました。他にもいろいろ出ていますが、レーベルが違ちがうので割かつ愛あいします。興味がある方はぜひ……！




　さて、本作なのですが、最初にぶっちゃけると、企き画かく自体がかなり見切り発車でした。

　実は私がこれまで出した作品、全部バトル物だったんです。例外なく結構長めの戦せん闘とうシーンがあります。ラブコメなシーンとか日常的なシーンもあるにはあるけれど、やっぱり戦いがメインの作品達でした。

　文章を書いていて、「この子らいつも戦ってんな……」とため息を吐ついたことがありました。これでは読む方も疲つかれてしまうのではないか、と危き惧ぐしたこともあります。

　正直、バトルを書くのに疲れてしまったんですね。

　そろそろ癒いやされたいなと思っていたんです。

　はい、回復したかったんですね。

　そうなんですよ。




　──ええ、だから衛生兵が主役になりましたが、何か？




　すみません。半分冗じよう談だんなのですが、半分本当です。

　本当は世界を救う戦いとかそういうのから離はなれて、核かく戦争後の荒こう廃はいした大地をのんびり旅をする話とか、ゾンビウイルスが蔓まん延えんして廃はい墟きよと化した世界を旅しながら動物園から逃にげだしたキリンを見て感動する話とか、そういう癒いやし系のお話が書きたかったんです。

　しかしそうは問屋が卸おろさない。

担当「でもやっぱり、僕は柳実先生のバトル物が読みたいです」

柳実「あ、ありがとうございます。でも僕もそろそろバトルの引き出しがですね？」

担当「ミリタリーチックなのとかどうです？　最近ちょっと増えてきてるんですよ。少しハードなのでお願いします」

柳実「あのぅ、前作が結構そういう感じだったような……」

担当「やっぱり銃じゆうと魔ま法ほうっていいですよね～」

　チクショウメ！　ハナシキケヨ！　ドウシロッテンダ！

　こうなったらヤケだ！　ミリタリーチックだけど奇きをてらって衛生兵主役にしてやる！

　え？　地味？　派手にすればいいんだな!?　おうおうやってやろうじゃねぇか！




主人公「ただの衛生兵だバカヤローコノヤロー」




　…………。

　衛生兵って、何だろうな……。

　いや、でもほら、結構ヒーラーって殴なぐるじゃないですか。殴りヒーラーとかバーサークヒーラーとか言うじゃないですか。ＦＦ11の白魔道士だって棍こん棒ぼう持ってヘキサストライクで六回攻こう撃げきしてたし、ＦＦ14の白魔道士も敵に石投げまくってＤＰＳをよく転がしてるらしいし……ラグナロクオンラインのアコライトやプリーストだって、ねぇ？

　ＦＰＳだって衛生兵は銃持ってるし、バトルフィールドなんか除細動器片手にサブマシンガン撃うちまくってますからね。もうこれは殴りヒーラーですよ。やっぱり衛生兵は殴ってなんぼなんですよ。

　ヒーラーじゃなくて、もうこいつタンクじゃねぇかって？

　タンクだってヒールできますよ。ナイトはケアル使えますよ。レベルが上がればレイズもいけちゃう！　ほらこれはもうヒーラーですよね！

　……いいかな？　ダメ？

　やっぱダメか。そうだよねリアリティ無いよね。でもファンタジーだしワンチャン──




担当「採用」




　あ、いいんだ。オーケーなんだ。

　…………。

　え……い、いいの？（困こん惑わく）







　とまあ、かなり大げさに歪わい曲きよくしてますが、出来上がった経けい緯いはこんな感じでした。

　話は変わりますが、衛生兵視点の映画やドラマは少ないながらもありますね。

　最近だと『ハクソー・リッジ』なんかが話題になりました。頑かたくなに銃を持たず、信念で負傷兵をたくさん救出した実在する人物の映画です。

　あとは、『バンド・オブ・ブラザース』の六話なんか、オススメです。敵の迫はく撃げき砲ほうに晒さらされながらも塹ざん壕ごうから塹壕へ移動して、仲間を助ける若き衛生兵のお話でした。

　それと『キプールの記き憶おく』は、ヘリで負傷者を病院に搬はん送そうする衛生兵達の苦く悩のうを描えがいた作品ですね。こちらは救助活動をする映像が延々と続く映画で、万人にはオススメできませんが、衛生兵の現実を垣かい間ま見みることができます。

　本物を見てみたいのであればこういった映画をオススメします。

　──はい？　娯ご楽らく重視でファンタジーもアリアリで、殴りヒーラーの如ごとく戦う衛生兵が見たいとおっしゃる？

　であれば本作をオススメします。ちょっと笑っちゃうぐらい衛生兵をはき違えている衛生兵達が活かつ躍やくする物語が読めますぞ。

　ぜひぜひ、本作を手にとっていただければ！




　この作品……まともな衛生兵、ラビィしかいなくねぇか……。




　それでは、恒こう例れいとなりますが謝辞を。

　長い間お待たせしてしまったにもかかわらず、見捨てずに一いつ緒しよになって作品を作ってくださった担当のＳ様。数々の無茶な要望にも応こたえていただき、可愛かわいらしくもかっこいいイラストを描いてくださったカカオ・ランタン様。また、なかなか企画を提出できずにいたにもかかわらず、何度も声をかけてくださった編集部のＫ様。

　そして本作を手にとってくださった全すべての読者様へ、感謝を申し上げます。

　冒ぼう頭とうで見切り発車とは書きましたが、たくさんの人に助けられながらできた作品です。

　楽しんでいただけたら嬉うれしいです！　それでは、柳実冬貴でした！





柳実冬貴
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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